
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　雲一つ無く彼方かなたまで晴れ渡わたる、蒼あおい空の下で。

　白く柔やわらかな陽光を浴びる、旧ふるい石いし畳だたみの上に。




　──ゅんッ！




　何ど処こか獣けものの悲鳴にも似た鋭するどい異音が、突とつ如じよとして響ひびき渡った。

「……………………」

　何の前兆も無く。何の脈みやく絡らくも無く。

　それ故ゆえに周囲に居た者達は、その突発的な事態の理解に僅わずかながらも時間を要した。

　咄とつ嗟さには誰だれも動けず、声を出す事さえも出来ない。

　かつてのユーゴがそうだった様に──

「…………えっ…………？」

　ファンヌ・リンドステッド。

〈異界戦争〉において『英えい傑けつ』と呼ばれた者の一人──妖精エルフ族の姫ひめ。

　終わる事の無い青春を生きる彼女は、百年を経てもその美び貌ぼうに些いささかの陰かげりも無い。

　長い金きん髪ぱつは艶つややかに波打ち、切れ長の両りよう眼めには藍らん碧ぺきの瞳ひとみ、白い頰ほおは陶とう磁じ器きの様に滑なめらかで染しみ一つ無く、薄うす紅べに色の唇くちびるは慎つつましやか……それらが絶ぜつ妙みようの配置で描えがき出すその面おも差ざしは、可か憐れんの一語に尽つきる。妖精の特とく徴ちようとも言うべき細く長い尖とがり耳の付け根には、大輪の花をあしらった髪かみ飾かざりが添そえられ、更さらに彼女の美しさを引き立てていた。

　身に帯びるのは妖精族伝統の婚こん礼れい衣い装しよう。純白と濃のう緑りよくは風と森を顕あらわし、衰おとろえる様子も無く引き締しまった彼女の肢し体たいを包み込み、優美な花はな嫁よめの姿を作り上げていた…………が。

「……あっ……な……にっ……？」

　言葉の断だん片ぺんと共に血の雫しずくが宙に舞まう。

　胸の中央、婚礼衣装に包まれる乳ち房ぶさの谷間から、背中の左脇わきに至るまでを、彼女は貫つらぬかれていた。心臓をかすめる様にして穿うがたれた創きずは、充じゆう分ぶんに致ち命めい的で……同時に残ざん酷こくだった。

　己おのれの身に何が起こったのか、知らぬままに死ねる者はむしろ幸いだ。だがファンヌには事実を理解するだけの時間的余よ裕ゆうが在った。迫せまり来る死に怯おびえ惑まどう為ための時間が与あたえられていた。

「……どうし……て……」

　彼女は糸の切られた操あやつり人形の様に、すとんと両の膝ひざをついて──それから、先に小さな紅あかい花が幾いくつも幾つも咲さき乱れていた石畳の上に横よこ倒だおれになった。

「……まさ……か……？　……わた……し……？」

　婚礼衣装の下で、より大きな大輪の紅い花がゆっくりと開いていくのが見える。一人分の──その細身の身体の中に在ったとは思えない程ほどに大量の血潮が、白く乾かわいた石畳の上を彩いろどっていた。誰の目にも明らかな致命の出血量である。

　その様子を見下ろしながら──

「死ね。ファンヌ・リンドステッド」

　ユーゴは無表情にそう告げた。

　嘲あざけるでもない。哀あわれむでもない。淡たん々たんと事実としての死を告げる事で、自分の命が今まさに消えかかっているという事を、はっきりと妖精の姫に知らしめる──その為に。

「……ひあっ………？」

　ファンヌの表情が歪ゆがむ。完かん璧ぺきだった顔に──完璧に過ぎてまるで人形か仮面の様にすら見えたその美しい顔に、惨むごたらしい驚きよう愕がくと動どう揺ようを滲にじませて、妖精の姫は唇を戦慄おののかせた。

「姫!?　ファンヌ様!?」

「何だ？　何が!?」

　この期ごに及およんでようやく、あちらこちらで驚愕を孕はらんだ声が噴ふき上がった。

　ファンヌ・リンドステッド──彼女は人々にとって既すでに太陽や月や星の様な存在モノだった。その美しさは未来永えい劫ごうに変わる事無く、存在そのものが喪うしなわれる事など断じて無いのだと──そんな風に誰もが思っていた。だからこそ彼女が無様に倒れて血を流す姿を目まの当たりにしても、周囲の者達は事実を理解するのに手間取った。

「い……や……死にた……く……な……」

　飛び交かう怒ど号ごうと悲鳴の下で妖精の姫の嗚お咽えつが地を這はいずる。

「…………」

　死の恐きよう怖ふに表情を歪ませる妖精は……それでもユーゴの眼には美しく見えた。

　いや──むしろ、それ故にか。

　生命とは状態の継けい続ぞくを意味し、それ故に人々の印象に強く残るのは変化に乏とぼしいその途と上じようではなく、劇的なその始まりと終わりなのだ。死にゆくファンヌ・リンドステッドは、だからこそ今、確実に美しい。

　そんな風に感じる自分は、やはり何処か人間として大事なものが壊こわれ果てているのかもしれない──と頭の片かた隅すみでユーゴは想おもう。元より、自分がまともだと言い張る積もりも無ければ、主張するべき相手も居ないのだが。

「『汝なんじ、既に人間にあらず、妖精にあらず、死を忘れたる汝、既に鬼おになり』──」

　死にゆく美しき妖精に、無む慈じ悲ひな言葉を投げかけながら、しかし──

「それがお前に与えられた死の意味だ、妖精ファンヌ・リンドステッド」

　ユーゴは自らが口にするそれが、まるで祈いのりの様だと……そんな事を、ふと思った。




　　　　●




　──およそ十五分前。




　結けつ婚こん式は丘おかの上のアンドレアン遺い跡せきで行われた。

　アンドレアン遺跡は、旧い旧い──由来すら定さだかではない神しん殿でんである。

　その規模は大きく、敷しき地ちの広さは王おう侯こう貴族の宮殿にも匹ひつ敵てきするだろう。

　ただし遺跡と呼ばれる事からも分かる通り、その繁はん栄えいは今や過去のものだ。

　祀まつられるべき神の名は教義と共に忘れ去られて久しく、既にそれを唱えるべき信徒の姿も無い。ただ、何十本と立ち並ぶ石柱と、広く敷しき詰つめられた石畳が、此こ処こがかつて聖域であった事の名残なごりだった。アンドレアンという名とて、当とう該がい遺跡の調査に功績のあった賢けん者じやの名を冠かんしているに過ぎない。




「彼かの者達が道半ばにして倒れる事無し、躓つまずいた時も互たがいに支え合う事が出来る故に」




　神殿跡あとの中央部、石畳が階段状に積み上げられて盛り上がった辺り……かつては祭さい壇だんとして用いられたと思おぼしき辺りに、今、式の主役たる男女と司祭の姿が在った。




「彼の者達が寒さに怯え凍こごえる事無し、冬の最さ中なかにも互いに暖め合う事が出来る故に」




　濃緑と純白に彩られた法ほう衣えを帯びる司祭が、静かな口調で祝詞を告げている。

　数多あまたの参列者達は、思い思いの場所に佇たたずんでそれを聞いていた。




「彼の者達が孤こ独どくに嘆なげき苦しむ事無し、互いに生しよう涯がいの道連れを得て歩み続ける故に」




　新しん郎ろうと新婦は、祝詞に合わせるかの如ごとく互いに手を取り合った。

　男女共に、色白で涼すずしげな目鼻立ち、加えて長く細い耳の付け根に花をあしらい、これを誇ほこらしげに示している事からも分かる通り──妖精族である。




「今日より先に彼の者達に別々の道は無く、道の彼方に待つは、ただ一つの未来」




　二人の身を飾かざるのは司祭と同様、森を示す緑と風を示す白の婚礼衣装であり、その各所にちりばめられるのも、煌きらびやかな貴金属の類たぐいではなく、色とりどりに染められた木工品の装身具だった。

　森の恵めぐみの中より生まれ、森の恵みによって生かされ、永遠にも等しい遥はるかな歳月の後、いつか自ら進んで森の土に還かえる……それが妖精族に延々と伝わってきた死生観である。それ故に彼等は伝統的な冠かん婚こん葬そう祭さいの場において、土に還らぬ金属器の多用を避さける。




「エドヴァルド・アスペル、ファンヌ・リンドステッド、繫つないだ手を離はなさん事を。願わくば、彼の者達のこれからの日々に、森と風と精せい霊れいの恵みがもたらされん事を……」




　朗々と司祭の告げる声が、丘の上に吹ふく風の中で溶とけて消える。

　遺跡に横たわる、しばしの静せい寂じやく──そして。




　～～～～～～ッ!!




　あちこちで笛の音が、鼓つづみの音が、そして竪琴ハープや長琴リユートの音が湧わき上がった。

「おめでとうございます！」

「めでたし、めでたし」

　音楽に混じって、囃はやし立てるかの様な祝いの言葉があちこちで飛び交う。

　参列者達は一様に笑えみを浮うかべ、それぞれ手にした──これもやはり木製の杯さかずきを打ち合わせ、麦酒エールを、果実酒ワインを、飲み干していく。改めて各所に料理と食器を盛った卓たくが並べられ、火にくべられた香こう辛しん料りようの匂においが瞬またたく間に辺りを満たしていった。

　妖精の結婚式というものは堅かた苦くるしさとは無む縁えん、式しき次し第だいは最小限──新郎新婦の誓ちかいの言葉と、司祭の祝詞が終われば、後は宴えんになだれ込むのが常だ。新郎と新婦も、そして司祭も、そのまま壇上から下りて参列者達に交ざり、飲み、喰くい、踊おどり、歌う。

「皆みな、ありがとう。来てくれて嬉うれしい」

　早さつ速そく、数名の参列者が新郎と新婦の元に歩み寄ると、美しく涼しげな目鼻立ちの備わる白い顔に、上品な笑みを浮かべて新婦のファンヌがそう応こたえた。

「妖精族の結婚式なぞ、普人ヒユーマンの身では一生に一度お目にかかれるか否いなか。しかもお二人は妖精族の英傑──実に趣おもむき深い。今日という日が待ち遠しくて仕方ありませなんだ」

「いやいや──英傑などと面おも映はゆい」

　と年配の普人男性の言葉に、新郎のエドヴァルドはその秀しゆう麗れいな顔に苦く笑しようを浮かべた。

　瞳も髪も新婦と同じ深い蒼と鮮あざやかな金。骨太さや汗あせ臭くささは微み塵じんも無く、それでいて病的な脆もろさやひ弱さも感じさせない。端たん正せいな──あらゆる面で均きん衡こうのとれた容姿だ。

　この新婦にこの新郎在り……ファンヌの夫となるに相応ふさわしい、紛まごう事なき美男である。

　普人から見れば、妖精は美男美女揃ぞろいだと言われているが──その中でもエドヴァルドとファンヌは更に群を抜ぬく器量だ。男女並んでただ立っているだけで、何かの絵画の様にすら見える。しかも半ば伝説と化した武勇伝付きとなれば、尚なお更さら──見る者の眼に、彼等の姿は唯ゆい一いつ無二の特別な存在モノとして映るだろう。

「〈異界戦争〉の時には、無我夢中で駆かけ回っていただけでね」

「ご謙けん遜そんなさいますなアスペル様。リンドステッド様と共に獅し子し奮ふん迅じんの御ご活かつ躍やくだったと父から何度となく聞かされて育ちました故ゆえ──」

「ファンヌは確かに大活躍でしたね」

　とエドヴァルドは肩かたを竦すくめて言った。

「特に〈サラトガの戦い〉の時は凄すごかった……馬に乗って駆けながら、得意の弓で、群がる小鬼ゴブリン共を片かたっ端ぱしから射い貫ぬいていった。彼女が駆け抜けた後には小鬼共の骸むくろが累るい々るいと──」

「やめて──エド？」

　苦笑しながらファンヌが新郎にそう訴うつたえる。

「ただでさえ色々と尾お鰭ひれがついて伝わっちゃってるのに。当時の事を知っている貴方あなたまでそんな事を言ったら、そのうち『ファンヌ・リンドステッドはただ一人で小鬼族を絶ぜつ滅めつさせた』なんて話になりかねない──それって何ど処この狂戦士バーサーカーのお話？」

「まあその一いつ端たんを担になったのは間ま違ちがいないと思うよ？」

「貴方は貴方で、精せい霊れい魔ま術じゆつで小鬼の巣穴を片っ端から水すい没ぼつさせたのを、忘れた？」

「あれは戦いというより、まあ、後始末だからね……」

「小鬼ですか。私は昔話でしか存じませんが、さぞかし醜みにくい奴やつ等らだったのでしょうなあ」

　普人の参列者は感かん慨がい深げにそう言った。

「かつては猪鬼オークと並んで、私達の天敵などと言われたりもしておりましたけれどね。親からは『妖精の三人に二人は百年を生きずして奴等に殺される』とよく聞かされました」

　ふと──ファンヌの美しい顔から笑みが消える。

「実際、私の親族や友人にも小鬼や猪鬼に掠さらわれたり殺されたりした者が何人も……」

[image: ]

「……さながら〈サラトガの戦い〉はそうした方々の仇かたき討うち、弔とむらい合がつ戦せんでもあったと」

　少々話題が祝宴の場に相応しくないものに変わりつつあるのを察したのだろう──年配の普人は少し慌あわてた様子で、そう締しめくくろうとする。

「おうおう。何の話だ、森の！　祝いの席だ、そう難しい顔をするもんでないぞ！」

　そこへ麦酒の木もく杯はいを片手に割り込んできたのは、小こ柄がらな──しかし顔の大半を濃こい髭ひげに覆おおわれた男だった。子供の様な身の丈たけだが、貴金属をこれでもかと、過か剰じような程に身に付けているので、族長やそれに準じる立場の者達らしい事が分かる。

「あら。ごめんなさい、岩の小父おじ様？」

　朗らかな笑顔を取り戻もどして言うファンヌ。

「はっは！　何が小父様じゃい。儂わしの祖じ父い様さまよりも年長の癖くせして！」

　呵か呵かとばかりに笑いながら鉱精ドワーフの男はそう言って杯を掲かかげる。ファンヌも怒おこる様子は無く──むしろその手を伸のばすと相手の鼻をその指先で親しげに突つついてみせた。

「そう思うなら年寄りをもっと労ねぎらってくださいな、お髭の坊ぼうや？　まずは敬語から」

「これは失礼をいたしました。どうかお許しを、大おお婆ばば様さま！　はっは！」

　……今回の結婚式の参列者達は、実に様々な顔ぶれになっている。

『人間』の中ではその名の通り圧あつ倒とう的多数を占しめると言われる普人族は勿もち論ろんの事、獣祖ライカンスロープ族、そして伝統的に妖精族とは仲が悪いとされてきた鉱精族の姿も、数多く見られる。

〈異界戦争〉と呼ばれた大だい騒そう乱らんで手を取り合って以来、妖精族と鉱精族の対立も緩ゆるやかに溶け去りつつあった。わざわざ〈異界戦争〉前半に活躍したという二人の結婚式に、鉱精族を──それも族長やその親族といった重要人物を招いているのは、これを機に両種族の親しん睦ぼくをより深めたい、という政治的な思おも惑わくもあるのだろう。

「…………」

　そんな宴の最中を──黙もく然ぜんとユーゴは歩いていた。

　黒を基調とした地味めの礼装、手にした盆トレイとその上に載のせられた幾いくつもの杯から、彼が此処では式の参列者ではなく給きゆう仕じ係だという事が傍はた目めにも分かるだろう。

　服に合わせた訳でも無いが、長めに伸ばして後頭部で括くくって束ねた髪かみも黒、その双そう眸ぼうも黒──中肉中背で背格好にもあまり特とく徴ちようが無く、ユーゴの姿はまるで影かげの様に存在感に乏とぼしい。目鼻立ちは比ひ較かく的整っているものの、美男子として衆目を集める程ほどでもない。特に幾つもの種族が入り乱れるこの場では、美び醜しゆうの基準も曖あい昧まいにならざるを得ず──その意味で彼の姿は周囲に埋まい没ぼつ気味だった。

「──！」

　不意に──ユーゴの肩が揺ゆれる。

「……失礼いたしました」

「あ。いえこちらこそ。ごめんなさい、よそ見をしていました」

　立ち止まり、頭を下げるユーゴ。そんな彼に若じやつ干かん慌てた様な口調で謝罪の言葉を返し、両手を振ふるのは──改めて見れば、式の参列者ではなかった。

　普人の若い娘むすめである。歳としは二十を幾つか過ぎた位か。

　大きな蒼あおの双眸の上に、丸眼鏡を掛かけ、長い栗くり色の髪を後頭部で束ねている。その容よう貌ぼうに殊こと更さら人目を惹ひく様な派手さは無いが、整った目鼻立ちで、上品な雰ふん囲い気きの娘だった。

　種族毎ごとに形式の違いはあれど、誰だれもが礼装に身を包んでいる中……その娘は蒼い警士シエリフの制服を着ていた。礼装代わりに腕わん章しようを着けてはいるが、その実用性重視の格好は、何処か物々しく、奇き妙みように目立つ。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？　お酒──」

「ええ。幸いにも」

　とユーゴは穏おだやかな微び笑しようを浮かべて応じる。

「何をやってるんだ、メレディス？」

　そこに──娘の背後からぬっと姿を現したのは、獣祖族の大柄な男だった。

　見るからに硬かたそうな黒の蓬ほう髪はつに加え、服の上からでも分かる筋骨隆りゆう々りゆうたる体たい軀くの為ためか、何をするでもなく、ただそこに立っているだけでも相当な威い圧あつ感がある。顔の作りは岩から削けずり出したかの様な厳いかつさで、殴なぐれば拳こぶしの方が痛みそうな面相だった。

　まるで後ろ脚あしで立ち上がった熊くまか獅し子しといった風ふう体ていで、その身に帯びるのは娘と同じ蒼い警士の制服──どうやら娘の同どう僚りようらしい。

「ちょっと、こちらの給仕さんとぶつかっちゃって……」

「申し訳ございません、私も少しぼんやりしておりました。お飲み物は如何いかがですか？」

　そう言ってユーゴは盆に載っている杯を示してみせる。

「遠えん慮りよしとこう。酒は大好物だが、さすがに仕事中に飲む訳にもいかんのでね」

　と獣祖族の男は言い──それからその黒い眼めを細めた。

「……ぶつかったと言ったか？」

「え？　あ、はい」

　と頷うなずくのはユーゴではなく警士服の娘──メレディスである。

「すまんが身体検査をさせてもらっていいか？」

　と尋たずねつつも返事を待たず、獣祖族の警士は両腕うでを伸ばしてユーゴの両肩を摑つかんだ。

　親しげに──というより、逃にがさんとばかりに、がっちりと。そして獣祖族の警士は、両の掌てのひらでユーゴの身体を軽く叩たたき始めた。服の下に何か忍しのばせていないかを確かめる手つきだ。

「給仕なら刃は物ものを持ち込む事も出来るだろうしな」

「そんな、バルド、因いん縁ねんをつけるみたいな──」

　メレディスが慌てた様に言うが、バルドと呼ばれた警士は構わず身体検査を続行する。

　手で探さぐるだけでなく顔を近づけているのは、匂いを嗅かいでいるのだろう。獣祖族は他ほかの種族に比して魔術の才に恵めぐまれない傾けい向こうが強いが、代わりに感覚の──特に嗅きゆう覚かくが鋭えい敏びんな者が多い。相手が毒物の類たぐいを隠かくし持っていても、それを触ふれずして察知する事が出来たり……相手の体たい臭しゆうからその精神状態を言い当てる事さえ可能な者も居るという。

「……ふむ？」

　身体検査し易やすいよう、ユーゴが盆を高く掲げていると──ふと、バルドの手が止まる。次の瞬しゆん間かん、彼のごつい指が青年の腰こしの後ろへと回り込み、そこから何かを引っ張り出してきた。

「ほう。こいつは値打ちものだな」

「ええまあ。祖父の遺品でして」

　とユーゴは苦笑を浮かべてみせた。

　昨今、機械式の時計そのものは珍めずらしくない。だが携けい帯たい型の腕時計や懐かい中ちゆう時計となると、極小の部品が多数必要になる事から量産が利きかず、未いまだに庶しよ民みんには縁えん遠どおい高級品である。

「……ひょっとしてあんたの祖父さん、異界人か？」

　懐中時計をひっくり返し、その裏に彫ほり込まれた文字を見ながらバルドは問うてきた。

　読めはしなくとも、それが異界の言語を表すものだという事は分かったのだろう。

「そう聞いてます」

「そうか。悪かったな」

　バルドは懐中時計をユーゴに返すと、降参、とばかりに両手を挙げてみせた。

「職業柄がら、とりあえずは疑ってかかる癖がついててな。差別の意図は無い」

「分かってます。お勤め、ご苦労様です」

　とユーゴは応じ──それからふと何か思いついたかの様に、首を傾かしげてみせた。

「しかし警士さん、お仕事中なんですよね？　どうしてまた？」

　式の招待客の中に警士がいても不自然ではなかろうが、制服姿で腰に武器を提さげたまま、というのはさすがに場違いだろう。

「ああ、それは噂うわさの〈妖精刈りエルフ・リーパー〉を警けい戒かい──」

「妖精族の英えい傑けつの──要人の結けつ婚こん式だからな」

　相棒の非礼に対する詫わびの積もりなのか──少し慌てた様子でそう説明しようとするメレディスに、バルドが言葉を被かぶせる様にして言った。

「参列者には他の種族の要人もいる。そういう場所だから、余計な真ま似ねをして目立とうなんて、自意識過剰な阿あ呆ほうもよく出てくる。それを警戒してな」

「ひょっとして、丘おかの上で式をやってるのも？」

「場所を決めたのは俺達ではないから、詳くわしい理由は知らんが。何か気になる事でも？」

「いえ。この仕事に応おう募ぼした時に、ちょっと不思議だったもので。妖精の結婚式なら森の奥でするのが定番だって聞いてましたから、どうしてかなって……」

「まあ他にも色々あるんだろうさ。英えい雄ゆうの結婚式だからな」

「なるほど……えっと、もう行っていいですか？」

「ああ。すまんね」

　バルドが頷くのを確かく認にんし──ユーゴは改めて二人の警士に会え釈しやくして、その場を離はなれた。

（警備は万ばん全ぜん……か）

　盆を片手に歩きながらユーゴは考える。

　先程の警士の二人組は要注意だ。特に獣祖族の男の方が。ぶつかられても、杯さかずきの中身をこぼさなかった──それだけの事実から、あの警士はユーゴに警戒心を抱いだいた。

（やはり〈妖精刈りエルフ・リーパー〉を警戒してるか。当然だが）

　妖精族を専門に狙ねらう殺し屋──いや連続殺害者シリアルキラー。

　その正体は不明。動機も不明。一連の被ひ害がい者しやにも妖精族という以外に共通項こうが無く、何を目的に活動しているのかすら分からない……と言われていた。

　伝統的に妖精族と対立する事の多かった鉱精族の仕し業わざであるとか……あるいは、かつて妖精族の天敵として知られ、〈異界戦争〉の初期に種族そのものを絶ぜつ滅めつさせられた小鬼族ゴブリンや猪鬼族オークの生き残りが、復ふく讐しゆうしているのだとか……まことしやかな噂は幾つか囁ささやかれているが、いずれも確証となるものは見つかっておらず、流言飛語の域を出ない。

（……アグネータの奴、ちゃんと起きてるだろうな？）

　ユーゴは腰の後ろの小物入れから先の懐中時計を引っ張り出して時間を確かめる。

　文字盤ばんの時刻が『予定』の十分前だという事を確認すると──ユーゴはゆっくりとした自然な足取りで、参列者達の間に交じる美しい新婦に向かって、近づいていった。
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　まるでそこは緑の海の様だった。

　緩やかに吹ふく風に平へい坦たんな草原が、ゆっくりと波を打つ。午後の優やさしい陽ひの光の下で、幾重にも、風の足あし跡あとが刻まれては消え、刻まれては消えていく。

　草原が海ならば──それはさしずめ絶海の孤こ島とうといったところか。

　緑の平面の最さ中なかにぽつんと生じた灰色の点。何ど処こから転がってきたものか、あるいは元々そこに在って、雨や風に削られた地面から顔を出したものか……それはおおよそ蹲うずくまった牛馬ほどの大きさの、岩がん塊かいだった。

「…………んん…………」

　その陰かげで──一人の少女が眠ねむっている。

　岩に、己おのれの身の丈たけ程もありそうな大振りの杖つえを立てかけ、その横で自分も背を預ける様な格好で座っていた。

　まるで透すける様な白い薄はく衣いの衣い装しようの上に、薄うす汚よごれた濃のう緑りよくの上着を羽織っている。

　上着は誰かからの借り物なのか、今ひとつ彼女の身の丈に合っていない上、どこかちぐはぐな感じがして──一回り大きいその服の中に、自ら沈しずみ込んでいるかの様な印象が在った。

　どれ程の間そうしているのか……少女の周りには数羽の小鳥が恐おそれ気も無く跳はね、あるいは彼女の頭の上に乗って、赤毛レデイシユの長い頭髪をついばんだりしていた。自身の腰の辺りまである長さな上、ぼさぼさの癖くせっ毛が巣作りの材料に良さげ、とでも思われているのかもしれない。

「…………ユーゴ……」

　唇くちびるの間から寝ね言ごとが零こぼれ落ちる。

　愛らしい少女だった……少なくとも目鼻立ちを見る限りでは。

　美び醜しゆうを問えば間ま違ちがいなく美人の部類だ。眼を瞑つぶった寝顔でもそれが分かる程ほどに。

　だが、身だしなみがひどく適当というか……ひどく緩い。

「にひひ…………」

　髪かみに櫛くしを入れて解かしている様子は無いし、半開きになった口からは寝言と共に涎よだれが一筋垂れている。服もくしゃくしゃで今ひとつ大きさが合っていない。何より、どんな夢を見ているのか…………寝ながら漏もらす笑い声も品性に欠ける。小こ柄がらで華きや奢しやという事もあり、そのひどく無防備な様を『微笑ほほえましい』と評する者も居るかもしれないが──




　……じりりりりりりりりり……




　不意に、自然のものとは明らかに異なる音が響ひびく。

　驚おどろいて一いつ斉せいに飛び立つ小鳥達──だが、すぐに実害が無いと分かったのか、岩の上に戻もどってきた。巣材としての少女の髪に未練があるのかもしれない。

「……んん～……」

　少女のその長く細く尖とがった耳が──妖精の血脈の証あかしたる耳が震ふるえる。

　だが頭上で鳴り響く甲かん高だかい金属音にも、彼女はその瞼まぶたを開こうとはしなかった。うるさいな、とでも言うかの様に、呻うめきながら寝返りを打って──




　……じりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり……りっ！




　──岩の上で震しん動どうしながらじりじりと動き続けた機械式の目覚まし時計が、その脳天に落っこちたのは、次の瞬間だった。

「…………んぎゃっ？」

　短い悲鳴を上げる妖精の少女。

　時計は尚なおもじりりりりと音を立てながら彼女の身体を転げ落ちて、最終的にその腹の上に収まった様だった。少女は呻きながらも手を挙げて腹の上の時計を探り当てると、これを平手で叩いて黙だまらせて──それからようやく、気け怠だるそうにその瞼を開いた。

　露あらわになる──蒼玉サフアイアの様な、円らな瞳ひとみ。

「あ～…………」

　少女は欠伸あくびをしながら──傍かたわらの杖に手を伸のばした。

　それは、奇き妙みような杖だった。

　形状は歩行補助の為ためのものよりも、魔ま術じゆつ師し達が大魔術の際に使う発動媒ばい体たいに近い。歩く際に使うにしては長過ぎる上に、太過ぎるのだ。しかも上に向かうに従って太くなっていく形状で──杖の本体とは別に、握にぎるための『持ち手』がついている在り様だった。

「……時間だし」

　杖にすがる様にして立ち上がる妖精の少女。そして彼女は何処かもそもそとした動きで杖を再び岩に立てかけて──これを、開いた。

　まるで二枚貝の様に、杖は相そう似じ形の部品二つに展開されていた。元からそういう構造だったのだろう。形が大きく奇妙なのも道理、それは、中が空くう洞どうの『容いれ物』だった。

「……にひひ」

　少女は品の無い声で子こ鼠ねずみの様に小さく笑うと、杖の内のモノに手を掛かける。

　鋼鉄と、そして朱あかい合成樹じゆ脂しで出来た、長く重い凶きよう器き。

〈異界戦争〉の際に、この世界の外側からもたらされ、善悪を問わず数多あまたの生物を滅ほろぼし、そして為い政せい者しや達によって所持も売買も製造も禁じられた、恐るべき武器。

　それは『銃じゆう』と呼ばれていた。

　もし異界の武器について通じている者がこの場に居たならば……それが銃と呼ばれる武器の中でも、とりわけ遠えん隔かく攻こう撃げきに特化した『狙撃銃スナイパーライフル』と呼ばれる種類のものであると気がついただろう。長い銃身バレル、長い銃床ストツク、重い本体を支える双脚バイポツド、そして本体の上に銃身バレルと平行に取り付けられた光学照準器スコープ──

「……よっこらぁ……しょっ……！」

　鉄と油とそして火薬の匂においを纏まとわり付かせたそれを──妖精の少女は、掛け声と共に引っ張り出す。一いつ瞬しゆんよろめいたのは、見た目以上にその狙撃銃が重いからか。

　だが、そこから狙撃銃を扱あつかう少女の手つきは、実に手慣れたものだった。双脚バイポツドを展開して狙撃銃を岩の上に載のせると、やはり杖の中から取り出した朱い筒つつ──銃声抑制器サプレツサーを装着。装塡桿ボルトを操作し、初しよ弾だんを薬室チヤンバーに装そう塡てん。

「……にひ」

　最後にもう一度時計の針を確認し──少女は再び小さく笑った。
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「…………」

　短い毛に覆おおわれた尖り耳がぴくりと動く。
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「どうしました、バルド？」

　普人の二等警士メレディス・イーガンは、獣祖の相棒バルド・コンカート三等警士が、ふと、ある方角を振ふり返ったのを見て、そう尋たずねた。

　バルドは階級こそ三等警士だが、年ねん齢れいはメレディスよりも十歳上で勤務経験は倍以上、加えて獣祖族である為に五感もかなり鋭するどい。日常風景の中に潜ひそむ異変を嗅かぎ付ける彼の能力を、メレディスは全面的に信しん頼らいしていた。形式的には上司である自分に対して、ざっくばらんな喋しやべり方をするのを許しているのも、単に『先せん輩ぱい』として敬意を払はらう以上に、その能力を認めているからだ。

「何でもない。多分、気のせいだ。勿もち論ろん、用心するに越こした事は無いが──」

　そう言ってバルドは小さく首を振った。

「さすがの〈妖精刈りエルフ・リーパー〉もここで殺しが出来るとも思えないですけれどね」

　とメレディスは言って、腰帯ベルトに取り付けられた革製の銃鞘ホルスターに触ふれた。

　異界からもたらされた武器──銃。

〈異界戦争〉当時はともかく、現在、銃は基本的に所持するだけで罪に問われる禁制品だ。ただし警士達の内、二等以上の者は例外で……一等及および二等警士達は領主から銃器を貸たい与よされ、携けい帯たいを許可されている。一いつ般ぱんの所持が禁止されているとはいえ、無法者が密造したり異界から密輸入したりした銃で武装している事は珍めずらしくない。抑よく止し力たる為に──無法者に対たい抗こうする為に、警士達もまた同じ武器を装備せざる得ないのだ。

「〈妖精刈りエルフ・リーパー〉は銃使いだそうだな。銃は矢よりも遥はるか遠くから、音よりも早く届くのだろう？　なら会場の外から狙ねらう事だって出来るんじゃないか？」

　バルドは、メレディスと並んで会場内を歩きながら、抑おさえた声で言った。

　アンドレアン遺い跡せきの建物は殆ほとんど崩ほう壊かいしていて、壁かべも屋根も失われ、石柱が数十本と、床ゆかである石いし畳だたみが残っている程度──つまり周囲からは丸見えの状態だ。

　一見すると、警備する上では非常に無防備な様にも見えるが……

「それはそうですが、この丘おかの上の遺跡を周りから狙うのは無理ですよ」

　とメレディスは答える。

「弓矢も同じですが、基本的に狙そ撃げきは、より高い位置からしか出来ないんです」

　周囲を見回しながらメレディスは言った。

　丘の上、それも中央に在るアンドレアン遺跡の中を、周囲の草原から──つまり低い位置から見通す事は出来ない。遺跡は、草原から見ればその殆どが、いわゆる『死角』になる。そして見えない以上──つまり『狙う』事が出来ない以上、狙撃は不可能な筈はずだ。それが銃という異世界の武器であったとしても。

「銃は確かに弓矢よりも、魔術よりも、遥かに遠くに届きますし、弾たまはもの凄すごく速くて眼めにも留まらないので、叩たたき墜おとすのも不可能ですけど……だからって何でも可能な万ばん能のう武器って訳でもないんです」

「そういうものか？」

　バルドは三等警士という事で銃の所持と携行が許されておらず、普ふ段だんから銃による射撃訓練も受けてはいない。だから彼は銃というものを詳くわしくは知らない。恐らく彼の中で銃という武器は『他ほかの如い何かなる武器よりも強力な殺傷兵器』として大おお雑ざつ把ぱに定義されているのだろう。魔術よりも素す早ばやく撃うてて、弓矢よりも遠くに、音よりも速く、必殺の鉛なまり礫つぶてを投射できる鋼はがねの武器、と。その認にん識しきは基本的に間違っていないが──

「銃でも弓でも狙うには位置が悪い。刃は物ものや毒物は警備の者の眼を逃のがれて持ち込むのは恐らく無理。魔術は──暗殺手段としては、現実的ではありませんし」

　前述の通りこの遺跡は丘の上に在り、その周りには平へい坦たんな草原地帯が広がっている。何処からであれ、結けつ婚こん式場に近づく為には、その草原を──遮さえぎるものの無い平地を横切って来なければならない。全周を警けい戒かいし、かつ参列者の身元確認や所持品検査ができるだけの人員が割さけるなら、この遺跡はむしろ警備し易やすい場所なのだ。

　凶器の類たぐいは勿論だが、獣祖族の警士が配置されている以上、毒や火薬の類を使おうにも匂いで察知される可能性が高い。魔術は呪じゆ文もん詠えい唱しようや結印が必ひつ須すで、実行の際にはどうしても目立ってしまう為、そもそも暗殺に用いるには向かない。

　そう。だから不安は無い筈なのだ。何も。

　そもそも今日この結婚式で殺しが行われるという確証は無い。何らかの予告が在った訳でもない。妖精族達の警備も、領主による警士の派は遣けんも『念の為』に過ぎない。

「だが……何だか嫌いやな予感がするんだよな」

「奇き遇ぐう。私もです」

　相棒の言葉にメレディスは頷うなずいた。
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　新婦のファンヌは参列者達の間を回って挨あい拶さつを続けていた。

　途と中ちゆうで旧知の友人に声を掛けられたらしく、新しん郎ろうのエドヴァルドは少し離はなれた所で数名の参列者達と話し込んでいる姿が見える。

「さすがは妖精の姫ひめ──実にお美しい。エドヴァルド様は幸せですな」

「あまりおだてないでください。自うぬ惚ぼれてしまいますから」

　そう言って──それからファンヌは秘密を打ち明けるかの様に声を潜めてこう続けた。

「身内には嫁いき遅おくれのじゃじゃ馬がやっと片付いた、などと言われておりますのに」

「妖精は同族に厳しいですなぁ」

　ざっくばらんな会話を愉たのしむファンヌと参列者達。

　その様子は傍はたから見ている分には、ひどく無防備なものに思えただろう。

　だが……ファンヌが歩けば、参列者と同様の礼装に身を固めた妖精族の男が三人、静かに追つい随ずいする。護衛役だ。ファンヌを中心に正三角形を描えがく様に等とう間かん隔かく、等角度で常に定位しており、もし不心得者がファンヌに襲おそい掛かったとしても、即そく座ざに対処出来る。

　もっともファンヌも〈異界戦争〉を戦った身──およそ衰おとろえというものを知らぬ妖精の身体は、今でもその際の感覚を保持している。生半可な相手ならば、護衛達の手を煩わずらわせるでもなく、自ら対処する自信が彼女にはあった。

「──失礼」

　だから──その給きゆう仕じが、幾いくつもの果実酒の杯さかずきを載せた盆を片手に近づいてきた時も、殊こと更さらに警戒はしなかった。

「料理もお酒も間に合っていますよ？」

　その上でファンヌは笑え顔がおでそう告げる。

　給仕は──普人の青年だった。

　胸の名札には『ユーゴ・アーチボルト』とある。目鼻立ちはそれなりに整ってはいるが、美男美女揃ぞろいとされる妖精族の眼から見れば、その容姿はむしろ地味で平へい凡ぼんなものに映る。

　ただ……その黒の双そう眸ぼうが奇き妙みように強い光を宿して自分を見つめているのが、ファンヌは気になった。睨にらんでいるのではない。勿論、彼女に見とれているのでもない。ただ──何らかの意思を以もつて、こちらに視線を送ってくる。何か、意味ありげに。

「……これを」

　そんなファンヌの第一印象を裏付けるかの様に──給仕の青年は一通の封ふう書しよを差し出してきた。見た限りでは何の変へん哲てつも無い代しろ物もので、封ふう蠟ろうも施ほどこされていない。

「──ファンヌ様」

　護衛の一人がファンヌと給仕の間に割り込んできた。

「我が名はアルノルド・セーデン、我が名と、摂せつ理りと、血の盟約を基もとに、風の精せい霊れいに請こい願う。隠かくされし真実は如何なるものか。閉とざされし扉とびらの向こうに何が待つか。我に教え示し給たまえ。我に教え示し給え。我に教え示し給え」

　素早く右手の指を動かして印を切り、低く抑えた声で呪文詠唱。

　淡あわい光が給仕の差し出した封書を包み込む。光の濃のう淡たんが、小さな、蝶ちようの様な羽を備えた少女の輪りん郭かくを──風の精霊の姿を一いつ瞬しゆん、描き出し、そして次の瞬間には消えていた。

「問題ありません。中身はただの紙です」

　と護衛はファンヌの長い耳に囁ささやいて、後ろに下がった。

「ありがとう」

　ファンヌは笑顔でそう言って護衛を労ねぎらうと、改めて給仕の青年が差し出したままの封書を受け取った。そのまま開けて、中身を引き出す。

　果たして護衛の調べた通り、中身は紙し片へんが一枚のみだった。

　ただ、白い紙に書かれているのは──

「あの──これは？」

　他の者に見られる前にファンヌは紙片を素早く握にぎり潰つぶし、改めて給仕の青年を探して視線を右に左にさまよわせる。彼は既すでにこちらに背を向けて歩き出していて──

「…………」

　ファンヌは溜ため息いきを一つついてから、給仕の青年を追って歩き出した。
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　懐ふところから取り出した小型の算そろ盤ばんが、じゃらりと音を立てた。

「……ええと」

　算盤を膝ひざの上に置いて、呪文詠唱。そして結印。

「我が名はアグネータ・アクセルソン──我が名と、摂理と、血の盟約を基に、風の精霊に請い願う。汝なんじ等の眼まな差ざしは今何ど処こを見つめるか。汝等の翼つばさは今如何に羽ばたくか。我に教え示し給え。我に教え示し給え。我に教え示し給え──」

　感知系の魔術で、精霊に風向きと風速を確認。

　風の精霊が耳の奥に囁いてくる数値を、頭の中の式に当てはめて、算盤で検算していく。何かと面めん倒どう臭くさい計算だが、彼女の『仕事』の極きわめて重要な部分を占しめる作業であるし、ぱちぱちと算盤の珠たまを弾はじいていく行こう為いそのものを妖精の少女は──アグネータ・アクセルソンは何だか気に入っていた。

「願いましては、願いましては、願いましては…………にひひひ」

　またもやひっそりと笑い、アグネータは、設置した得え物ものに手をかける。

　愛用の凶きよう器き──アークティックＡ・ウォーフェアＷ・マグナムＭ３３８ラプア・タイプ、通つう称しよう〈サイレント・アサシン〉。

　合成樹じゆ脂し製の銃床ストツクはアグネータの髪かみに合わせるかの様な朱あかい色に塗と装そうされ、奇妙な存在感を放っている。本来、風景に紛まぎれるのを旨むねとする狙撃手が、銃じゆうをわざわざ目立つ色に塗ぬるのは酔すい狂きようの極みだが……験げん担かつぎの意味もあり、愛用の銃に施したこの塗装がアグネータはお気に入りだった。

「…………」

　取り付けられた光学照準器スコープを覗のぞき込むと、ただ遥かな青空と、そこに浮うかぶ雲だけが見える。方向としては、今まさに結婚式が行われている丘の上のアンドレアン遺い跡せきを向いている筈なのだが、人の姿は勿もち論ろん、遺跡の石柱すら無く、視界に重なる交叉線クロスラインは確たる標的を何も捉とらえてはいなかった。

　当然だ。アグネータの居る草原よりも丘の上のアンドレアン遺跡の方が、位置的に高い。如何に高倍率の光学照準器スコープを用いても、角度的にアグネータはアンドレアン遺跡の中で行われている結婚式の様子を目視する事は、出来ない。絶対に。

　だが──

「……にひひひひ」

　まるで何か秘密の遊びをしているかの様に、妖精の少女はひっそりと笑った。
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「──新郎の御ご友ゆう人じんであられる、レイ・デイル卿きようより御お祝いわいの言葉が届いております」

　遺跡の中央、壇だん上じようの妖精族の男が、声を上げて参列者達の耳じ目もくを集めている。

「デイル卿はご高こう齢れいの為ため、式に参加いただく事は叶かないませんでしたが──」

　わざわざ精せい霊れい魔ま術じゆつを用いて声がよく通る様にしているのは、参列者達の注意を引く様に──参列者達の眼を新婦から逸そらす為だろう。見ればファンヌに寄り添そっていた護衛が三人から二人に減っている。恐おそらく彼女が護衛の一人に命じてそうさせたのだ。

「……貴方あなたは誰だれ？　何者？」

　ファンヌは遺跡の端はし──崩くずれ残った石柱の一本、その傍かたわらに佇たたずむユーゴに向かって足早に歩み寄りながらそう問うてきた。声の通り方に少々癖くせがある──距きよ離りがあるのにまるで耳元で囁かれているかの様に感じるのは、恐らく精霊魔術を用いて風の精霊を侍はべらせているからだろう。会話が他に漏もれないよう、声に指向性を与あたえているのだ。

　二人残っていた護衛も少し離れた場所に待機している。

　恐らく『手紙』が効いたのだ。身内にも『処方箋レシピ』は知られたくないのだろう。

「何が目的？　『ご興味がおありなら、二人っきりでお話を』……確かに、あそこに書かれていた構造式には興味を引かれた。半分でもね」

「…………」

　ユーゴは無言で燐寸マツチを傍らにそびえる石柱に擦こすり付けて着火、口にくわえていた紙巻き煙草たばこに火を点つける。ただしそのまま喫きつ煙えんはせず、手に持って──ファンヌに対して見せつけるかの様に自分の顔の前に掲かかげた。

　煙草からゆっくりと、僅わずかに赤味を帯びた煙けむりが立ち上っていく──

「だから貴方を追ってきた。私は誘さそいに応じた。護衛も下がらせた」

　ユーゴが問いに答えないからか──ファンヌの口調には若じやつ干かんの苛いら立だちが滲にじんでいた。

「次は貴方が応じる番。貴方は何者で、あの構造式はどこから手に入れたの？　ひょっとして貴方が書いたもの？」

「……さあ。どうかな？」

　そう言ってユーゴは指を開いて、煙草を地面に落とすと──一歩下がって薄うすく笑う。

「自分を売り込みたいの？　それとも──商売敵としての挑ちよう発はつ？」

　ファンヌは彼を追って一歩、前に出る。

「もしくは脅きよう迫はく？　この場で秘密の商売をばらされたくなければ金を払はらえとか？　いずれにせよ──ちょっとやり方が不味まずかったわね」

「そうか？」

　ユーゴは言いつつも更に一歩後ずさる──ファンヌの勢いに気け圧おされているかの様に。

「悪いけれど『間に合っている』の。新商品は要いらない。私以外の調合師ブレンダーも要らない。むしろ類るい似じ品を売り出されたりすると迷めい惑わくなの」

「護衛を下がらせたのも『処方箋』について何か聞かれては困るから？」

「…………」

　ファンヌは曖あい昧まいに笑うが──否定はしなかった。

『商品』の作り方が他ほかに漏れれば、真ま似ねをして商売の邪じや魔まをしてくる連中や、仲間内から裏切り者が出たりする。自分の護衛すらファンヌは信じていない。恐らくは夫となるエドヴァルドさえも。他者を利用はするが信しん頼らいはしない──出来ないのだ。

　これもユーゴ達の読み通りである。

「だから──」

　ファンヌは髪留めに手を掛かける。

　ただの装身具に見えるそれに、小型の刃は物ものが──俗ぞくに『錐刀ステイレツト』と呼ばれる武器が仕込まれている事はユーゴも知っていた。

　最近は廃すたれてきたが、〈異界戦争〉以前の妖精達、特に女達の間で流行はやったという暗器である。装身具に金属を用いないという伝統とは別に……自決用の隠し武器を身に付けるのは、当時の妖精の女達にとって当然の嗜たしなみだった。二人に一人が小鬼や猪鬼に陵りよう辱じよくされた挙げ句、生きたまま喰くわれるという屈くつ辱じよく的な死に様を晒さらしていたからである。

「とりあえず貴方は邪魔」

　そう告げるファンヌの脚あしが──未まだ煙を立ち上らせ続けていた煙草を、踏ふみにじった。
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　ちらりと〈サイレント・アサシン〉の横に置いた時計の針を確かく認にん。

　それからアグネータは唇くちびるを舐なめて──照準器を覗き込んだ。

　丸く切り取られた青空の風景を、縦に割る一筋の線。

　それは細い細い煙草の煙だった。青空に映はえる様にと、普ふ通つうの煙草にほんの少し混ぜ物をして作った特製品が発する、わずかに赤みを帯びた煙。

「…………」

　音は無い。動きも無い。

　アグネータは狙撃銃共々、岩の一部と化したかの様に微び動どうだにしない。

　なのに、それまで無ぶ遠えん慮りよにアグネータの頭や肩かたや背中で彼女の外がい套とうの布きれをついばんでいた鳥達が、一いつ斉せいに飛び立った。しかも今度は戻もどってくる様子も無く一目散に。

　まるで、目に見えぬ何かに怯おびえたかの様に。

「……汝、既に人間にあらず、妖精にあらず、死を忘れたる汝、既に鬼なり」

　ふと何かを思い出したかの様にアグネータが呟つぶやいた。

　それまでとは打って変わって──まるで厳かに祈いのりを捧ささげるかの様な口調で。

　そして──

「……悪い妖精こは死体モノになるお時間です。にひ」

　アグネータは、そっと引き金を絞しぼった。
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　──倒たおれた新婦に、護衛達は血相を変えて駆かけ寄った。

　だが……大量の血を流して既に痙けい攣れんを始めているファンヌ・リンドステッドを救う方法は、彼等には無い。たとえ魔術を用いても止血をするのが精々だろう。

　３３８ラプア・マグナム弾だんは元々大おお型がた獣じゆうを狩かるのにも用いられる様な、強力極まりない弾薬だが……更さらに超ちよう長距離射撃の際には空気抵てい抗こうのせいで弾頭の回転が弱まり、ふらついて『横を向く』事さえあるという。こうなれば撃うたれた者の肉体は、不規則な弾頭の動きによって滅め茶ちや苦く茶ちやに内部から引き裂さかれる事になる。

「姫ひめ様さま──ファンヌ様!?」

「駄だ目めだ、もう……貴様っ!?」

　護衛達は懐からそれぞれ拳けん銃じゆうを抜ぬき──その片方がユーゴに詰つめ寄ってくる。

　だがユーゴが素す手でである事は一いち目もく瞭りよう然ぜんである為──そしてファンヌの命を奪うばったのは明らかに遠方からの狙撃であった事から、彼等の側にも戸と惑まどいの様なものが在った。

「貴様か……貴様が!?」

（……共にグロック19自動拳銃……）

　護衛達の手にする武器を一いち瞥べつして把は握あく……ユーゴはむしろ自ら脚を踏み出した。

　拳銃は携けい帯たいや隠いん匿とくに特化した武器だ。本来的に長物──小銃ライフルに比べて命中率は低い。二メートルの距離で相対してさえ外す事もある。こちらが動いていて、かつ、相手が動どう揺ようしていれば尚なお更さらに命中率は下がる。

「おい、貴様、止まれ、撃つ──」

　近づいてくる護衛の拳銃に向かって、自らも歩み寄りながら、『待て』とばかりに掌てのひらを向ける。意味が分からず相手が躊ちゆう躇ちよした一いつ瞬しゆんで、ユーゴは相手の銃口を『押して』いた。

「──!?」

　咄とつ嗟さに引き金を引いたのに、弾が出ない──その事実に護衛が表情を変えたその瞬間、銃口を押さえる掌を基点として回転したユーゴの腕うでは、踏み込む勢いを利用して妖精の顎あごに肘ひじ打うちを加えていた。

「──ッ!?」

　混乱しつつ──恐らく自分が何をされたのかすら分かっていないだろう──膝を折り、仰あお向むけに倒れる護衛。恐らく脳のう震しん盪とうを起こしているのだろう。構え、狙ねらい、打つ、そんな手順を踏まない、防ぼう御ぎよがそのまま攻こう撃げきと一体化した実戦用格かく闘とう術である。

「……ま、魔術か!?　いや……」

　もう一人の護衛が動揺するのも当然だろう。

　護衛の拳銃が発はつ砲ぽう出来なかったのは、しかし魔術による妨ぼう害がいではない。

「何ど処こから調達したのか知らないが、押しつけて撃つなって習わなかったか？」

　呟く様にユーゴは言った。

　グロック19の様な、強力な軍用弾だんを使用する自動拳銃の多くは、銃身後退式シヨートリコイルと呼ばれる作動装そう塡てん機構を備えている。構造上、この種の自動拳銃は銃口を押さえられてしまえば──数ミリながら銃身バレルが後退させられてしまえば、内部機構が撃発位置から『ずれ』る為、作動しなくなってしまうのだ。

　その為……この種の自動拳銃を用いる近接戦闘術ＣＱＢにおいては、銃を相手に『押しつけるな』と教えられる。恐らく護衛達は銃の操作法や撃ち方までは習っていても、拳銃を用いた近接戦闘術の教育は受けていないのだろう。

　とはいえ──

「貴様っ!?」

　分からないなりにも、とりあえずユーゴは敵だとはっきり認識したのだろう。ファンヌについていた方の護衛も銃口をユーゴに向けてくる──が。

「動くな、両手を挙げて──」

「た、大変だあっ！」

　ユーゴは彼等の言葉に被かぶせる様にして大声を上げた。

　それまでは壇だん上じようを向いていた参列者達の視線が、一斉にユーゴに──そして倒れた新婦と、その傍そばに寄り添う護衛に集中する。

「殺された、殺されたあ！　銃だ、銃で、銃で撃たれたっ！」

　そう繰くり返しながらユーゴは駄だ目め押おしとばかりに倒れたファンヌの方を指さす。

「……え？　あ！」

　硬こう直ちよくする護衛。

　彼の手には、禁制品の拳銃が握にぎられていて。

　ファンヌは、胸を銃弾で撃たれて倒れていて。

　たまたま狙撃の瞬間を目撃した一部の者はともかく……それまで壇上を注視していた参列者達が、両者に因果関係を結びつけるのは当然の事だった。

「おい、お前達!?」

「こいつら、銃を持ってるぞ!!」

「違ちがう、違う、そいつだ、そいつが……！」

　参列者達に詰め寄られた護衛達が慌あわててユーゴを指さすが──彼は既すでに押し寄せる参列者の波をかき分けて、現場から離はなれつつあった。

「違う、俺達じゃない！」

　殺気立った参列者達に気圧され、護衛が悲鳴じみた声で叫さけび、空に向けて拳銃を撃つ。

　威い嚇かく的な轟ごう音おんが遺い跡せき全体に広がり──だがそれで参列者達が冷静になる筈はずも無く、益ます々ますその場の空気は悪化しただけだった。

「誰だれか拘こう束そくの、いや制圧の魔術を──」

「銃だ、警士、警士を呼んで──」

「逃にげろ……！」

「嫌いや、助けて……！」

　更に、護衛や新婦の所に駆け寄る者達とは別に、悲鳴を上げて逃げ出す参列客も大勢いて──アンドレアン遺跡は大混乱に陥おちいっていた。だが警士達も、そして各種族の護衛達も、恐きよう慌こう状態に陥って右往左往する参列者達を問答無用で制圧する訳にもいかず……殆ほとんど身動きがとれていない。指揮系統も一本化されていないので、連携すらとれない状態らしい。

　そんな中──

「──お疲つかれ」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている給きゆう仕じにそう声を掛け、盆から果実酒の杯さかずきを一つとると──ユーゴは現場から逃げ出す者達の流れに乗って、そのまま遺跡の外まで歩き続けた。
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　警士達が大声を張り上げて現場を駆けずり回った甲か斐いあって、騒さわぎは一いつ旦たん収まった。

　護衛の者達はメレディスの同どう僚りようである警士達によって捕とらえられた。勿もち論ろん、銃は押おう収しゆう済み。新しん郎ろうや参列者も現場から遠ざける事が出来た。新婦の亡なき骸がらは妖精族の者達によって既に運び出され、今、現場では石いし畳だたみの上に彼女の流した血の跡あとが残っているのみだ。

「銃だよな。でも何処から？　狙えるような場所なんてないんじゃなかったか？」

　バルドが周囲を見回しながらそう問うてくる。

　メレディスとバルドは、他ほかの警士達と共に現場を調べていた。

　護衛の者達が新婦を撃ったのでない事は既に判明している。護衛の者達の銃を押収して警士達が調べたところ、弾薬は全弾装塡状態フルロードだったからだ。勿論、弾を補ほ充じゆうしたり弾だん倉そうを交こう換かんする余よ裕ゆうもあの状じよう況きようでは無かった筈である。

　そもそも誰も銃声を聴きいていない。となると……やはり遺跡外部からの狙撃か。

「……でも何処から？　見えもしないのに、どうやって……？」

　メレディスはふと、遺跡の柱の一つに注目した。彼女の腰こし位の高さに、孔あなが穿うがたれている。短たん剣けんを抜いてその先でほじくってみると、中からは歪いびつに変形した銃弾が出てきた。

「バルド、これ……」

「うん？　これは──新婦を撃った弾か？　貫つらぬいて、ここに？　しかし」

　バルドは身を屈かがめて柱の孔を見る。

「メレディス。新婦が撃たれたのは胸だったよな？」

「確かそうだった筈ですね」

　妖精族が大慌てで遺体を運んでいってしまったので、詳くわしくその銃創を検分出来た訳ではなかったが──

「あの妖精族のお姫様、大体お前と同じ背せ丈たけだったから──」

　バルドはメレディスの胸むな元もとに合わせた高さで、掌を横に滑すべらせる。

　ファンヌの身体を真横から貫かん通つうした弾ならば、もう少し高い位置に食い込んでいてもおかしくない筈なのだ。これではまるで斜ななめ上から撃うたれたかの様にも見える。

（勿論、水平に撃ったとしても、弾だん丸がんの射入孔こうと射出孔が必ずしも同じ高さに生じるとは限らない──けれども）

　人の体は意外に抵抗が大きい。

　これは妖精だろうが普人だろうが同じだ。硬かたさの違う肉と骨と臓ぞう腑ふが複雑に層をなしており、それが弾丸の直進を妨さまたげる。音をも超こえる速さで飛来する銃弾ですら、その弾頭の形や重さによっては、体内で『転がって』妙みような場所から飛び出してくる事があるという。そうした実例は〈異界戦争〉の際に山やま程ほど、記録されていた。

（勿論、だから別にあり得ない事ではないのだけれど──）

　もし真っ直すぐに直立した状態で撃たれ、銃弾は骨や内臓へ命中する事無く、故ゆえに体内で弾道が殊こと更さらに下向きに曲げられる事も無かったのだとしたら……？

　その場合、銃弾は若じやつ干かん斜め上から撃ち込まれた事になる。確かにそれなら、周囲の参列者達──『肉の楯たて』には影えい響きようされずに対象を撃てる。

　だがその場合は、何処から？

　まさか精せい霊れい魔ま術じゆつか何かで空中に浮ふ遊ゆうして？　──いやそれはあり得ない。そんな不安定な状態から狙撃など出来る筈も無いし、何より空中に浮うかぶ狙撃者が居れば、見つからない筈が無い。あるいはどれか石柱の上から？　──それも無い。銃を手に石柱に上っている者が居たら、この衆しゆう人じん環かん視しの状況で見み咎とがめられない筈が無い。

　となると、大前提が間違っているという事になる。

「そうですよ、バルド──『しなる』んですよ」

　メレディスは眉まゆを顰ひそめて呟つぶやいた。

「弓矢に比べて射程がもの凄すごく長いから、皆みな、勘かん違ちがいしますけど」

　メレディスは短剣の先で石畳を擦こする。

「銃弾も長ちよう距きよ離りを飛ぶと、大きく弓なりに、しなるんです、弾道が」

　距離が開けば開く程に、急速に弾丸は『落ちて』いく。普ふ通つうの投石や弓矢に比べると恐おそろしく緩ゆるやかだが、弓なりの軌き道どうを──まさしく大きく引き延ばされた放物線を描えがいて銃弾は飛ぶのだ。

　つまり……撃たれた者からすれば、銃弾は斜め上から飛んでくる事になる。

　間に障害物があったとしても、それを飛び越こえる様にして。

「最初から『しなる』事を計算に入れて斜め上を撃てば、山なりの弾道を描いて──丘おかの上だって、人ひと垣がきの楯だって飛び越えて、狙そ撃げき出来る事になる……」

「いや、待て、それにしたって──見えない相手をどうやって？」

　メレディスが短剣の先で地面に描いた弾道の図を見ながらバルドは唸うなる様に言った。

「分かりません。いえ。待ってください？」

　言ってメレディスは眼めを細める。

　彼女が短剣で図を描いた敷しき石いしの……すぐ近く。同じ様な敷石が連なっている様に見えるが──新婦の血の跡が残る辺りに、一つだけ、傷がついている敷石が在った。経年で自然に出来たひび割れの様には見えない。恐らく何らかの工具か──さもなくばメレディスと同様、刃は物ものか何かでつけた傷らしきものが、そこに在った。

「最初から弾たまを送り込む位置を決めておいて、そこに誘さそい出したら……？」

「そんな事……可能なのか？　実際には見えてないんだろ？　大体、場所が決まっていたとしても、いつ相手がそこに来るのかも、分からないんじゃないのか？」

「誰か協力者を結けつ婚こん式場の中に紛まぎれ込ませておいて、連れん絡らくを……とか？」

「狙撃してきた奴やつは遠くに居る訳だろう？　どうやって連絡する？　魔術じゃ呪じゆ文もん詠えい唱しようを誰かに聞かれるだろうし。狼煙でも焚くか？」

「…………」

　メレディスは改めて傷のついた敷石の所にしゃがみこむ。

　敷石と敷石の隙すき間まに、踏ふみにじられたと思おぼしき紙巻き煙草たばこの吸い殻がらが落ちて──

「まさか……？」
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　メレディスは眼鏡の下の眼を細めて、その吸い殻を拾い上げた。
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「…………」

　気け怠だるい夕ゆう陽ひの光の下──街かい道どう脇わきに生えた樹木の根元に腰を下ろし、ユーゴは蓋ふたを開いた懐かい中ちゆう時計を、ぼんやりと眺ながめていた。

　自動巻きのそれは、身に付けている限り僅わずかな誤差で時を刻み続ける為ため、眠ねむる時と沐もく浴よくの時以外、肌はだ身み離はなさずこれを持ち歩いている。

　今の暮らしに入る以前からの私物、というものをユーゴは他に持っていない。

　自らの身体を除けば、これだけが彼の『過去』と『現在』を繫つなぐものだ。それ故──これが止まる時が、自分の命の尽きる時か……などと詩人めいた事を想おもったりもする。

　永ながくも短い人生における、ほんの時間潰つぶし、他愛たあいない思し惟いの遊びだ。

「……命と時間……か」

　寿じゆ命みようというものを持たない不老の種族──妖精。

　百年を、千年を超えて永遠を生きるという事がどういう意味を持つのか。

　妖精ならぬ身の──定じよう命みようの身のユーゴには恐らく死ぬまで、いや死んでも実感は出来まい。頭で理り屈くつとして理解は出来ても、それを肌で実感として理解する前に恐らく彼は死ぬ。

　そんな普人を妖精達は哀あわれむのだろうか。それとも……

「『汝なんじ、既に人間にあらず、妖精にあらず、死を忘れたる汝、既に鬼おになり』──か」

　呟きに重なる様にして……ごろごろと車輪の回る音が近づいてくる。

　顔を上げて音のする方へ眼を向けると、行商人のものらしい一台の馬車が夕暮れの色に染まる風景の中をやってくるのが見える。

　御ぎよ者しや台だいに座っているのは厳いかめしい顔をした初老の普人が一人。真横に来て初めて存在に気付いたかの様に、彼はユーゴの方をじろりと一いち瞥べつすると、手た綱づなを引いて馬車を停とめた。馬車の荷台に積まれているのは幾いくつかの木箱だ。

「──にひ」

　その木箱の間から、ひょいと小こ柄がらな妖精の少女が顔を出した。

「……アグネータ」

　ぱちんと懐中時計の蓋を閉めるとユーゴは立ち上がって馬車に歩み寄った。

「おっちゃん。ありがとねぇ」

　御者台の男にそう言うとアグネータは身の丈たけ程もある大きな杖つえを『よっこらしょ』と声を掛かけながら引っ張り出し、これをユーゴの方に差し出してきた。

　受け取ると相も変わらず、ずしりと──見た目以上に重い。もう少し中身を軽いものに換かえる事も何度か提案したのだが、重く長いそれは、アグネータの相当なお気に入りであるらしく、毎回却きやつ下かされ続けている。

　ユーゴが杖を受け取って左腕うでに提さげると、続けてアグネータが荷台から飛び降りた。

　長い長い赤毛が、風を孕はらんでふわりと空中に舞まい上がる。

「…………おっ……おおっ……？」

　とん、と軽い足音で着地したまでは良かったが──勢い余って、そのまま姿勢を崩くずし、声を漏もらしながら倒たおれかかるアグネータ。そんな彼女から一旦はさっと身をかわし、代わりに右手を伸のばしたユーゴが襟えり首くびを摑つかんだ。

「…………」

　ユーゴが感謝を込めて頷うなずいてみせると、御者台の男は小さく頷き返して手綱を打ち、馬車は再びゆっくりと街道を進んでいった。

「……ユーゴ。これは何？」

　と──猫ねこの子の様に襟首を摑まれぶら下げられたアグネータが言った。

「ここってば、抱だき留めるところだし。なんで私荷物みたいにぶら下げられてんの？」

「荷物だからだ」

　とユーゴは言った。

「お荷物だからだ」

「何な故ぜ、二回言ったし!?」

「一度じゃお前、聞こえなかったふりするだろう」

「か弱い妖精に酷ひどい言いざまだし！」

「黙だまれ、廃品妖精ポンコツエルフ。現場からは出来るだけ早く離はなれて合流地点に辿たどり着くって事になってただろうが。今、何時だと思ってる？」

　ユーゴが婚こん礼れい会場の遺い跡せきを出て、徒歩でこの待ち合わせ場所に辿り着いたのがおよそ三時間前である。当初の打ち合わせ通りに狙撃したのだとしたら、位置的にはアグネータの方がずっとこの場に近かった筈はずなのだが──

「にひ。心配した？」

　何故か子こ猿ざるの様に、身体全体でユーゴの腕にしがみつきながらアグネータが言った。

「期待したよ。もしかして警士にでも捕つかまってんじゃないかってな」

「にひひ。残念でしたぁ」

　へらへらと緩い笑えみを浮かべるアグネータ。

「さっきの馬車が通りかかるのを待ってたのか？　待ち時間まで入れたら自分の脚あしで歩いた方が早いだろう。親切で都合のいい相手が通りかかるとも限らない」

　アグネータを下ろし、ユーゴは少し強ごう引いんにしがみついた彼女から腕を抜ぬく。

「だから、重いんだってこの杖──すごく重いし」

　と手を伸ばしてアグネータが叩たたくのは、ユーゴが左手で提げる杖だった。銃声抑制器サプレツサーや二脚きやく、光学照準器スコープ、予備弾だん薬やく等を含ふくめると十キログラムにも達するそれは、確かに妖精の細腕には荷が重いかもしれない。

「だから嫌いやなら中身を換えろ、軽いやつに」

「それは嫌」

「我が儘ままな奴……」

「私だって楽したいし。ユーゴばっかり楽してるし」

　言って再びユーゴの腕を摑もうと手を伸ばしてくるアグネータ。

　杖を預けただけでは足りず、此こ処こから歩くのもユーゴに頼たよろうという魂こん胆たんか。

「……今回の件で俺がどれだけ苦労したと思ってるんだ」

　対してユーゴは、これをかわすと──彼女の、ぼさぼさの赤毛に右手の指を突つっ込こんで搔かき回す。あまり普段から櫛くしを入れて解かしていないその髪かみは、中ちゆう途と半はん端ぱに絡からみ合ってユーゴの指に引っかかり──彼女の頭がぐらんぐらんと左右に揺ゆさぶられた。

「ちょ……やめ……」

「特に下準備。遺跡の見取り図用意して、給きゆう仕じの仕事に志願して、普段吸わない煙草まで……ぎりぎりまで寝ねてて、最後に指先を動かすだけで終わり、の奴に言われたくないね」

「それは、最後の、最後」

　言ってアグネータは自分の髪を搔き回すユーゴの手を摑んで引き抜くと、上うわ目め遣づかいに彼の顔を睨にらみ上げた。

「途中で算そろ盤ばん使って落下分修正ホールドオーバーの検算したり、射撃記録帳ログブツクつけたり、魔術使ったり、重い杖ついて歩いたり、色々あるし！」

　と頰ほおを膨ふくらませて訴うつたえるアグネータ。

　しばらく二人はそうして睨み合っていたが──

「…………」

　ユーゴは溜ため息いきをつくと、左腕にアグネータの杖を提げて歩き出す。比ひ較かく的整備されている街道とはいえ、夜を明かすとなると何かと危険が多い。完全に日が落ちるまでに近くの町に辿り着く為には、こんな場所でアグネータと無む駄だ話をしている場合ではなかった。

「──にひ」

　隙すき在り、とばかりにアグネータが再びユーゴの右腕にしがみついてくる。

「丁度良いっしょ？　左右で均きん衡こうとれて。それにほら。杖が無いと歩けないって建前だし──アタシ。杖を持ってかれちゃうと、ユーゴに縋すがってないと不自然に見えちゃうし？」

　と他ほかに通行人もいない街道を、ユーゴにしがみついて歩きながら言うアグネータ。

「分かった。杖を返そう」

「嫌。受け取らないし」

　アグネータはそう言って更さらに強くユーゴの腕にしがみつく。

「にひひひひひ」

「…………」

　これ以上ここで益やく体たいも無いやりとりを繰くり返していても、時間の浪ろう費ひだ。仕方なく左腕に狙撃銃を内蔵した杖を、右腕に何ど処こか緩ゆるい笑い声を漏らす妖精の少女をぶら下げる様にして、ユーゴは次し第だいに暗さを増していく街道を歩き始めた。
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　夢は、過去の記き憶おくから形作られるという。

　短期的な記憶が長期的な記憶に整理し直される際、振ふり落とされる断だん片ぺんが絡み合って出来るのだと。だからこそ、それは、しばしば支し離り滅めつ裂れつなのだと。




（──ありがとうございます、テレシア──）




（──聞かせて。あの子達はどうなったの？──）




　人間の夢は虚きよ無むより湧わき出るものではなく、記憶の編集過程で生じる雑音に過ぎない。

　夢自体に意味は無い。他者の意思が介かい在ざいする余地も無い。

　それでも何か意味ありげに繰り返し同じ内容を観るというのならば……何度も何度も同じ記憶の編集を繰り返しているのならば、それは自覚など無くともその人間の意思なのだろう。忘れたくない。忘れるべきではない。そう無意識に考えているからではないか。

　物事に意味を持たせるのは、いつも人間だ。




（──言ったでしょう？　自分の為にしている事だからって──）




（──ひょっとして、アタシに惚ほれた？　一目惚れってやつ？──）




「…………」

　溜息と共に眼めを覚ましたユーゴは、暗くら闇やみの中で身を起こした。

　寝しん台だいのすぐ脇わきに在る窓──その鎧よろい戸どを押し開いて外に眼を向ける。冷えた外気が流れ込んでくると共に、遥はるか彼方かなたの空がわずかながらも白んできているのが見えた。もうすぐ夜が明ける。二度寝をするのにはもう遅おそい。

　毛布をめくると、腰こし回まわりの肌はだ着ぎ一枚のみを身に着けた身体が露あらわになった。

　引き締しまった身体だ。無意味に緩んだ部分は何処にも無い一方で、虚こ仮け威おどしに盛り上がる筋肉も無い。必要な所に必要なものが配されている──人という生き物の基本形、野生動物の様な身体だった。

　左肩かたや右脇腹には古傷らしき跡あとが残っている。

　精神ではなく肉体に消し難がたく刻まれた己おのれの過去。だがこれらにどういう由来が在るのか──ユーゴは知らない。想おもい出せない。そこが痛む事も無い。なので自分の身体がまるで他人のものであるかの様に思える時が、たまにある。

　この身体は、この生命は、本当に自分のものなのか？　……と。

「まったく……」

　肌着が下から押し上げられて膨らんでいるのを──いわゆる『朝立ち』の状態であるのを確かく認にんして、ユーゴは溜息をついた。勿もち論ろん、これは単に男の朝の生理現象であって、ユーゴが現在、何か性的な興奮を覚えているという証あかしではない。

　勿論、今し方観ていた夢に興奮したから、という訳でもない筈だ。

　それは分かっている──のだが。

「忘れたい事は忘れられず、思い出したい事は思い出せず……」

　本当に──人の記憶というのは、ままならない。

　肌はだを刺さす朝の寒気で眠ねむ気けを払はらい落とすと、ユーゴは寝台脇の椅い子すの背に掛かけてあった服に手を伸ばした。
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　フィンドレイの街は、東側と西側で全く別の様相を見せる。

　西区の──それもナルニエ通り周辺は、いわゆる『下町』だ。

　東側の住人で口の悪い連中は、侮ぶ蔑べつを込めて『貧ひん民みん街がい』あるいは『魔ま窟くつ』などと呼んだりするが……実際、西側は治安も悪く、種族を問わず、食い詰つめた者が路上で生活する姿もよく見み掛かける。年とし端はもいかない少年少女が春を売っていたり、麻ま薬やくのやり過ぎで頭の中身が壊こわれた者が奇き声せいを発して走り回ったり、裏路地に死体が放置されていたり……と、確かに上品とは言い難い場所だ。

〈異界戦争〉の影えい響きようで、こうした『掃はきだめ』はフィンドレイの街に限らず何処にでもあった。為い政せい者しや達の多くは──無理にこうした場所を取りつぶして、無法者達が他に溢あふれ出すよりも、『掃きだめ』として利用する事で、周囲への影響を最小限にする方法を選ぶ。それが最も無駄が無いのだという事を、彼等は永い試行錯さく誤ごの末に学んでいた。

「…………」

　ユーゴは──愛用の木製鞄かばんを片手にナルニエ通りを歩いていた。

　未まだ時刻としては早朝である。既すでに空も街も明るいが、陽ひは未だ頭上に来ていない。

　ちらほらと見掛ける路上生活者達も、大たい抵ていは布にくるまって眠ねむっている。昼に近づいて気温が上がれば、彼等の殆ほとんどは起き上がり、残飯や小銭を求めて徘はい徊かいを始めるだろう。昨日の夜は相当に冷え込んだので、何人かは永えい眠みん中だろうが──それも此処では日常である。

「兄ちゃん、兄ちゃん」

　ふと──声が掛かった。

「なあ、そこの灰色の外がい套とうの兄ちゃん？　なあってば、兄ちゃんよ、無視すんなって」

　しつこく追いすがってくる声の方を一いち瞥べつすると……十歳かそこらに見える獣祖ライカンスロープ族の少年が、歳としに似合わぬ下げ卑びた笑いを浮うかべてついてきていた。

　肩かたから小さな布鞄を提さげているところを見ると物売りだろう。果物や野菜、卵、鼠ねずみの丸焼きといった比較的無害な食べ物の類たぐいから、酒、煙草たばこ、武器、麻薬、媚び薬やく、時に生きた動物や人間まで、ナルニエ通りの物売りが扱あつかう商品の幅はばは途方も無く広い。

「媚薬、媚薬いらねえか？　一いつ滴てき、飲み物に混ぜでもしてやりゃ、どんな奴やつでも一発でめろめろになっちまう。男でも女でもてきめんにな。ここだけの話だが、こいつは特別なんだ、特別──なんてったって、異界産だぜ」

　ぱたぱたと尻尾しつぽを振りながら少年は得意げにそう言ってくる。

「いらない」

　とユーゴは端たん的てきに答えるが、獣祖族の少年は食い下がってきた。

「異界産だぜ、欲しくねえの？　そんな訳ねえよな？　しかもこいつはトウキョウ産の上物だ。トウキョウのフジ山で栽さい培ばいされた茸きのこを原料に──」

「トウキョウにフジ山は無いぞ」

　とユーゴが素っ気なく答えると、獣祖族の少年は言葉に詰まった様だった。

「異界産を売りにしたいなら、もう少し調べてからにするといい」

「ちっ──知ったかぶりしやがって!?」

　吐はき捨てる様に言って、獣祖族の少年は離はなれていく。

「異界……か」

　肩かた越ごしに少年の後ろ姿を振り返って、その一語を呟つぶやくユーゴ。

　およそ二百年前──この世界は、本来、馬に乗っても船に乗っても辿たどり着けない遥か彼方の異境と、唐とう突とつに繫つながった。

　当初それは細々とした繫がりであったが、異界から次々と異界人がやってくると、この世界は激動の時代を迎むかえる事になる。異界人達は恐おそろしく『進んだ』技術や文化を持っており、それを様々な形でこの世界に持ち込んできたのだ。

　多くの異界人達は、この世界を『改革』する事に積極的だった。

　銃じゆうを始めとする様々な武器が持ち込まれ、次に恐ろしく進んだ医い療りよう技術や薬研技術が持ち込まれ、更に工業技術が持ち込まれた。度ど量りよう衡こうの統一や、印刷技術の持ち込みによる識字率の向上、害獣の徹てつ底ていした殲せん滅めつ駆く除じよ……この辺りまでは多くの人々が異界人の来訪を歓かん迎げいしていた。害がい獣じゆうやある種の勢力との戦争は頻ひん発ぱつしたが、全体的に人々の暮らしは大なり小なり楽になったからだ。

　だが、異界人達の『改革』はやがて、当然の様に、政治体制や経済体制、宗教や各種道徳観念にまで及および……この辺りで為政者達を中心に、人々は異界人の存在が『劇薬』であるのだという事に気がついた。

　制せい御ぎよ出来ている内はいい。だが既にこちらの世界で一定の財力と権力を持つに至っていた異界人達は、少数とはいえ、最も早はや、手が付けられない程ほどの怪かい物ぶつに育ちつつあった。異界人を教祖や神として崇あがめる宗教やそれに類する集団が各地に発生し……為政者達や既き存そんの宗教組織との戦争を起こしたのである。

　この戦争は五十年以上も続き──辛かろうじて『怪物化した』異界人勢力を排はい斥せきする事に成功した為政者達は、異界との繫がりを閉じた。

　賢けん者じや達の進言により、異界と繫がった〈回かい廊ろう〉は見つけ次し第だい封ふう鎖さされ、各地の領主が管理するごく一部を除いて、それらは徹底的に破は壊かいされ埋うめられた。異界との無制限な交わりが危険だという事を、この時多くの者が既に思い知っていたからだ。

　この異界との接せつ触しよくから、初期の各種紛ふん争そう、末期の大規模戦争終結までをひっくるめて──概おおむねその百年に達する動乱を、人々は〈異界戦争〉と呼ぶ。

　既に現在から見れば百年も前の、伝説じみた話だ。

　だが……〈異界戦争〉の影響はそこかしこに残っている。幾いくつかの技術や物品は禁きん忌きとされて厳重に管理されている一方で、庶しよ民みんの間に解放されて定着したものも少なくない。そしてむしろ百年を経たからこそ伝説化され神格化された多くの逸いつ話わが、今日も人々の異界への憧あこがれをかき立てるのである。

「おや──ユーゴ。おはよう」

　先程とは別の、しかし今度は聞き覚えのある声が投げかけられる。

　振り向いてみれば、牛車の御ぎよ者しや台だいに腰こし掛かけた初老の獣祖族女性が、片手を振っていた。

「何か要いり用なものはないかい？」

「おはよう、マーサ。調子はどう？」

「悪かないね。呪まじないが効いたか、今朝はレイカトマトが沢たく山さんとれたさね」

　と言ってマーサは左手に握にぎった手斧ハチエツト木箱を手で叩たたいた。

　彼女は『流し』の野菜売りだ。店てん舗ぽを構えないのは、ナルニエ通りでは商店は強ごう盗とう襲しゆう撃げきの対象になりやすいからだが、単純に自分の所の畑で採れたものを持ち込こんで直ちよく販はんした方が割が良いから、という事も在るのだろう。治安の悪いこの辺りで商売をしているのも、他ほかでは商工組合が上納金を要求してくるからだとか。

　勿論──路上販売でも襲おそわれる事は在るが、その場合、襲撃者はマーサ得意の手斧ハチエツト投げの技わざを思い知る事になる。以前、彼女に襲い掛かった強盗が、額をかち割られるのをユーゴも見た事があった。

「じゃあ赤茄子トマト貰もらおうか。何かいい葉物野菜があればそっちも」

「あいよ」

　とマーサは機き嫌げん良く頷うなずいて、書類鞄の中からユーゴが引っ張り出した布ぬの袋ぶくろの中に商品を放ほうり込んでいく。

　ちなみに──赤茄子が食用に供される様になったのも〈異界戦争〉の後である。赤茄子は以前からこちらの世界にも在ったが、かつては有毒植物と信じられていた為ためだ。これは派手な紅あかい色をしている事に加え、鉛なまりを多く含ふくむ金属食器から赤茄子の酸によって鉛が溶とけ出し、貴族層を中心として鉛中毒の患かん者じやが発生したからだとか。

「鶏けい卵らんがあればそれも」

「あいよ。今日も恋こい人びとの所かい？」

「あれを恋人にする位なら地面に穴を掘ほって突つっ込んだ方がマシだ」

　眉まゆを顰ひそめて言うユーゴ。

「そうかい？　なかなかの別べつ嬪ぴんさんだろ。妖精エルフだからいつまでも若いしさ？」

「妖精と異界人だけは恋人にするなってのが死んだ祖ば母あさんの遺ゆい言ごんでね」

「ああ、まあ、それはそうかもねえ」

　と日焼けした顔に苦く笑しようを浮かべて頷くマーサ。ぱたぱたと彼女の背後で機嫌良く振ふられていた尻尾が、束つかの間、止まったのは──あるいは、冗じよう談だんではなく何か彼女も思うところがあったのかもしれない。

「冗談だよ。ありがとう」

　野菜や卵を入れて返された布袋と引き替かえに、数枚の銅貨をマーサに渡わたすと、軽く会え釈しやくを交かわしてユーゴは再び歩き出した。
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　寝ね起おきの悪い相棒を叩き起こして、共に警士シエリフ詰つめ所しよへ出仕した後──メレディス・イーガン二等警士は玄げん関かん脇わきに置かれていた新聞を手にして広げた。

〈異界戦争〉の後、異界からこちらの世界に持ち込まれた技術や概がい念ねんは幾つも在るが、活版印刷と製紙技術は、羊皮紙と手書きが基本だったこの世界の書物事情を一変させた。

　更さらに──比ひ較かく的安価な書物の普ふ及きゆうは、庶民の識字率をも上じよう昇しようさせた。

　その結果として出現したのがこの新聞である。それまでは街の要所で掲けい示じ板ばんに掲かかげられるだけだった各種情報が、印刷されて、各所に届けられる様になった。中身も詳しよう細さいとなり、メレディス達の様な仕事をしている者には、世情を大おお雑ざつ把ぱに把は握あくする上で非常に便利だ。

「──出てますね。先日の──ファンヌ・リンドステッド殺害事件」

　メレディスは、隣となりで目覚まし代わりの濃こい香こう茶ちやを啜すすっているバルドに言った。

「〈妖精刈りエルフ・リーパー〉の仕し業わざだって決めつけてますけど」

「……ああ。まあ実際そうだろうよ」

　バルドはただでさえ厳いかつい顔をしかめながら、頷く。

「元々は個別の殺人だったのを、連続殺人だって唱えて結びつけたのも、新聞屋の連中だったろう、確か」

　実のところ……各地の領主の配下である警士達は、他の領主が治める土地の事件については関かん与よしない、どころか存在すら知らない事の方が多い。殺人が複数の土地に跨またがって行われた場合は、それと認にん識しき出来ないのだ。

〈妖精刈りエルフ・リーパー〉──そう呼ばれる妖精専門の殺し屋。

　既に殺された妖精の数は三十を超こえるが、未だにその正体は謎なぞのままだ。その姿を目撃した者も居ない。大抵は遠えん距きよ離りから銃の一撃で被ひ害がい者しやを殺しているからである。

　妖精ばかりを、無む秩ちつ序じよに狙ねらう事から、その正体は〈異界戦争〉で絶滅したとされる猪鬼オークや小鬼ゴブリンの生き残りであるという説がしばしば囁ささやかれている。

〈妖精刈りエルフ・リーパー〉が殺したとされる被害者は、妖精である、という一点を除けばまるで共通項こうが無い。男も女も。地位の在る無し、裕ゆう福ふくか貧びん乏ぼうか……まるで区別無く殺されている。被害者の年ねん齢れいに関しては偏かたよりがある様だが、元々妖精族は若い世代が極きよく端たんに少ないので、これはたまたまだろう──とも言われていた。

　どうも特定個人ではなく妖精という種族そのものを憎にくんでいるとしか思えないが──

「ほう。とうとう議長のお出ましか」

　とバルドが横から新聞を覗のぞき込んで言った。

『モニカ・アクセルソン妖精部族統一会議議長』の名が新聞に記されている。

　短い文だが、連続する妖精の殺害事件に強い危機感を覚えている──という至し極ごく真っ当な内容だった。他にも妖精族の有名人何人かから得られた意見が載のっており、概ね『次は自分かもしれないと思うと恐きよう怖ふを感じる』といった内容になっていた。

「危機感？　恐怖……ねえ」

　と顎あごの無ぶ精しよう髭ひげを指先で擦こすりながらバルドは肩越しに詰所の奥を振り返る。

　一等警士である妖精族の男が、無表情に、黙もく々もくと書類仕事をこなしているのが見えた。あの男はもう二年以上前からメレディスも知っているが、およそ笑ったり怒おこったりといった感情を示すのを見た事が無い。

　一番身近に居る妖精が彼である為、どうしてもメレディス達の間では妖精という種族について『冷静沈ちん着ちやくだが愛あい想そが悪く、付き合いも悪い』という意見が定着していた。警士同士で親しん睦ぼくを深めようと飲み会に誘さそっても、あの妖精族の男がこれに応じた事は一度も無い。

「…………」

　ふとメレディスはあの結けつ婚こん式の場で出会った給きゆう仕じの青年を思い出す。

　ファンヌ・リンドステッドが射殺された際──護衛の二人を除けば、最も近くに居たのが彼だった。彼は何かを知っている──何かを目撃している可能性は高い。

　勿もち論ろん、彼が武器やら何やらを持っていないのはバルドが直接確かめているし、そもそも大口径狙撃銃スナイパーライフルなど、服の下に隠かくせるものでもない。だから彼が犯人だとはメレディスも疑っていないのだが──重要参考人として話を聞こうと探したものの、騒さわぎが収まった後にはもう彼は何ど処こにも居なかった。

（一応、探す様に手配はしたけれど……）

　未いまだにあの『ユーゴ・アーチボルト』という青年は見つかっていない。

　結婚式を主しゆ催さいした妖精達も、臨時に、それも大量に雇やとい入れた給仕の素す性じようなど細かく確認出来ておらず、彼が自己申告していた住所も出で鱈たら目めだった。結局──手て掛がかりが名前と、メレディスやバルドの証言から起こした人相書きだけなので、見つけられる可能性は低い。

「──あ、イーガン警士、コンカート警士」

　と、そこにどたどたと派手な足音を立てながら、寸詰まりな体たい軀くの鉱精族──三等警士ティモ・ハイムゼートが書類片手にやってきた。丸顔で眼めの大きな童顔なのだが、鉱精族の成人たる証あかしとしてたっぷりと口くち髭ひげを蓄たくわえているので、何やら子供が大人の扮ふん装そうをしているかの様で、奇き妙みような愛あい嬌きようがある。

「どうしました、ハイムゼート警士？」

「この間のファンヌ・リンドステッド殺害事件ですけど……ちょっと洒落しやれにならない背景が出てきましたよ」

　と言いながらティモは、書類を差し出してくる。

「どうもあの妖精の姫ひめ君ぎみ、見た目はともかく、腹の中は真っ黒だったみたいで」

「…………？」

　顔を見合わせるメレディスとバルド。

　メレディスは書類を受け取って眼を通し──眉を顰めた。

「……麻ま薬やく組織!?」

「ええ。割と組織そのものはこぢんまりしたもんだったようですが。かなり手広くあちこちに卸おろしてたみたいですね。合成麻薬を」

　書類によれば……改めて警士達がファンヌ・リンドステッドの身辺事情を洗った結果、彼女が自ら調合したと思おぼしき合成麻薬を販売していた事が分かったという。ファンヌが握っていた紙し片へん、そこに書かれた半分だけの化学式と、ファンヌの護衛が持っていた非合法の武器──拳けん銃じゆうから、色々と手た繰ぐってみた結果だとか。

　合成麻薬は〈異界戦争〉の際にこちらに持ち込まれたものの一つだが、天然麻薬と違ちがって、材料となる化学薬品と最低限の機材と設備があれば、納な屋やででも生産可能だ。この為に組織の全容把握は勿論だが、その中ちゆう枢すうとも言うべき〈調合師ブレンダー〉を割り出すのに手間取る事が多いと言われている。

「近々、大々的に彼女の家や交友関係について、切り込んで調べる予定だそうで。お二方も駆かり出されると思いますよ」

「妖精の英えい傑けつが、何な故ぜ……？　というか新しん郎ろうのエドヴァルド・アスペルは？」

「今のところ、そっちが麻薬に嚙かんでたって証しよう拠こは出てきてないみたいですね」

「というと、ファンヌ・リンドステッドの個人的な……商売？」

　ファンヌ・リンドステッドは族長の娘むすめという立場に加え、〈異界戦争〉時の功績から来る名声と恩賞もあり、何不自由の無い生活を送っていた──送れていた筈はずだ。

　なのに何故わざわざ手ずから合成麻薬などというものを作って売るのか。

　勿論、〈異界戦争〉当時に異界人や異界の技術に触ふれる機会は多かったであろうから、可能か不可能かと言われれば、彼女が合成麻薬を作り出す事は充じゆう分ぶんに可能だろうが……

「まあ金はありゃああるだけいいっていうか、在りすぎて困るってもんでもないしな」

　とバルドが言う。

「しかし妖精ってのは見み掛かけによらないな。金かね儲もうけの為に麻薬かよ。もっとこう……高貴っていうか、超ちよう然ぜんとしてる連中だと思ってたが」

「いや、未だ金儲けが目的と決まった訳ではないですけど」

　とハイムゼートが言う。

「他にどんな理由で麻薬を売るってんだよ。まあ──本人の自白があった訳でもねえが。本当のところは、本人が死んでる以上、もう永遠に分からねえよ」

「……ですね」

　と頷くハイムゼートを見てから──メレディスは改めてその、新聞よりも遥はるかに衝しよう撃げき的な内容を記した書類に眼を向けた。
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　ナルニエ通りの端はしに、その薄うす汚よごれた長屋はある。

　便べん宜ぎ的に長屋と呼ばれているが、元々は煉れん瓦が造りの細長い倉庫だった建物だ。持ち主は死んだのかそれとも単に放ほう棄きしたのか──いつの間にか此こ処こに棲すみ着いた連中が、中に壁かべを作って幾いくつかに区切り、それぞれに扉とびらをつけて家として使っている。

「…………」

　ユーゴは一番南側の扉の前に立つと、懐ふところから取り出した鍵かぎ束たばで順番に錠じようを開けていく。

　ちなみに、開ける順番を間違うと部屋に踏ふみ入った途と端たん、大量の石を詰めた桶おけが落ちてきて頭頂を強打する仕し掛かけだ。下手をすると首の骨を折りかねないが、落ちてくるのが刃は物ものや強酸でないだけでも、ナルニエ通りの防犯器具としては穏おん当とうな方である。

「──おい」

　と入る前に一声掛けるが──返事は無い。

　頭上で微び妙みような均きん衡こうを保って吊つるされている桶を一いち瞥べつしてから、ユーゴは途中で買い込んだ食料の袋ふくろを扉の脇わきに置き──しかし書類鞄かばんは手にしたまま、部屋の中へと踏み込んだ。

「……まったく……いつもいつも……」

　部屋の中は荒あれ果てていた。

　脱ぬぎ捨てた服やら何やらがあちこちに散乱し、数少ない家具も扉や抽斗ひきだしが開きっぱなしになっている。初めてこの部屋を訪おとずれた時は、泥どろ棒ぼうにでも入られたのかと一いつ瞬しゆん思ったが、この惨さん状じようは部屋の主あるじの仕業だった。

「おい。アグニ──アグネータ・アクセルソン？」

　ユーゴは奥の壁かべ際ぎわに置かれた寝しん台だいに歩み寄りながら改めて声を掛ける。

　そこには──長い尖とがり耳の妖精少女が一人、日ひ溜だまりの猫ねこの様にぐんにょりと緩ゆるんだ体勢で寝ねこけていた。

　寝入る時にはきちんと被かぶっていたであろう毛布は、今は蹴け飛とばされて半ば床ゆかに落ちており、本人は一糸まとわぬ裸はだかを晒さらしつつ、気持ちよさそうに寝息を立てている。長い赤毛が手足に絡からみ付き、若じやつ干かん薄めの胸が、呼吸に従ってゆっくりと上下しているのが見えた。

「アグニ、おい、アグニ？」

「…………」

　ユーゴが声を掛けてもアグネータは反応しない。無防備という概がい念ねんを、これ以上は無いという位に体現した格好で、眠ねむっている。扉には防犯の仕掛けを施ほどこしてあるとはいえ、不用心な事この上なかった。押し入ってくる無法者が一人とは限らないのだから。
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「…………アグニ」

　ユーゴはしばらく妖精の少女を眺ながめていたが──書類鞄を足あし下もとに置くと、身を屈かがめてアグネータの寝顔に己おのれの顔を寄せる。

　アグネータは口の端はしからもごもごと、何か言葉にならない声を漏もらしていた。

　夢でも見ているのだろうか。

　見ているとしたら……この妖精の殺し屋が見る夢とは一体どんなものなのだろうか。ユーゴの様に──忘れ難がたい過去の記き憶おくを、悪夢の様なものを繰くり返し見てうなされたりする事もあるのだろうか。少なくとも眼の前のアグネータの寝顔は脳天気な感じに緩んだままで、悪夢の類たぐいを見ている様には見えなかったが。

「まったく……」

　尚なおも起きる様子の無い彼女をそっと両手で抱だき上げるユーゴ。

　彼はそのまま数歩ばかり床の上に散らばる服やら何やらを踏み付けて歩き、壁際の窓に辿たどり着くと、肩かたで鎧よろい戸どを押して開き、そこから素すっ裸ぱだかのアグネータを──放ほうり投げた。

　まず聞こえてきたのが水音。

　続けて『ひぎゃおえあ──っ!?』という悲鳴。

　窓の外には──この部屋の裏には、横長の飼い葉桶を再利用した浴よく槽そうが置かれていて、そこに雨水が溜ためられているのだ。位置的に日の出から長く陽光が当たる為ため、昼前には多少温ぬるくなっている事が──少なくとも寝こける妖精の少女を放り込んでも心臓発作を起こさない程度には暖められている事が多い。

「──あひ？」

　赤毛から雫しずくを滴したたらせたずぶ濡ぬれのアグネータが窓の外から室内を覗のぞき込んでくる。

　半眼で片手を挙げて見せながらユーゴは言った。

「おはようアグニ」

「おはようユーゴ。いやそうじゃなくて。何してくれてんの」

「二日に一度は沐もく浴よくすると約束したよな」

「…………」

　アグネータはきょとんとした表情で何度か目を瞬しばたたかせて。

「……にひ」

「笑って誤ご魔ま化かすな。説明しただろうが。現場から離はなれても体たい臭しゆうで追つい跡せきされる場合もあるんだ。犬は勿論だが、獣祖族にもそういう事が出来る『追跡者トレーサー』は居るって話だ。出来るだけ普ふ段だんからまめに風ふ呂ろは入って体臭を薄めておけ」

「でも面めん倒どう臭くさいし」

「習慣化しろと言ってるんだ。追跡されて捕つかまるのはお前の勝手だが、芋いもづる式に俺まで捕まるのは御ご免めん被こうむる」

「……へぇい」

　不満そうに言って窓から消えるアグネータ。ぶくぶくと泡あわの音が聞こえてくるので、恐おそらく頭から飼い葉桶の水に浸つかっているのだろう。アグネータの場合『風呂に入る』という行こう為いを文字通り水に浸かる事だと考えている恐れが多分にあった。

「……まったく、手が掛かる……」

　溜ため息いきをつくユーゴ。

　アグネータの怠たい惰ださというか生活破は綻たんぶりは、ユーゴと出会う前に一体どんな暮らし方をしていたのかと不思議に思う程ほどである。幼児の方が未だ生活力があるかもしれない。しばらく放置してやれば、そのままこの部屋でひっそりと干ひ涸からびていそうだった。

「……何をやってるんだかな、俺は」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくユーゴの脳のう裏りを、今朝見たばかり夢が──昔せき日じつの幻げん影えいが過よぎった。
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　ステイントン公国首都ベイリアル郊こう外がい──ルンドホルム孤こ児じ院いん。

　深い森に隣りん接せつするこの施し設せつは、一人の妖精が運営し院長を務めていた。

　元はとある宗派の修道院だった建物をそのまま使い、裏には畑を作り、完全な自給自足とまではいかずとも、殊こと更さらに困こん窮きゆうする事も無く、常に数十人の孤児達と共にもう何十年も慎つつましやかな生活を維い持じしている…………と、ユーゴは聞かされていた。

「──ユーゴ！」

　鉱精族の少女が片手を挙げて呼んでくる。

　鍬くわを振るう手を止めて振ふり返ると、数名の少年少女達が孤児院の裏口で手を振っているのが見えた。普人ヒユーマン、妖精、鉱精ドワーフ、獣祖……人種はばらばらだ。

　そしてその中には一人だけ、ぞろりとした長衣をまとった少女の姿もあった。

　長い銀ぎん髪ぱつを綺き麗れいに結ゆっており、円つぶらな瞳ひとみがとても愛らしい。だがその一方で何ど処こか子供らしからぬ落ち着きがその少女には備わっていて、他ほかの少年少女の中に交じると、それがより顕けん著ちよになっていた。立ち方から視線の動きまで──何処かその少女の仕草は奇き妙みように大人びているのだ。

　いや。見た目は十代の少女そのものだが、彼女は他と違って孤児ではない。

　院長のテレシア・ルンドホルムである。

　妖精族は、他の種族から見れば年ねん齢れい不ふ詳しようの者が多い。外見と年齢が一いつ致ちしない事が多いからだ。個体差もある様だが、概おおむね十代後半から二十代前半で成長が止まり、以後は終わりの無い青春期が続く。テレシアもユーゴが以前尋たずねた限りでは、『三百歳以降は数えるのが面倒臭くなった』と言っていた事から、見た目通りの年齢でないのだろう。

「朝ご飯が出来ましたよ。畑仕事は一いつ旦たん切り上げてくださいな、ユーゴ」

「わかりました」

　とユーゴは答えて鍬を地面に突つき立てた。

　およそ一年前、記き憶おく喪そう失しつの状態で森の中を彷徨さまよっていたところを発見され──以後、二十歳を超こえるであろう年齢であるにもかかわらず、十代前半の少年少女に交じって、ユーゴはこの孤児院で厄やつ介かいになっている。

「今日は、朝ご飯、特別だよ！　特別だよ！」

　幼い獣祖族の少年が飛び跳はねながらそんな風に告げてくる。

「ああ……『卒院』前の、最後の日だものな」

　ユーゴは笑って頷うなずくと、じゃれついてきたその少年の頭を撫なでた。
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　多数の者が共に暮らす生活において、決まり事はつきものだ。

　当然──ルンドホルム孤児院にも幾つもの決まり事があって、院長のテレシア・ルンドホルムは子供達に優やさしく、根気よくその必要性を説いていた。やんちゃ盛りの小さな子供達はすんなりそれを受け入れる事は無かったが、妖精族特有の気の長さからなのか、テレシアは怒おこる事もなく、何度も何度も子供達に決まり事を教え込んでいた。

『卒院』もそんな決まり事の一つである。

　孤児院に居られるのは十六歳まで。十五歳の誕生日を迎むかえた者は『大人』として独り立ちの準備に入る。共同生活において自分の分担だったいくつかの作業を、下の子供達に引き継つぎ、あるいは自分が身に付けた技術を教え込むのだ。掃そう除じ。洗せん濯たく。料理。裁さい縫ほう。畑仕事。その他諸もろ々もろ。そして年に一度の『卒院』の日に、同世代の数人がまとまって孤児院を発たつ。

　明日はその『卒院』の日だった。

　だから丸一日かけて子供達は巣立っていく『先せん輩ぱい』とお別れ会をする。宴えん席せきとまではいかずとも、出てくる食事も、朝昼晩、全すべて卒院する先輩から教えられた料理の腕うでを披ひ露ろうするとあって──凝こったものになる事が多い。

「でもさあ、クルト達も薄はく情じようだよな」

　と──皆みなが揃そろって朝食を摂とっていた際、木もく匙さじを手にそう言うのは、件くだんの『卒院』する者の一人である。普人の少年だ。

「出てったら、出てったきり。全然戻もどってこないし」

　彼が批判しているのは、去年『卒院』した子供達の事──であるらしい。ユーゴがこの孤児院に転がり込んできたのは一年前の『卒院』直後で、その子供達の事を彼は知らない。

「俺は違ちがうからな。絶対、母様に、皆に、会いに来るからな！」

　彼の言う『母様』とは勿もち論ろん、院長の──テレシアの事である。

　テレシアは子供達に自分の事を好きに呼ばせていた。なので『院長』と呼ぶ者も居れば『母様』と呼ぶ者、『テレシア様』と名で呼ぶ者もいる。物心つく前に棄すてられた様な者は──実の親の記憶を持たない子等は、テレシアの事を『母様』と呼ぶ事が多かった。

「クルト達も手紙は送ってきてくれているから。元気で頑がん張ばっているのが分かれば、それで充じゆう分ぶんですよ。手紙、この間も読んで聞かせてあげたでしょう？」

　と少年をたしなめながら苦く笑しようするテレシア。

「それはそうだけどさあ」

「帰ってこられない程に仕事が忙いそがしいのなら、それは良い事ですよ。クルト達の事を悪く言わないであげて？」

　慈いつくしむ様な眼まな差ざしで子供達を見ながらそう説くテレシア。

「院長、ジェロームは単に院長の事が──母様の事が大好きだから、会いに戻ってきたいだけですよ。なあ、ジェローム？」

　とユーゴは苦笑して言う。

「あ、こら、ユーゴ、何言ってんだお前!?」

　と顔を赤らめて少年は──ジェロームは叫さけんだ。

「ユーゴこそ、その歳としでうちに居座ってるくせに！」

　確かにユーゴは殆ほとんど事故の様な形で孤児院に転がり込んで来た為、『決まり事』の適用外であるかの様に扱あつかわれている。

「俺は記憶喪失だからな。実は十歳かもしれない」

「そんなでけえ十歳がいてたまるか！」

「いいじゃん。ユーゴは。テレシア様が母様なら、ユーゴは父様で」

　と言うのは、ジェロームと同じく卒院する予定の、獣祖族の少女である。

「えー？　ユーゴが父様？　それって母様と夫ふう婦ふって事かよ？　釣つり合わないだろ、どう考えても。全然駄だ目め、俺は認めないからな！」

　と憤ふん然ぜんとした様子でジェロームは言う。

「ああ、やだやだ、ジェロームって本当、御お子こ様さま！」

「おいこら、エルサ、同じ歳のくせに何言って」

「同じ歳だけど頭の中身はおこちゃまよね。かあさま、ぼく、おっぱいほしい～」

「てめえ──」

　などと言い合いを始めるジェロームとエルサ。

　だがこの程度はいつもの事──じゃれ合いの範はん疇ちゆうと分かっているので、歳下の子供達も、同世代の子供達も、無理に止めようとはしない。これは単なる兄妹喧げん嘩かだ。たとえ血は繫つながっていなくても、ここに居る者達は皆、テレシアという母の下もとに育った家族──そう誰だれもが考えているから。

「……その辺でやめておきなさいね」

　一通り言い合いを済ませた二人に、テレシアがそう言って終しゆう了りようを宣言するのもまた、いつもの通りであった。
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　軽く拳こぶしを握にぎって三度ばかり扉とびらを叩たたく。

「どうぞ」

　という許しの声を確かく認にんしてユーゴは院長室に足を踏ふみ入れる。

　テレシアは奥に──窓を背にした『定位置』に座っていた。

　簡素な文ふ机づくえが一つ置かれていて、院長室に居る時はいつも、彼女はそこで本を読むか何か書き物をしている。今も彼女は窓から差し込む月明かりで羽根硬筆ペンを片手に何かを書いていた様だった。

「……卒院した子等への手紙ですか？」

　文机の上の紙を一いち瞥べつしてそう問うユーゴ。

「そんなところ──どうしたのユーゴ？　こんな遅おそくに」

　と硬筆を持つ手を止め、紙を折りたたみながら穏おだやかな笑えみを浮うかべるテレシア。

「あ、いや、その」

　とユーゴは指先で頰ほおを搔かきながら、頭の中で言葉を選ぶ。

「とりあえずは……ありがとうございます、と感謝を」

「また改まって何を？」

　と首を傾かしげるテレシア。

　その仕草は無む垢くな小鳥の様で、齢よわい三百を超える『老ろう婆ば』だとはとても思えない。それこそジェローム達と同じ十六だと言われても信じる者は多いだろう。

「何となく、孤児院ここで厄介になってきましたが。元々俺は此こ処こに居るべき者じゃないでしょう？」

　懐ふところからユーゴは銀色の懐かい中ちゆう時計を取り出してこれを開いた。

　自動巻きらしいその精密機械は、この一年近く問題無く時を刻み続けている。記き憶おくを喪うしなって森の中を彷徨っていたユーゴが身に付けていたものの一つだ。自身の身体と衣服を除けば彼の過去に繫がる唯ゆい一いつの品と言っても良いだろう。

「どう見ても十六歳以下じゃないですしね」

　と言ってユーゴは懐中時計の蓋ふたを閉じてひっくり返す。

　裏には『to　Yugo　from　Saori』と明らかに手で彫ほったと思おぼしき文字が並んでいた。『サオリからユーゴへ』という意味なのだと異界文字が読めるテレシアに教えられた為ため、自分の名前さえ覚えていなかった青年は以後、『ユーゴ』と名乗っている。

「それを言えば、私も十六歳ではないけれど。ひょっとしてユーゴ……朝、ジェロームに言われた事を気にしているの？」

「そういう訳ではないですが……ジェローム達が卒院するのも、いい機会なのかと」

　一ヶ月ばかり前から考えていた事である。

「このまま此処で暮らしていても、記憶は戻りそうにないですし。街の方に出て……場合によっちゃ隊商キヤラバンにでも潜もぐり込んで、あちこち巡めぐってみようかと」

「それはまた急な話ね。明日──ジェローム達と一いつ緒しよに此処を出て行くという事？」

「そこまでは。まあでも準備も兼かねて明日のジェローム達の卒院には、付き添そおうかと。確か一旦街まで出て、そこで仲ちゆう介かい人と会うんですよね？」

　卒院する少年少女達は、公国の首都ベイリアルに先まず行く事になっている。

　ベイリアルでは先にテレシアから連れん絡らくを受けている仲介人が、少年少女達に働き口や住む場所を紹しよう介かいしてくれる手て筈はずになっていた。大たい抵ていはベイリアルから更さらに別の街に行く事になるのだが。定住するばかりでなく、隊商に人足として雇やとわれて、各地を転々とする場合もあるらしい。ユーゴは明日、ジェローム達と一緒に街まで出て、場合によってはその仲介人に自ら職の斡あつ旋せんを頼たのむのも良いかと考えていた。

「そうね。そういう手筈──なのだけど」

「何か問題が？」

「…………」

　珍めずらしくテレシアは何度か戸と惑まどう様に瞬まばたきを繰くり返していたが。

「いえ。ユーゴ、貴方あなたがそう決めたのならそうなさい。そうすべき。寂さびしくなるけれどね。私も、皆も、貴方の事が大好きだから」

「院長──」

「ここを出て行くというのなら、院長と呼ぶ必要はないわね。テレシアでいいわ」

　と少し悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてテレシアは言う。

「ありがとうございます、テレシア」

　ユーゴは改めて腰こしを折ってテレシアにそう礼を言った。

「ここを出て行ったとしても、記憶を取り戻せば──いや、取り戻せなくとも、いつか必ず戻ってきます。御お礼れいをしたいんですよ」

　勿論、ユーゴも孤こ児じ達に交じって自給自足生活の手伝いをしてはいた。

　だが、身元も分からない、記き憶おく喪そう失しつの怪あやしげな男を、躊ちゆう躇ちよ無く受け入れてくれたこの孤児院には──テレシアには言葉だけの感謝では足りない。金銭なのか、それ以外なのか、とにかくユーゴとしては何か具体的な礼をしたいと思っての言葉だったのだが──

「気にしないで。全て、自分の為にやっている事だもの」

　とテレシアは首を振ふる。少女の面おも差ざしでありながら……その慈しみに満ちた笑顔は、まるで我が子に向けるものの様に優やさしく、そして甘かった。
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　翌朝──卒院する少年少女達と共に、ユーゴはルンドホルム孤児院を出た。

「だから俺はそういうのじゃねえって」

「でも泣きそうになってたでしょ。かあさまぁ～って。格好悪っ!?」

「泣いてねえよ!?」

　相変わらず口くち喧げん嘩かを続けているのはジェロームとエルサである。

　たまにユーゴや他ほかの三人も横から口を挟はさみつつ、ベイリアルに続く道を歩いて行く。空は少年少女の門かど出でを祝うかの様に晴れ上がり、道行きには何の不安も無い。

　ただ──

「ふぁ……」

　ふと──ジェロームが欠伸あくびを嚙かみ殺した。

「なに？　どしたのジェローム。昨日は眠ねむれなかった？」

　とエルサが尋たずねる。

「いや、そういう訳じゃ……ない……けど」

「まあ出発してから歩きっぱなしだしな。街まではまだまだ掛かかるし、ここらで少し休きゆう憩けいするか？　昼飯にも良い時間だ」

　懐から取り出した懐中時計で時間を確認しながら、ユーゴはそう提案した。

　ルンドホルム孤児院は地図上、首都郊こう外がいに在るとはいえ──実際には市街地に隣りん接せつしている訳ではなく、ベイリアルで仲介人との待ち合わせ場所に辿たどり着くにはおおよそ半日かかる。疲つかれて重い足を引きずりながら歩くより、ここらで休憩して昼食を摂とって、場合によっては少し昼ひる寝ねでもして休んだ方が、結果としては早く着く事だってあるだろう。

「そんな事言って。ユーゴは自分がお腹なかすいてるだけなんじゃないの？」

　と笑いながら言ってくるエルサ。

「まあ否定はしない」

　とユーゴは答えた。

　実を言えば、出発前の朝食の際、ジェローム達との別れを惜おしんで愚ぐ図ずる子が──近くに居たユーゴの朝食の皿をひっくり返してしまったのである。さすがに改めて朝食を用意する時間も無かったので、ユーゴはいつもの半分も食べずに孤児院を出た。

「まあ……俺も腹減ったし……じゃあ、そうするか……」

　と何ど処こか気け怠だるそうな口調でジェロームが言い、他の少年少女達も同意する。

　丁度、道の左右には雑木林が在って、休むのに丁度よさげな木こ陰かげには事欠かない。

　少年少女達はそそくさと地面から盛り上がっている木の根の上に腰を下ろし、背負っていた袋ふくろから、昼食を取り出す。焼麦餅パンに何種類かの野菜や果実の塩しお漬づけ、もしくは蜜みつ漬けを挟んだもので、これもテレシアと子供達が用意してくれたものである。

「──いただきます」

　簡単な祈いのりの言葉を唱えた後、ジェローム達は育ち盛ざかりの旺おう盛せいな食しよく欲よくを示して昼食を食べ始める。ユーゴもとりあえず水すい筒とうの水を飲んで──

「…………？」

　ふとそこでユーゴは眉まゆを顰ひそめた。

　ジェローム達の動きが揃そろって鈍にぶい。いつもは喉のどを詰つまらせかねない程ほどの勢いで食べる成長期の少年少女達が、のろのろと、気怠げに焼麦餅を、あるいは醍醐チーズを口に運んでいる。

「…………」

　それどころか──ぽとりとジェロームが持っていた焼麦餅を落とした。

「ああもう何やってんの……よ……」

　それを横から手を伸のばして拾おうとするエルサもまた、その動きの途と中ちゆうで頭を垂れると、そのままジェロームの膝ひざの上に倒たおれる様にして、動かなくなった。

「ジェローム？　エルサ？　おい、マルティナ？　ラルフ？　ポーラまで──」

　少年少女達が次々とその場で眠ねむり始める。

　おかしい。こんなに一いつ斉せいになどという事は──……

「…………まさか……いや……しかし……」

　脳のう裏りに幾いくつかの可能性が思い浮かぶが、それを具体的に検証するだけの気力もユーゴには無かった。彼もまた強い眠気に襲おそわれていたからである。

（……馬ば鹿かな……こんな……）

　自身もその場に横よこ倒だおれになりながら、ユーゴは曖あい昧まい模も糊ことした意識で考える。

　睡すい眠みん薬やく？　もしくは催さい眠みん魔ま術じゆつ？　だがいつ？　そして誰だれが？

　答えが出ないまま瞼まぶたがひどく重くなっていく。

　ゆっくりと閉じられていく視界の中に──

「──おう。居たぞ、こっちだ」

「なんだ？　一人多いぞ。それも普人の大人だぜ」

「構わねえよ。足りねえよりはいいさ」

　数人の人ひと影かげが無ぶ遠えん慮りよに入り込んでくるのを、ユーゴは溶とけ崩くずれていく意識の中で見た。
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　気がつけば馬車の荷台らしき所に乗せられていた。

「…………」

　ごとごとという断続的な音と、背中から這はい上がってくる震しん動どうで、馬車がゆっくりとではあるが動いているのが分かる。荷台の上に被かぶせられた幌ほろの隙すき間まから、夕暮れ時の橙だいだい色に染まる空と雲が見えた。

　瞬きをして少し眠気を拭ぬぐい落としてから──左右を見回す。

　ユーゴの隣となりには、卒院で孤児院を出た少年少女達五人が揃って寝かされていた。

　彼等はいずれも文字通りに身ぐるみ剝はがされており、全ぜん裸らの状態、しかもその首には鋼鉄製らしき首輪と鎖くさりが繫つながれている。全員未まだ意識を取り戻もどしていない様だが……

（奴ど隷れい商人……!?）

　街から少し離はなれた孤児院で暮らしていても、その種の裏商売をする連中がいる──未だ残っているという話は、小耳に挟んだ事があった。

　かつて猪鬼族や小鬼族と同様に〈異界戦争〉の際に滅ほろぼされたモノの一つだったが……種族ではない以上、根絶やしに出来る筈はずも無い。奴隷商売人とその顧こ客きやく達は、単に表おもて舞ぶ台たいから追い出された為、揃って地下に潜っただけに過ぎなかった。

（まずい、なんとか──）

　そう考えて身を起こそうとしたユーゴは──

「──あ？」

　屈かがみ込んでこちらを眺ながめている小こ柄がらな男と眼めが合った。

　手を伸ばしかけた状態で固まっているのは──今しもユーゴの服を脱ぬがそうとしていたからだろうか。そこでユーゴが眼を覚ましているのに気付いて、驚おどろいているのだ。

「…………！」

　咄とつ嗟さにユーゴが動けたのは、殆ほとんど本能によるものだろう。

　小男へ向けて頭ず突つきをかますユーゴ。

　ゴッ──と鈍い音が響ひびいて小男が荷台に尻しり餅もちをついた。

　だがそれなりに荒あら事ごとになれているのか、小男は悲鳴を上げるでもなく、怯ひるむでもなく、顔をしかめてユーゴを睨にらみながら、腰の後ろに手をやった。

（──武器！）

　抜ぬいて使わせたら負けだ──咄嗟にそう判断したユーゴは、手に触ふれた何かをそのまま確かく認にんもせずに投げつける。果たしてそれは彼に着ける予定だった首輪と鎖であったらしく、金属音をさせながら、小男の身体に絡からみ付いた。

「てめぇっ──」

「──ッ！」

　小男が腰から抜いた何かを向けてくる前に、ユーゴは飛びかかった。指先に触れた鎖を摑つかんで、強ごう引いんに引く。たまたま小男の肩かたに掛かっていた鎖は、そのままするりと滑すべって首に巻き付き、小男を荷台の上に俯うつぶせに引き倒した。

「ぐえっ……」

　呻うめく小男の手から抜いたばかりの武器が離れる。

　それは──銃じゆうだった。拳けん銃じゆうと呼ばれる携けい帯たい用の小型武器。

（回転弾倉式リボルバー……単撃機構シングルアクシヨン……）

　咄嗟に銃に手を伸ばしてこれを摑むと、ユーゴは殆ど無意識の内にこれを握にぎって、撃げき鉄てつを起こし、小男の額に突きつける。自分が何の躊躇も困こん惑わくも無く、流れる様な動作で禁制品の武器を扱あつかえた事に、内心でユーゴも驚いていた。

「……て、てめぇ……？　素人しろうとじゃ……ねえな？」

　ここで初めて小男の顔色が変わった。

「黙だまれ。黙って首輪を外せ」

　言ってユーゴはジェローム達の方を左手で示す。

「嫌いやだね。てめえこそそれを返せ。返したらてめえだけは見み逃のがしてやってもいいぜ」

「ふざけるな。何様の積もりだ、人ひと攫さらいが──」

「そっちこそふざけんな。これは正当な取引なんだよ！　てめえらは売られたんだ、売られた以上、てめえらは俺達のモノなんだ、黙って──」

　そこまで言いかけて、小男の表情が不意に──引き攣つる。その視線はユーゴを通り過ぎてその背後に向いていた。その意味に気付いて咄嗟に振ふり返ったユーゴは──

「……！」

　御ぎよ者しや台だいの男達二人が、振り返って自分達の方に銃口を向けているのを見た。

　二つ並んだやたらに大きな銃口は、明らかに水平二連散さん弾だん銃じゆうのそれだ。しかも切詰型ソウドオフ──射程こそ短いが、広い範はん囲いに小こ粒つぶの鉛なまり玉だまをばらまく事で、およそ『外す』という事の無い武器である。この超ちよう至近距きよ離りで発はつ砲ぽうされれば、荷台の上の者は小男を含ふくめて、全員が巻き込まれる。

　ユーゴは咄嗟に拳銃の引き金を引いた。

　右側の男が鳩尾みぞおちに銃弾を喰くらって身体を二つに折る。着弾の衝しよう撃げきで指が動いたか、その手に握っていた切詰型ソウドオフ散弾銃がやや下方を向いて暴発した。

　発砲と同時に前に出るユーゴ。左側の男が発砲する前に、その銃口の横へと滑り込み、左手を掌しよう底ていの形で突き出す。顎あごへの一撃を喰らって無理矢理仰あお向むけの状態にされながら、こちらは幌に向けて散弾銃を暴発させた。

「貴様──」

　左側の男は仰のけ反ったまま、改めてユーゴに散弾銃を向けようとするが、ユーゴが再び撃鉄を起こして男の頭を下から撃うち抜く方が、早かった。

　ごとりと鈍い音をたてて御者台の上に倒れる男。先に撃たれた右側の男も、俯うつむいたまま呻くばかりで既すでに反撃する力は無い様だった。念の為ためにもう一発残っているであろう散弾銃を蹴けり飛ばし、ユーゴは小男の方を振り返った──が。

「…………！」

　小男は血ち塗まみれで倒れていた。最初の暴発でばらまかれた散弾を喰らったらしい。

　それどころか──

「ジェローム？　エルサ？」

　小男の近くに居たジェロームとエルサも、散弾を喰らったらしく、頭部に孔あなが穿うがたれ、そこから血が流れ出ているのが見えた。

「ば、馬鹿な、くそ、おい──ジェローム！　エルサ！　おい！」

　残りの三人はとりあえず弾たまを受けていない様だが、ジェロームとエルサは──もう駄だ目めだ。頭の片かた隅すみで妙みように冷静な自分がそう告げてくる。

（せめてマルティナ達だけでも助けないと──）

　鎖の端はしは馬車の荷台に直接繫がれていて、首輪を外さなければ少年少女達を解放できない。だが首輪の錠じよう前まえは鍵かぎも無しに外せそうになかった。

　鍵は小男が持っている可能性が高い。ユーゴは小男の肩を摑んで引き起こし──

「……を……背に……我は火の精せい霊れいに命じ……る……汝なんじ等の威いを示す……場は此こ処こなり……汝等の権を示す……時は……唯ただ今いまなり……」

　小男はぶつぶつと何かを呟つぶやいている。

　いや違ちがう。呟いているのではなくこれは──

「──おい!?　やめっ──」

「摂せつ理りの許す限りに……おいて……荒あれ狂くるい……燃ねん焼しようせよ、燃焼せよ……燃焼せよッ、燃焼せよッ、燃焼せェエエ……よぉッ!!」

　喉の奥から逆流してきたらしい血を吐はきながら小男は呪じゆ文もん詠えい唱しようを続けた。

　死なば諸もろ共とも──とでも考えたのか。咄嗟にユーゴは小男を射殺しようと拳銃の撃鉄を起こすが、呪文終しゆう了りようの方が──魔術の完成の方が一いつ瞬しゆん早かった。

　突とつ如じよとして荷台の真ん中に生じる火柱。

　目映まばゆいほどのそれは、瞬間的に幌を貫つらぬき、猛もう烈れつな勢いで炎えん上じようさせた。勿もち論ろん、それだけでなく、荷台そのものにも火を付けて、焼き崩していく。火の粉と白はく煙えんが瞬またたく間にユーゴの周りを取り囲み、炎ほのおが床ゆかに寝かされたままの少年少女達を吞のみ込んだ。

「ラルフ！　ポーラ！　マルティナ！」

　余程に深い眠ねむりに落とされているのか、無傷だった三人も、全身を焼かれながら、しかし起きて苦しむ様子が無い。次の瞬間、燃え上がる幌の一部が三人の上に落ちてきて、その姿を炎の色が塗ぬり潰つぶした。

「…………！」

　ユーゴは──断腸の想おもいで荷台を蹴って外に転がり出た。

　それを待っていた訳でもないだろうが──彼が地面に転がった瞬間、一ひと際きわ激しく馬車は炎を吹ふき上げる。更さらに次の瞬間、炎で恐きよう慌こう状態に陥おちいった馬達が暴走し、馬車は猛烈な勢いで走り出していた。

　勿論、馬を宥なだめる御ぎよ者しやはもういない。

　だが馬車の暴走は意外にもすぐに終わった。炎に焼かれた車体が崩ほう壊かいしたからだ。残ざん骸がいは地にわだかまり、炎の向こうで、解放された馬だけが走り去っていくのが見える。

　そして地面から身を起こしたユーゴは──

「…………」

　八人分の遺体と共に燃え上がる馬車の残骸を前に……為なす術すべも無く、ただその場に立ち尽つくすしかなかった。
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　ルンドホルム孤こ児じ院いんに戻ってきた時には……既に深夜だった。

　月明かりが在ったので足あし下もとに不安は無かったが、軽い火傷やけどと馬車から飛び降りた際の打だ撲ぼくで、全身が悲鳴を上げているのが分かった。むしろ途と中ちゆうで倒たおれる事無く、よく孤児院まで戻ってこられたものだと思う。

「……くっ……」

　既に子供達は寝ね静しずまっているのか、孤児院の中は静せい寂じやくに満ちている。

　ユーゴは全身を引きずる様にして二階の院長室に向かった。足音を殺す様な余よ裕ゆうは無かったが、一階で眠っている子供達を起こしてしまう心配は無いだろう。

「……院長」

　扉とびらは叩たたかず、小さく声を掛かけてからユーゴは院長室に入った。

　窓辺から月明かりが差し込んでいて、いつもの文ふ机づくえの上を照らしている。『月のある晩はお陰かげで油灯瓶ランプが要いらないの』とテレシアはよく笑っていた。

「……これは」

　机の上には、書きかけらしい手紙が広げられている。殆ど無意識の内にその文面を眼で追いかけていくユーゴ──その表情が強こわ張ばるのにそう時間は必要無かった。

「卒院した子等の……」

　それは、卒院した子等の書いたと思おぼしき──いや、書いた様に見せかけられた手紙だった。文面よりも先に、差出人の署名が最後に書いてあった。

　ジェローム──と。

「……今までの手紙も……全部……院長が……？」

「そうよ」

　背後から響くのは、聞き覚えのある涼すずやかな声。咄嗟に振り返ろうとしたユーゴは──しかし頭部を何か硬かたいもので殴なぐられて、その場に昏こん倒とうしていた。
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　意識の回復には鈍どん痛つうが伴ともなった。

「……うっ……」

　相当に強く殴られたのか──ただ呼吸する、その度たびに鈍痛が後頭部でその存在を主張してくる。ユーゴは低く呻きながら身じろぎをしようとして、しかし出来ず、自分が椅い子すに縛しばり付けられている事を知った。

　見回してみれば、先さき程ほどと変わらず院長室の中である事が分かる。

　見慣れた佇まいだ。左右の本ほん棚だなと、奥の文机。窓から月明かりが入り込んでいる事も、同じだ。さして時間は経過していないらしい。

　ただ一点だけ違うのは……

「起きたのね」

　油灯瓶ランプを片手に振り返るテレシアの存在だった。

「院長……？」

　月光を背にした彼女は──あろう事か、一糸纏まとわぬ全ぜん裸らだった。

　彼女は胸も股こ間かんも隠かくす様子さえ見せず、むしろ油灯瓶を文机の上に置くと、ユーゴに見せつけるかの様にゆっくりと近づいてくる。白く細く、見るからに柔やわらかな女の身体は、ただ歩く──それだけの行こう為いに伴う仕草ですら、まるで波の様に優美に、そして淫いん靡びにうねった。

「院長、何を……？　いや、それより、今すぐこれを解ほどいて──」

「何を言っているの、ユーゴ？」

　不思議そうに首を傾かしげて問うてくるテレシア。

「ユーゴの身体はそうは言っていないみたいだけれど？」
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　と言って眼めを細めテレシアはユーゴの股間を見つめてくる。

　確かに彼の太ふと股ももの間、服の上からでもそれとわかる程に、男性器は勃ぼつ起きしていた。

　性的興奮とは別に──本人の意思とは無関係に、純然たる生命の危機に瀕ひんした時、人の身体は何とかして子孫を残そうと、繁はん殖しよくの体勢を自動的に整えるという。テレシアは武器一つ持ってはいないが、ユーゴの本能は今、彼が生と死の境界線上に立たされているのだと察知しているのだろう。

「……ユーゴ」

　ユーゴの膝ひざの上に乗ったテレシアは、彼の首に両腕うでを回して抱だき付いてくる。

　その様子は……孤児院の院長として慈じ母ぼの如ごとくに振る舞まっている彼女とは、まるで別人だった。乳ち房ぶさがユーゴの顔に押しつけられて形を変え、指先が彼の頭の形を確かめようとするかの様に黒くろ髪かみの間を這はい回る。

　母が子にする抱ほう擁ようではない。女が男にする愛あい撫ぶだった。

　声も無く戦せん慄りつするユーゴの耳に、テレシアは唇くちびるを寄せて──囁ささやく。

「聞かせて。あの子達はどうなったの？　私の可愛かわいい子供達……ジェロームやラルフ、エルサやマルティナ、ポーラは……？」

「…………」

　ユーゴの脳のう裏りに炎上する馬車の情景が過よぎる。

　同時に痛みとも苦しみともつかない何かが彼の胸に食い込んでいた。

　助けられなかった。家族同然だったのに。生き延びてしまった。自分だけが。

「貴方あなただけが帰ってきた……手に拳けん銃じゆうを持って。奴ど隷れい商人達は死んだのね？　あの子達と一いつ緒しよに？　そうでしょう？　ああ──」

　問うてくるテレシアの声に喘あえぐ様な揺ゆらぎが混じる。

「ねえ……教えて、ユーゴ……お願い……あの子達は死んだのね？　どんな風に死んだの？　最さい期ごの時は何か言っていた？　泣いていた？　苦しんだ？　それとも──ねえ、教えて？」

「やはり──貴女あなたの仕し業わざだったのか、院長」

　ユーゴは怒いかりに震ふるえる声でそう問た。

　そもそもテレシアの告白を待つまでもなかったのだ。

　奴隷商人はジェローム達を『売られた』と言っていた。ルンドホルム孤児院の少年少女を『売る』事が出来る者など、他ほかに居ない。そしてテレシアならば朝食や昼食用の弁当に睡すい眠みん薬やくを仕込んでおく事も充じゆう分ぶんに可能だったろう。

　最初からテレシアは孤こ児じを奴隷商人に売っていた。売り続けてきた。

　恐おそらくはもう何年も、あるいは何十年にもわたって。

　卒院していった子等からの手紙は、全すべてテレシアが捏ねつ造ぞうしたものだろう。

　そもそも孤児院の中できちんと読み書きが出来る子供は少ない。ましてや筆ひつ跡せきを判別できる子供は皆かい無むだろう。だからこそ手紙は全てテレシアが皆みなに読み聞かせていた訳だし、卒院した子供達も代筆屋に頼たのんで手紙を書いているのだ──とでも言っておけば、手紙がいつも同じ筆跡である事の誤ご魔ま化かしも利きく。

「何な故ぜだ、何故こんな──何故!?」

　ユーゴは叫さけぶようにして問うた。

「あの子等は、皆、貴女の事を実の母親みたいに……貴女だってあの子等を可愛がってたじゃないか!?　全部、噓うそだったのか？　皆を愛していたんじゃないのか!?」

「勿論、愛していますよ、皆を。愛していなければ──つまらないでしょう？」

　と舌でユーゴの首筋を舐なめ上げる合間にテレシアは言った。

「可愛い可愛い、丹たん精せい込こめて私が育て上げた子供達が出荷されていくからこそ、感動が得られる。達成感があるの」

　歌う様な口調でテレシアはそう告白してきた。

「出荷!?　今、出荷と言ったのか!?　──それに達成感!?」

「可愛い子供達が売られていく、奴隷として。輝かがやかしい未来が摘つみ取られる。何の覚かく悟ごも無いままに唐とう突とつに。理り不ふ尽じんに。取り返しの付かない形で。絶望するでしょうね。あるいは憎ぞう悪おするでしょう。深く──とても深く」

　テレシアは唇をユーゴの首筋から離はなすと、彼の眼を覗のぞき込みながら艶えん然ぜんと笑った。

「彼等の強く深い感情の波、悲喜交こも々ごもは私の心を揺さぶってくれる」

　言ってテレシアは自分の指でユーゴの太股の上に乗っている自分の股間を弄いじった。

　湿しめった肉の──淫いん猥わいな音が聞こえてくる。伝わってくる。

　この妖精の女は、自分が育てた子供達を奴隷に売る事で──彼等が絶望し悲ひ嘆たんし憤ふん怒ぬするその様を思い描えがきながら、興奮し、自じ慰いに耽ふけっているのだ。

「それが乾かわいた私の心を潤うるおしてくれるの……」

「院長──」

「普人も鉱精も、獣祖も……もし二百年も三百年も生きる事が出来れば、私の、私達の気持ちがよく分かったかもしれないわね……私達の身体は千年でも保もつけれど、私達の心はそこまで保ちが良く無かったみたい……」

　妖精の肉体は老いる事が無い。

　だが彼等の精神は…………

「だから……？　近しい他人の人生を……好きなように弄って……!?」

「……昔はね。小鬼や猪鬼や……割と私達の『天敵』が居た」

　ユーゴの太股に自分の濡ぬれた股間を擦こすり付けながらテレシアは言った。

「でも彼等はいなくなった。一匹ぴき残らず全ぜん滅めつしてしまった。異界から来た人達が根ね刮こそぎ狩かり尽つくしてしまった。『悪い奴やつ等らをやっつける』って言いながら」

〈異界戦争〉の初期に起きた『害がい獣じゆう』の大だい殺さつ戮りく──いや大殲滅。

　異界からやってきた者達は、小鬼や猪鬼を『絶対的な害悪』として躊ちゆう躇ちよ無く殺しまくった。銃を始めとして異界からもたらされた各種武器や戦術は、これ以上無いという程の高い効率で、そうした『悪者』を駆く逐ちくしていったのだ。

「私達もそれを歓かん迎げいしたわ。何しろあれは私達の『天敵』──寿じゆ命みようによる逝せい去きよが無い私達にとっては、唐突で、理不尽で、残ざん酷こくで、問答無用の……文字通りの死そのものだったから。それを克こく服ふく出来るというのなら、賛同しない筈はずが無いの」

「何を──」

　この妖精は何を言っているのか。

　天敵の全滅と、自分の外げ道どうな振ふる舞いに何の関係が──

「『天敵』が居なくなった私達は……以前より遥はるかに多くの者が百年二百年を超こえて歳としを重ねる事になった……死の不安を感じなくなって……でも永遠の安心と引き替かえに、色々と……何かを私達は失っていった」

　だから他人を絶望の淵ふちに突つき落おとす事で愉ゆ悦えつを感じるようになった？

　無くした『心』の代わりに、薄うすっぺらい笑え顔がおや泣き顔の仮面を被かぶって──周りを欺あざむいて？

「勝手な事を……！」

「言ったでしょう？　自分の為ためにしている事だからって」

　とテレシアはユーゴの膝の上から下りながら言った。

「ああ、ユーゴ。素す敵てきね。凄すごく怒おこって、凄く悲しんで、なのに貴方のここは、こんなにも滾たぎっている。こんなにも命を漲みなぎらせている。素晴らしい……わ」

　そう言ってテレシアはユーゴの服に手を掛かけて、硬くそそり立っている彼の男性自身を露ろ出しゆつさせた。

「普ふ段だんはね、卒院していった子達の絶望を想像したり、奴隷商人の方々から子供達の様子を聞いてね、自分一人で慰なぐさめていたのだけれど……今日は特別。貴方がいる。貴方が帰ってきてくれた……私に対する疑いと怒りと憎にくしみを抱いだいて。ひょっとしたら、とは思っていたの。貴方なら奴隷商人の方々を皆殺しにして、戻もどってくるかもって……」

　だから、ユーゴがジェローム達と一緒に行くのを止めなかった。

　だから、奴隷商人に予あらかじめユーゴの存在を報しらせておかなかった。

　だから、ユーゴが睡眠薬入りの朝食を半分しか食べていないのに、そのまま行かせた。

「沢たく山さん、気持ちよくしてあげる」

　テレシアはユーゴの耳を舐めながら言った。

「気持ちよくして、貴方が絶頂に達したその瞬しゆん間かんに──殺してあげる」

　そう言ってテレシアは傍かたわらの本ほん棚だなに手を伸のばす。

　するりと本の間から出てきたのは、小さな、しかし見るからに鋭えい利りな刃は物ものだった。

「憎いでしょう？　私が憎いでしょう？　その憎い年増の妖精に、気持ちよくしてもらって、情けなくて、泣けてきて、でも気持ちよくって。そんな貴方の気持ちがぐつぐつに煮にえたぎったその瞬間に、死ぬ。きっと貴方は、色々な気持ちを乗せた精を私の中に放ってくれるわね。それはきっと、私も絶頂に導いてくれる……」

「くっ…………」

　今のユーゴには抗あらがいようが無い。

　両手は椅い子すの背に縛しばり付けられているし、武器は──奴隷商人から奪うばった拳銃は、テレシアの文ふ机づくえの上だ。手の届く場所に武器になりそうなものは無く、縄なわもがっちりと結ばれていて解ほどけそうもなければ、切れそうもない。

　駄だ目めだ。どうしようもない。

　そんなユーゴの絶望を感じたのか──テレシアは嬉うれしそうに笑うと、ゆっくりとユーゴの腰こしの上、硬かたくなった男性器めがけ、己おのれの身体を下ろし……




　──ゅんッ!!




　先まず聞こえたのは、抉えぐり抜ぬかれた空気が発する甲かん高だかい悲鳴。

　窓の硝子ガラスにぴしりと亀き裂れつが入る音がそれに重なった。

「──!?」

　眼めを丸くして硬こう直ちよくするユーゴ。

　しばらくは、何が起こったのか分からなかった。右肩かたを、見えない何かで叩たたかれたかの様な感かん触しよくが在ったが──続く諸もろ々もろに比べればひどく些さ細さいな事だった。

「えっ…………」

　ゆっくりと彼の膝の上から滑すべり落ち、床ゆかの上に横よこ倒だおれになるテレシア。彼女の白い身体の一点、美しい丸みを示す左の乳房に、ぽつんと赤い孔あなが穿うがたれているのが見えた。

「あ……あ……ああ……………？」

　と嗚お咽えつの様な声を唇の端はしからこぼすテレシア。仰あお向むけに倒れた彼女の白い身体は、微かすかな痙けい攣れんを繰くり返しながら、床の上に流した血の領域を広げていく。

「……狙そ撃げき……？」

　窓硝子に穿たれた小さな孔を見て呟つぶやくユーゴ。

　銃による──恐らくは狙撃銃による、離れた場所からの銃撃。

　だが一体、誰だれが？　奴隷商人に生き残りがいて、あるいはあの三人の他に仲間が居て、ユーゴの後を追ってきた？　だがそれならば何故、撃うたれたのがユーゴではなくテレシアなのか。撃ち損じだったとすれば、もう一発、椅子に縛られたまま身動き出来ないユーゴを狙ねらえば済むだけの事だが……二発目が飛んでくる様子は無い。

　そこまで考えてから──ユーゴは、足あし下もとで一枚の刃物が月光を受けて煌きらめいているのに気付いた。テレシアが倒れた際に手放したのだろう。

「くっ……」

　身を捩よじって、椅子ごと倒れる。更さらに何度か身を捩っていると、指先に刃物が触ふれたので、これを引き寄せ、逆手に持って──縄を切る。腕うでが終われば脚あしも。

　そうやってようやく解放されたユーゴは、改めて倒れたままのテレシアに眼を向けた。

「…………」

　驚おどろいた事に彼女は──まだ息が在った。

　ぱくぱくと陸に打ち上げられた魚の様に口を開け閉めしている。何か言いたい事があるのかと、身を屈かがめて片かた膝ひざをついたユーゴは──

「ああ……寒い……すごく……寒い……私……死ぬのね……？」

　そう呟きながら、泣いているような、笑っているかのような、形容し難がたい奇き妙みような表情を浮うかべているテレシアを見る事になった。

「……ああ……これが……思い出した……これが……ああ…………」

　そう言って、テレシアは……………………永遠に動きを止めた。

「…………馬ば鹿かな」

　立ち上がりはしたものの、呆ぼう然ぜんとその場に立ち竦すくみながらユーゴは呟く。

　昨日までは、いや、半日前までは、こんな事になるなどと想像もしなかった。孤こ児じ院いんの皆は家族で、院長は皆のお母さんで、卒園していく子等の未来は希望に満ちているのだと思っていた。思い込んでいた。それが──

「……おかあ……さん……？」

　ふと聞こえてきた声に、ユーゴは身を強こわ張ばらせた。

　扉とびらを開いて普人の少年が一人、院長室に入ってくる。テレシアが倒れた音か、ユーゴが椅子ごと倒れた音か、硝子に孔が開いた音か……元々眠ねむりの浅い子が、耳慣れない音に気付いて起きてきたのだろう。少年は目め許もとを擦こすりながら院長室の中に踏ふみ込んで──

「………え？　ユーゴ……？」

　そこで眼を丸くして凍こおり付く。

　少年の前には、刃物を手にしたユーゴと、血ち溜だまりで事切れているテレジアの姿が在る。

　しかもテレジアは全ぜん裸らで、ユーゴは股こ間かんの性器が曝さらけ出されたままだ。その光景から何も想像を巡めぐらせる事が出来ない程ほどに、少年は幼くなかったし、かといって複雑に入り組んだ真実に辿たどり着ける程に、聡さとくも無く──

「うああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　ユーゴが咄とつ嗟さの言い訳を口にする前に、少年の口から悲鳴が迸ほとばしった。




　　　　●




　恐おそらく……ユーゴはひどく混乱していたのだろう。

　そこから先の事は断だん片ぺん的にしか想おもい出せない。

　少年少女達の驚きよう愕がくと悲嘆の叫さけび声。

　それが怒ど声せいと罵ば声せいに変化して。更に飛んでくるそれらに物や石が交じって。

　それでも足りぬとばかりに……最終的に子供達は鋤すきや鍬くわや包丁を持ちだした。

「なん……で……」

　どうしてこうなった？　そう自問自答しながらユーゴは逃にげるしかなかった。

　子供達と戦うなどとは考えもしなかったし──いざ戦ったとしても、勝てはしなかっただろう。相手は未まだ幼いとはいえ五十人を超こえる集団で、武器を手にして、ユーゴに対する殺気を漲らせながら押し寄せてくるのだから。

「はっ……はあっ……はあっ……」

　走って走って走って。更に走って──孤児院の裏から広がる森の中に逃げ込んだユーゴは、体力を消しよう耗もうし尽くして、いつしか歩くだけになっていた。

　幸い──子供達が追い付いてくる様子は未だ無い。

　とりあえず何ど処こかの樹きの上にでも登って、梢こずえと葉の間に身を隠かくし、体力を温存しながら子供達をやり過ごして……彼等がユーゴを探す事を諦あきらめるのを待って、それから更に逃げる。それが最善だ。そう考えてユーゴは周囲を見回し──

「…………？」

　森の奥にきらりと煌めく何かが見える。

　夜の森には有り得ない──月光を強く反射する何か。

　それは明らかに磨みがいた鋼はがねか、さもなくば硝子か、そういった人工物の反射光だった。

　子供達ではない。方向が逆だ。さすがに夜の森で、しかも子供の脚と体力で、ユーゴの先回りは出来ないだろう。

「なんだ……？」

　その光の見えた方向に歩いて行くユーゴ。

　周囲に比して一ひと際きわ太く大きな樹の──根元。

　ごつごつと岩の様に地面を割って盛り上がり地上に露出した根の上で、朱あかい何かが動いていた。木々の梢の間から降り注ぐ月光のお陰かげで、近づくにつれそれが、人の形をしているらしいという事は見て取る事が出来た。

「…………お前は……!?」

　その何者かの前に立って、ユーゴは呻うめく様な声を漏もらす。

　そこに居たのは、小こ柄がらな少女だった。

　それも長く尖とがった耳を備えた──テレシアと同じ妖精族。

　夜の漆しつ黒こくにあちこち塗ぬり固められた森の中で、長く緩ゆるやかに波打つその朱い髪かみは、殊こと更さらに目立って見える。

　こんな場所でこんな時間に、一体、何をしているのか？　とはユーゴは問わなかった。

　少女が、鋼と樹じゆ脂しで出来た凶きよう器きを手にしていたからだ。

　狙撃銃。手動装桿式ボルトアクシヨン。本体の上には大口径の光学照準器スコープも載せられている。そして銃口には銃声抑制器サプレツサー。何な故ぜか銃床ストツクは少女の髪に近しい朱あかに塗られていて、奇妙な存在感を放っていた。

　間ま違ちがいない。テレシアを撃ったのはこの妖精の少女だ。森の中から──恐らくは樹に登り、そこから二階の院長室、その硝子窓越ごしにテレシアを撃ち殺したのだ。

「……ん？」

　ようやく少女はユーゴの存在に気付いたかの様に、顔を上げる。

　蒼あおい円つぶらな双そう眸ぼうが、何度も瞬まばたきをしながらユーゴを見つめて……

「にひひ。いい夜だね。月が明るくて綺き麗れいだし」

　木の根の上に座り込んだまま、小さく笑い──それから少女は奇妙に緊きん張ちよう感を欠いた口調でそう挨あい拶さつしてきた。

「お前が撃ったんだな？」

　ユーゴに問われた少女は──何か思い悩なやむ様に、ふと頭上を見上げ、それから右を見て、左を見て、最後に視線をユーゴに戻もどした。

「見られちゃったかぁ……弱ったな。見られたら殺さないといけないし。でも面めん倒どう臭くさいし」

　とへらへらと緩い笑えみを浮かべながら、少女は物ぶつ騒そうな事を言ってくる。

　それからユーゴが握にぎったままの、奴ど隷れい商人から奪ってきた拳けん銃じゆうに眼を向けて──

「あ──君、銃持ってるし。それで自分の頭撃つってのはどう？　おすすめ。アタシの手間が省けていいし。にひひ」

「…………」

　ユーゴは黙だまって撃鉄を起こすと、その少女に銃口を向けた。

「嫌いや？　嫌なの？　じゃあしょうがないし」

　そして、よっこらしょ、と妙に年寄り臭い呟きと共に狙撃銃の銃口をユーゴの方に向けてくる少女。見た目通りにあまり力は強くないのだろう。全体的に動きが鈍どん臭くさい。そもそも銃を扱あつかいながらも立つ様子が無くて──

（──足か）

　そこでユーゴは気付いた。

　少女の脇わきに折れた──葉もふんだんに付いたままの太い枝が、落ちている。今折れたばかりといった様子だ。恐らくこの少女は狙撃の後、樹の枝から下りようとして──その際に枝が根元から折れてしまい、下に落ちたのだ。

　立たないのは、足首を捻ひねっているか何かで。武器は、やたらに重そうな狙撃銃だけで。

　だから──多分、ユーゴがその気になれば、簡単にこの少女を殺せる。

「…………」

　ふとユーゴは背後を振ふり返った。

　未だ遠いが、木々の間を、揺ゆらめく炎ほのおが近づいてくるのが見える。孤児院の子供達だ。諦めずに、松たい明まつか何かを点ともしてユーゴを追いかけてきたのだろう。

「──あれ？」

　少女も炎に気付いたらしい。

「弱ったな。あれ、何人くらいいるかな？」

「……孤児院には五十人余り居た筈はずだが」

「さすがに弾たまは五発くらいしか持ってきてないんだよねぇ」

　それは──つまり人数分の弾さえあれば、あの子供達をも『目もく撃げき者』として殺す積もりだという事か。

「その銃も貸してくれない？」

　少女はユーゴの手にした拳銃を指さして言った。

「……何言ってるんだお前は？」

「あ、でもその銃も六連発だから、足りないよね。予備の弾はある？」

「いやだから、そういう話ではなくて……」

「弱ったな……逃げるっていっても、足くじいちゃったし。お尻しりもがっつんって打っちゃって痛いし。銃も重いし。本当、どうしよう？」

「俺に訊きくのか？」

「だって他ほかに誰だれも居ないし？」

「…………」

「しょうがないなぁ……ああもう面倒臭いし」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちをこぼすかの様にそんな事を言いながら、少女は改めて狙撃銃を構えて銃口を──ユーゴではなく背後の炎の方へと向ける。

「あ、もう行っていいし」

　そして少女は照準器を覗のぞき込みながら、いきなりそんな事を言い出した。

「君と撃うち合うより、あっちを殺せるだけ殺した方が、未だ生き残る確率高そうだし。立て続けに五人ばかり狙そ撃げきされたら、さすがにびびって引き返すかもしれないし」

「…………」

　ユーゴは束つかの間、眉まゆを顰ひそめてその少女を眺ながめていたが──拳銃を腰こしの後ろに差し込み、彼女の脇にしゃがみ込むと、狙撃銃を脇に押しやって、彼女の胴どう体たいに手を回す。

　軽い。肩かたを貸して立たせるのは、割と簡単だった。

「逃げるぞ。しがみつけ」

　言ってユーゴは少女の手から狙撃銃を奪うばって、左手に持つ。銃床ストツクの肩かた当あてを下にしてこれを杖つえの様につきながら、ユーゴは少女と共に歩き出した。

「え？　なに？　なに？　なんで？」

「……黙ってろ」

　きょとんとした──無む垢くとも言える様な表情で顔を覗き込んでくる少女にそう告げると、ユーゴは足早に歩き始めた。

　こんなお荷物を抱かかえていたら、子供達に追い付かれる可能性はあるが……だからといって自分だけ逃げる訳にはいかなかった。この少女を此こ処こに残しておけば、間違いなく孤こ児じ院いんの子供達を五人ばかり殺して──自身も生き残りの子供達に殺されるだろう。

　全く何の意味も無く、死体が六つかそこら増える……それがユーゴには耐たえ難がたかった。

「どうしたの、君？　何やってんの？　あー……？」

　そこで何か気付いたかの様に少女は眼めを丸くする。

「ひょっとして、アタシに惚ほれた？　一目惚れってやつ？」

「……何言ってるんだお前は？」

「ほら、アタシが助けてあげたようなものだし？」

　と少女が言うのは、テレシアを狙撃した事か。

「そっかぁ。そうかぁ。惚れたかあ。弱ったなぁ。にひひひひ」

　何やら手前勝手に納なつ得とくした様子で、少女は子こ鼠ねずみの様に品の無い笑い声を漏らした。

「いいから黙ってろ。あんまりうるさいとその場に棄すててくぞ」

「え？　それって放置性戯プレイってやつ？　いきなり上級者過ぎない？」

「黙れ。頼たのむから！」

　殆ほとんど悲鳴じみた口調でそう告げると、森に降り注ぐ冷たく白い月光の下──ユーゴは少女に肩を貸したまま歩き続けた。

　…………

　記き憶おくを喪うしなった普人の青年ユーゴ。

　妖精で殺し屋の少女アグネータ。

　偶ぐう然ぜんなのか。必然なのか。あるいは神というものが本当に居るのだとしたら、その大いなる悪意からか……それとも単なる気まぐれなのか。

　いずれにせよ二人の出会いは──このような顚てん末まつだった。




　　　　●




　マーサから買った食材で昼食を作っていると、背後から声が掛かかった。

「ユーゴ～」

「…………」

　振り返る事無く平炒鍋フライパンを振っていると、ぽすぽすと軽い足音が幾いくつか続いて、次の瞬しゆん間かん、のしりと背中に妖精一人分の重みが掛かった。

「危ないつってんだろ。料理中にのしかかってくんな」

「にひひひひひひ」

　構わず料理を続けるユーゴと、やはり構わず、まるで子こ猿ざるの様に彼の背中にしがみついているアグネータ。何がそんなに面おも白しろいのか、彼女はユーゴの背中で、ユーゴの後ろ髪を引っ張ったりしながら、品の無い笑い声を上げている。

「ああくそ。本当に面倒臭いな、お前は！」

　ユーゴは顔をしかめながらも鶏けい卵らんと赤茄子の炒いり付けを仕上げていく。

「こんな事ならあの時、放ほうっておくべきだったな」

「ん？　あの時？」

「初めて会った日の事だよ」

　火を止めて炒いため物を皿の上に移しながらユーゴは言った。

「初めて会った日…………？」

　背中にしがみついているアグネータが首を傾かしげる気配が在った。

「……初めて会った日…………？　リンデンの町の曲がり角でぶつかった時だっけ？」

「ベイリアル郊こう外がいの孤児院で、お前が『仕事』してた時だよ！　未まだ一年経たってないだろう、どうやったら忘れられるんだ、お前は!?」

　自分は何度もあの時の事を夢に見てしまうというのに。

「や。でもアタシ妖精だから三歩歩いたら忘れちゃうし？」

「それは妖精じゃなくて鶏にわとりだ」

　言ってユーゴはアグネータをしがみつかせたまま、木箱をひっくり返して用意した簡易の食しよく卓たくに鶏卵と赤茄子の炒り付けを入れた皿、焼麦餅の籠かご、香こう茶ちやの湯吞カツプを並べていく。

「……そういえば、聞いてなかったな」

「なにが？」

「そもそも院長を殺す際に、俺もついでに射殺できただろう？」

　そうすればその後で、ユーゴと出会って銃を向け合う様な事も無かった筈で。

「その後も……逃にげた後で、俺を後ろから撃つ機会は幾らでもあっただろ。なんで俺をわざわざ仲間にした？　目撃者は殺すんだろう？」

「だって仲間っていうか、助手にしたら、殺さなくていいし？」

「いやだから……それこそ、殺した方が面めん倒どうが無いだろう？」

　今いま更さらといえば、どうしようもなく今更な事を訊いている自覚は在ったが。

　なし崩くずしに一いつ緒しよに逃げて、他に行くあても無いので一緒に行動して、ひどく自じ堕だ落らくな彼女の生活を見るに見かねて助けてやる様になって、挙げ句──なし崩しに、彼女の元に依頼の来る『仕事』を手伝う様になって。この一年間、色々あってつい聞きそびれていたのだが……だからこそ今尋たずねてもいけないという理由も無いだろう。

「んー……？　なんでかなぁ。お互たがい一目惚れってやつ？　にひひひひ」

　などとアグネータは言い出した。そういえば、逃げる際に、何かアグネータはユーゴが彼女に一目惚れしたのだ、とくだらない勘かん違ちがいをしていた様だが。

「何がお互いだ。大体、あの時お前が俺に惚れる要素とか在ったか？」

　逃げる際に肩を貸したのは完全にお互い様だ。

「んー？」

　アグネータはユーゴの、栗り鼠すの尻尾しつぽの様に束ねた髪かみを摑つかんでしばらく唸うなっていたが。

「……ユーゴのってすごく立派だし？」

「何ど処こに一目惚れしてんだよ」

「光学照準器スコープ越ごしに見たら、拡大されて三倍だよ三倍、さんばーい」

　まあ確かにテレシアが撃たれた際、ユーゴは勃ぼつ起きした男性自身を晒さらしていた訳だが。

「私の初めては、この立派なアレにあげちゃおうとその時思ったのでしたぁ」

「思うな。妖精ってのはあれか、全員、色いろ狂ぐるいか何かか」

「にひひ。かもねぇ」

　そう言ってユーゴの背中から離はなれると、アグネータはユーゴの前に──平炒鍋とこれを搔かき回すための大おお匙さじを片付けようとしているところに、するりと入り込んできて。

　アグネータは素すっ裸ぱだかだった。

　呆あきれた事に、沐もく浴よくの後、身体を拭ふいて、そのままだったらしい。

「そういう訳で一発、おはようの性交セツクスしよっかぁ」

　と言って、握にぎり拳こぶしを──人差し指と中指の間から親指の先を覗かせる様に握り込んだ右手を示してくるアグネータ。妖精は総じて気高く上品だというのが世間一いつ般ぱんの評価なのだが……いわゆる世間の評判というものが如い何かにあてにならないか、ユーゴはこの一年で嫌いやという程ほどに思い知っていた。

「だからもう昼だ。というか、まっぴらごめんだ、馬ば鹿か妖精」

　そう言いながら平焼鍋と大匙を水を張った桶おけに突つっ込こむユーゴ。

「にひひ。照れなくてもいいし？」

「妖精の女相手じゃ勃たたないんだよ。前にも言っただろうが」

「そうだっけ？　じゃあ私の処女喪そう失しつはいつになるのさ？」

「知らん。急ぐんなら、そのままの格好で外に出て寝ね転ころんでみるのがお薦すすめだな。値段書いた看板でもあると、手っ取り早いぞ」

　むしろ、ただ裸の女が『襲おそってください』とばかりに転がっていると、何かの罠わなか、と勘ぐられるのがナルニエ通りという所である。

「値段っていくらくらい？」

「知らんが五ドルク位か？」

　ちなみに大きめの焼麦餅が三ドルク程である。

「じゃあ五ドルク後で払はらうし。優やさしくしてねぇ」

「待て。なんでお前が払う話になってるんだ？」

「五ドルク払ったらユーゴが襲うって話じゃないの？」

「千ドルク貰もらってもお断りだ。お前が貰うんだよ」

「あ。そうなんだ？　ふぅん？　まぁいっか」

　そう言って裸のままふらふらと出て行こうとする赤毛頭を、摑んで引き戻もどす。

「先に昼飯食ってけ。無む駄だになる」

「にひひひひ」

　頭を鷲わし摑づかみにされたまま、何な故ぜか嬉うれしそうに笑うアグネータ。

「というかその前に服を着ろ」

「ユーゴって恥はずかしがり屋さんだねぇ」

「まあ、お前よりは羞しゆう恥ち心しんを知っているという自負はあるな」

　などと──いつものやりとりをしていると。

「──あ」

　とアグネータが声を上げる。

　開かれっぱなしだった窓から何かが飛び込んできた。

　何かは風に乗ってするりと部屋を横切ると、窓の反対側の壁かべに当たって──そのまま床ゆかに落ちた。灰色の封ふう書しよ。その脇わきで一いつ瞬しゆん、光と影かげの具合で羽を生やした少女の姿が浮うかんで消えるのが見えた。

「新しいお仕事かな？」

　ひょいとユーゴから離れて、窓の方に行くアグネータ。

　その、尚なおも素っ裸のままの後ろ姿を眺ながめながら──ユーゴはこっそりと溜ため息いきをついた。
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　しばしば人は、精神と肉体を切り分けて考えたがる。

　更に言えば、精神は肉体よりも上位であると思い込みたがる傾けい向こうが強い。

　致ち命めい傷しようを負った兵士が、気力を振ふり絞しぼって戦い続けたとか。

　修行を重ねた高こう僧そうが、燃え盛さかる火の上を平然と歩いたとか。

　強きよう靭じんな精神が肉体の上に奇き跡せきを起こすのだ──と。

「……あ、が、が、が……」

　だが妖精エルフドリス・オングストレームに言わせればそれは間違いだ。

　どうしようもなく、とんでもなく、間違いだった。

　精神は肉体の奴隷だ。肉体は精神を閉じ込める檻おりだ。

　両者は不可分で──しかも、しばしば精神は肉体に従属する。精神を揺ゆさぶりたければ肉体を揺さぶればいい。精神を壊こわしたいなら肉体を壊せばいい。どんなに高潔な騎き士しも、飢うえれば山さん賊ぞくに堕だして無む辜この民たみを襲うし、貞てい淑しゆくな乙女おとめも、顔の形が変わる程に殴なぐられれば自ら股またを開く。そういうものだ。

「え？　なんですか？」

　とドリスは身を屈かがめて椅い子すに縛しばり付けられた男の顔を覗のぞき込む。

　その普人ヒユーマンの男の、元々ドリスらの様な妖精に比べると小さくて丸い耳は──今どちらも本来の半分以下の大きさになっている。ドリスが丁てい寧ねいに、削そぎ続けてきたからだ。

　耳だけではない。男の身体はあちこちが既すでに削けずられている。手足の爪つめは既にもう一枚も無いし、歯も大半が折られている。勿もち論ろん、出血多量で死なれてはつまらないので、止血はしてあった。きつく縛られた手足は既に先の辺りが紫むらさき色になっていて、壊え死ししかかっている様だが。

　どこをどのように削れば死ぬのか。どこをどのように削れば死なないのか……そういう事について、ドリスはとても経験豊富な専門家だった。

「そろそろ限界かもしれませんね」

「構わんよ。聞きたい事は概おおむね聞き出したからね」

　と──執しつ務む机の向こう側から言ってくるのは、雇やとい主アウグスト・ハーンである。

　彼はドリス同様に妖精であり……同時に優ゆう秀しゆうな商売人だ。

　その証あかしに、彼の自宅兼事務所には庶しよ民みんが一生掛かかっても買えない様な高価な装そう飾しよく品が溢あふれており、少なくない額の『心こころ尽づくし』を彼から受けている権力者達は、その意向を無視できない。

「やはり普人は幼よう稚ちだね。割に気が利きくからと使っていたのだが」

　丁寧に撫なで付けられた銀ぎん髪ぱつ。切れ長の蒼あおい両りよう眼め。若じやつ干かん、神経質そうな線の細さはあるが、端たん正せいなその顔は数百年を経過しても緩ゆるみ弛たるみとは無む縁えんで、肌はだの艶つやが衰おとろえる様子も無い。

　妖精としてその容姿は、他ほかの種族から見ればいわゆる青年のまま──しばしば初対面の相手に若造と侮あなどられがちなのが悩なやみの種だそうだが、そういう不心得者は大たい抵てい、すぐに考えを悔くい改める事になる。

「情に絆ほだされるなど、愚ぐ劣れつの極きわみだよ」

　そう言ってアウグストが机の上の書類を指先で弾はじく。

　そこには『商品』の写真が添そえられていた。異界からもたらされた写真機は未まだ高価だが、絵と違ちがって主観が入り込む余地が殆ほとんど無い。ありのままに映し出されるからこそ、商品の説明には非常に便利だ、とアウグストは言っていた。

　写っているのは、鋼鉄の首輪を塡はめられ、壁かべ際ぎわに並べられた十人の少年少女達。

　アウグストの取り扱あつかう『商品』である。内訳は獣祖ライカンスロープ族が五人、鉱精ドワーフ族が四人、妖精族が一人。普人族は写っていない。商品としての需じゆ要ようが少ないからだそうだ。

　近々取引の対象となる筈はずだったその『商品』は……しかし逃とう亡ぼうした。

　彼等の脱だつ走そうの手引きをしたのは今椅子の上で血を流している男──アウグストの部下だった男だ。アウグストの『奴隷倉庫』で商品管理を任されていた者の一人である。

「見返りに、奴隷の一人と寝たそうですけれど」

　とドリスは笑いながら男の下半身を──服が切り裂さかれ、剝むき出しになっている男性器を見る。当然ながら、流血による血圧低下で男のそれは哀あわれな程に小さく萎しなびていた。

「その点も問題だね。商品に手をつけるなど。それだけでも『解かい雇こ』に値あたいするよ」

　アウグストは無表情にそう断じた。

　ハーン商会の人間に『退職』は無い。文字通りの永久就職がハーン商会の『売り』の一つである。だから自分から職を辞する事も許されない。『解雇』された場合はそこで強制的にその者の人生は終しゆう了りようさせられる──主にドリスの手で。

「──ですって。でも最後にコレ、沢たく山さん使えたのですから、悔いはないですよね？」

　短たん剣けんの切っ先で萎びた男性器を撫でてやると、びくりと男の身体が震ふるえるのを見て──ドリスは深い深い喜びを覚えた。

　ああ。この男は生きようとしている。未だ生きたいと思っている。こんなにあちこち切り刻まれて、手足は胴どう体たいより先に死につつあるのに、未だ、意い地じ汚きたなく、嫌だ嫌だ死ぬのは嫌だと思っている。なんという感情の迸ほとばしりか。なんという本能の滾たぎりか──

「……地じ獄ごくに落ちろ……糞くそ妖精共……」

　だが男は食いしばった歯の間から呪じゆ詛その如ごとき声を漏もらした。

「……貴様等みたいな下げ衆すは……〈妖精刈りエルフ・リーパー〉に殺されればいい……！」

「あら。未だ元気ですね」

　とドリスは言いながら、短剣を──無造作に男の股こ間かんに振り下ろした。

「──ッ!!」

　男性器を根元から切断されて、男が痙けい攣れんする。

　股間から、今いま更さらの様に血と小便が垂れ流され、予あらかじめ椅子の下に敷しいてあった防水布の上に滴したたり落ちる──既に出来ていた血と尿にようと汗あせの汚お水すい溜だまりが一層、広がった。

「痛いですか？　もしもし？　びくんびくんしてますよ？　まぁ──素す敵てき」

　白眼を剝いて痙攣する男の顔を覗き込み、その顔を掌てのひらで固定しながら──ドリスはゆっくりと、見せつける様に男の両眼に、親指をねじ込んでいった。

「ぎっ……があっ……!?」

　指先に生じる、ぷちゅ──と柔やわらかい何かが潰つぶれる感覚。

　取り返しのつかない何かが喪うしなわれた、という事実が生々しい感かん触しよくとして伝わってくる。

「はぁ……本当、素敵です……貴方あなたの中……温かくてびくびくしてて」

　押し潰された男の眼球を──その残ざん骸がいをほじくり出して、ドリスは陶とう然ぜんと言う。

　男の口の端はしから、眼がん窩かから飛んだ血の飛沫しぶきが──生々しい生命の紅あかが、彼女の白い顔や銀の長い髪かみに散って、鮮あざやかに映はえていた。

「愉たのしむのは契けい約やくのウチだからいいがね。あまり絨じゆう毯たんを汚よごさないで貰えるか。君の給料の二年分はする値打ちものなんでね」

　アウグストがふと手にした書類から眼を上げてそう言ってきた。

　大量の血と汗と尿が、防水布からもこぼれて絨毯に染しみを作り始めている。久しぶりの『御ご褒ほう美び』とあってドリスが発はつ憤ぷんした結果だ。普ふ段だんならここまで大量に体液が出る前に終わるのだが。男の生命力が意外に強かったというのもある。

「勿論、心得ています。後で部下にでも洗わせますよ、会長ボス」

　痙攣を継けい続ぞくする男の死体から手を離はなしながら、ドリスは艶えん然ぜんと笑った。
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　ガザード領の西方に位置する都市スカンラン──郊こう外がい。

　交易都市としての賑にぎわいを見せるスカンランの街の中心部とは打って変わって、自然の豊かな場所である。街の中心部から真っ直すぐに伸のびてきた道は、密に生え揃そろう木々の間を抜ぬけて、丘おかの上の大きな屋や敷しきに通じていた。

　いや。単に屋敷と表現すれば語ご弊へいが生じる。

　それは屋敷というより……城じよう塞さいに近い。

　風景との調和など一いつ切さい考こう慮りよしないその外観は、耐たい火か煉れん瓦がを多用した無骨な造りで、その上、堀ほりや石いし垣がきに囲まれ、門の前には跳はね橋まで備わっている。幾いくつか物見塔とうらしきものまで建てられているのも見えた。

　時折──木々の作る暗がりを横切る青白い光は、光の精霊ウイルオウイスプであろうか。魔ま術じゆつ師しが各種精せい霊れいを使し役えきする事は珍めずらしくないが、番犬代わりに常に侍はべらせておく、巡じゆん回かい警備させるとなると──専門の魔術師を複数人雇って交代制で務めさせねばならない。そういう豪ごう勢せいな警備が出来るのは、領主や貴族を除けば、ごくごく一部だ。

「……凄すごいな。領主の城並みか……」

　双そう眼がん鏡きようから眼を離してユーゴは呟つぶやく。彼は今──丘を囲む森の、その片かた隅すみに居た。北東側から一定の距きよ離りを置いて丘の上の屋敷を観察している状態だ。

「……凄いっていうより面めん倒どう臭くさいし」

　欠伸あくびを嚙かみ殺しながらそう評するのは──ユーゴの脇わきに転がるアグネータである。

　別に何かに躓つまずいて転んだとか、気分が悪くなって倒たおれたとかではなく、単にユーゴから剝はぎ取った外がい套とうを地面に敷いて、その上に寝ねているのだ。

　木々の梢こずえの間からこぼれ落ちてくる午後の日差しは暖かく、彼女でなくても眠ねむ気けを覚えるのは無理なからぬところだが、今は『仕事』の──正しくは下見の真っ最中である。倫りん理りや道徳と無縁の殺し屋とはいえ、もう少し勤労意い欲よくというものを覚えて欲しいというか、真しん摯しに取り組んでしかるべきではないか、とユーゴは思った。

　思っただけで口には出さないが。この妖精に説教の類たぐいが無む駄だなのはよく分かっている。

「もっとこう……狙ねらいやすい所に住んでて欲しいし」

　とごろごろ寝返りを打ちながら、更に恐おそろしく勝手な事をほざくアグネータ。

「自殺志願者でもない限り、そんな真ま似ねする馬ば鹿かが何ど処こに居るよ。さすがに『大物』って事だな、アウグスト・ハーン」

　アウグスト・ハーン──妖精族の商人。ユーゴ達が見ている屋敷の主あるじだ。

　彼が興おこし会長を務めるハーン商会は、〈異界戦争〉以前からの──創業四百年を超こえる老舗しにせで、食料品から工芸品や美術品、武器、愛あい玩がん動物まで、手広く商売を行っているという。永年の取引で得た人脈コネは各地の貴族や王族にまで及および、その発言一つ、采さい配はい一つで、村や町の一つや二つが容易たやすく滅ほろびるとも言われている。

　要するに掛け値ね無しの大物で──それを思えば屋敷の威い容ようも納なつ得とく出来る。下手な地方領主よりも金を持っているのだろう。そしてそういう大物に手を出したがる者は意外に多いので、自然とその住居は厳重な警備が施ほどこされる事になる。

「……本当、面倒臭いし……周りの樹きも邪じや魔まだし……建物にも殆ど窓が無いし……」

「西側からなら樹は少なくて狙えそうではあるが──山から吹ふき下ろしてくる風が強いからな。さすがに無理か。窓が少ないのはどの方向も同じだろうしな」

　狙そ撃げきするには条件が悪すぎる。

　そもそも何処に標的の部屋があるのかすら、外から見る限りでは判別がつかない。

「資料を読んだ限りじゃ、〈異界戦争〉直後のゴタゴタの際に、商売敵がたきに銃じゆうで狙撃された事があるらしくてな。だから警けい戒かいしているんだろう」

　とユーゴはアグネータに双眼鏡を手て渡わたしながら言った。

　数少ない窓という窓には、いずれも遮光布カーテンが下ろされていて滅めつ多たに開かれる事は無く、外から窓越ごしに中を窺うかがい知るのも難しい。人ひと影かげが遮光布越しに見える事は在ったが、それが標的アウグスト・ハーンであるという確信を得る事は出来なかった。

「迷めい惑わくだし、その商売敵。同業者なら仲良くすればいいのに」

　寝転がったまま、双眼鏡で明後日あさつての方向を眺ながめるアグネータ。だらけきってやる気というものが全く感じられない彼女の姿を、ユーゴは一いち瞥べつし──

「奴ど隷れい商人なんざ、人間のクズだ。好きに殺し合えばいい」

　──そう吐はき捨てた。

「…………ユーゴ？」

　双眼鏡を眼から離してひょっこりと起き上がるアグネータ。

　彼女は不思議そうにその眼を瞬しばたたかせながら、ユーゴの前に回り込むとその顔を覗のぞき込んでくる。ユーゴの物言いが少し普段と違う事に気がついたのかもしれなかった。

「ひょっとして、ユーゴ、奴隷商人嫌きらい？」

「大好きだって奴やつはあまり居ないんじゃないか？」

　むしろ顧こ客きやく達ですら奴隷商人という職業に好意や敬意を抱いだく事は稀まれだろう。何処からどう見ても他人から好かれたい者がやる様な仕事ではない。

「ふぅん……？」

　とアグネータは首を傾かしげて何やら思案顔である。考えてみれば──この一年、ユーゴは何度か彼女の『仕事』に付き合ってはきたが、『標的』が奴隷商人だったのは今回が初めてだ。

「どうでもいいだろう？」

　脳のう裏りを過よぎる不ふ愉ゆ快かいな思い出に、顔をしかめながらユーゴは言った。

「それともアグニ、お前、奴隷商人に何か特別な思い入れでもあるのか？」

「そうじゃなくてユーゴって奴隷商人、嫌いなんだなって。珍しく積極的なのはそのせい？」

「それは──」

　自分では殊こと更さらに積極的な積もりは無かったのだが……アグネータの眼めからはそう見えるのかもしれない。

（まあクズ度合いでいえば、今までの『標的』も大差無いんだが……）

　ファンヌ・リンドステッドや、その他──この一年でユーゴがアグネータを手伝いながら見てきた妖精達は、いずれもが紛まぎれもない『人間のクズ』だった。

　麻ま薬やく製造、奴隷売買、信徒から度を越した搾さく取しゆを続けて大量の『殉じゆん教きよう者』を出した新興宗教の教祖といった『大物』から、詐さ欺ぎ師しや、複数の愛人を娼しよう婦ふとしてこき使っていた様な『小物』まで……その『クズっぷり』は様々だ。

　ただ、いずれもが他人を人間として見ていないかの様な──自分の利益の為ために他人を利用し、その結果として死なせても平気な連中ばかりだった。

　だからこそアグネータの『殺し』に手を貸してもあまり胸が痛まなかった。

　あの連中は死んで当然の奴やつ等らだから……と。

（まあ、対象が誰だれであろうと『人殺し』に手を貸してる時点で、俺も負けず劣おとらずのクズな訳で……案外、記き憶おくを失う前はアグネータと同じ様な『商売』だったのかもな）

　他人を利用しているという意味では、ユーゴも同じだ。

　何な故ぜか銃器を自由自在に扱あつかえる。

　何故か武術めいた動きが出来る。

　まるで肉体にそれらの技能が刻みつけられているかの様に。

　自分の過去は未いまだに分からないままだが、アグネータと共に命のやりとりをする現場に身を置く事で、何か自分の中に『響ひびく』ものがある。過去に繫つながる何かが引きずり出されてくる感がある。ならば繰くり返していれば何か思い出せるのではないか──ユーゴがアグネータの手助けをしている積極的な理由はそれだった。

　自分の記憶を取り戻もどす為に、ユーゴはアグネータを利用しているのだ。

「しかし……アグニ」

　ユーゴは改めてアグネータから返された双眼鏡を覗き込む。

「今更だが、お前の『依い頼らい主』は何を思って奴を殺せと？」

「さあ。わかんないし」

　あっさりとアグネータはそう言った。

　世間ではアグネータは──〈妖精刈りエルフ・リーパー〉は無む秩ちつ序じよな殺さつ戮りく者だと考えられている様だが、実際には依頼を受けて仕事として殺しを続けている、いわば職業的暗殺者だ。

　例えば、先日その『依頼主』から届いた手紙には、標的であるアウグスト・ハーンの名前と素す性じよう、屋敷の場所、詳しよう細さいな周辺事情、そして仕事の『締しめ切り』が記されていた。だが『依頼主』が何を思って今回の標的にアウグスト・ハーンを選んだのかは、記き載さいが無かった。前回の標的であるファンヌ・リンドステッドの時と同様である。

『依頼主』とは何者で、何を目的に妖精殺しを依頼してくるのか？

　殺しの対象に選ばれるのがいつも世間的な価値観から見て『悪人』であるからといって、この『依頼主』が義ぎ憤ふんに駆かられた正義の人と決まった訳ではない。




　汝なんじ、既すでに人間にあらず、妖精にあらず、死を忘れたる汝、既に鬼おになり




　アグネータが引き金を引く際に唱えるあの文句は、『依頼主』から教えられたものなのだという。殺す時にそう唱えるのも仕事の内なのだとか。聞きようによってはあれは、死にゆく妖精達を侮ぶ蔑べつし、罵ば倒とうする言葉の様にも思える。

　妖精に対して復ふく讐しゆうをしたい？　妖精が死ぬ事で溜りゆう飲いんを下げている？

　すると世間で噂うわさされている様に、アグネータの『雇やとい主』は、妖精の天敵として滅ぼされた小鬼ゴブリンや猪鬼オークといった『害がい獣じゆう』の生き残りなのか？

　それとも──

「で、どうしよう──ユーゴ？」

　ユーゴが考えているとアグネータがそう声を掛かけてくる。

「俺に訊きくな」

「だってユーゴが無理だって言ったし？」

　あくまでユーゴは助手であって、暗殺者としての主体はアグネータだと思っていたのだが……この面めん倒どくさがりの妖精は、ユーゴに手伝って貰もらう事に味を占しめたらしく、こういう難しい案件となると、作戦の立案をユーゴに丸投げしようとする傾けい向こうがある。

「標的が屋や敷しきの中に居るのを狙うのは難しいな。狙撃に限らないなら、まあ方法はあるだろうが……屋敷ごと焼くとか」

「自分で気付いてる？　ユーゴってかなり鬼き畜ちくだし？」

「殺し屋が言うな」

　丸ごと焼き尽つくせればよし、それが無理でも焼け出されて出てきたところを狙撃出来る。

　だが──さすがにアグネータに言われるまでもなく、これは少々強ごう引いんに過ぎる。対象のアウグスト・ハーン以外も大量に死なせてしまう可能性が在るし、逆にハーン邸ていの防火対策が万ばん全ぜんならば、全くの無意味で相手を警戒させるだけだ。

　ましてハーンの屋敷は元城じよう塞さいだ。単なる火災対策のみならず、放火への対たい抗こう策も構造的に組み込まれている可能性が高い。

「後は……待つか、だ。奴は商売人だ、それも資料を見る限り、割と昔気質かたぎの。ならば商品の品質確かく認にんを部下に任せっぱなしにはしないだろう。自分の眼で確認する為に、倉庫に出かける時もある筈はずだ。そこを狙う」

「商品倉庫って、屋敷の横に建ってるやつ？」

「違ちがう。表の商売の商品とちがって、異界に売る奴隷の方は、身の安全を図はかる為にも別の場所に置いてる筈だ」

　異界との取引は重罪である。

　正確に言えば……異界との取引は全すべて領主の特権だ。

〈異界戦争〉の後、異界との無差別・無制限な交流は危険であるとして、大だい賢けん者じや達の提唱により全ての国家で厳重に管理されている。取引は一部の品目に限られ、その量も制限され、領主達が直じかに異界と取引する形になっていた。

　だからこそ、如い何かに貴族や領主に顔が利きくアウグスト・ハーンでも、異界相手の奴隷売買は、その商売が表おもて沙ざ汰たになれば立場がまずくなる。国家という枠わく組ぐみを超えた全世界的な取り決めであるからだ。もしハーン商会のこの裏の商売が──その証しよう拠こが表沙汰になれば、商売敵やらアウグスト・ハーンの干かん渉しようを鬱うつ陶とうしいと考える貴族達が、大義名分を得てここぞとばかりにアウグスト・ハーンを捕ほ縛ばくし、ハーン商会そのものを取り潰つぶしに来るだろう。

「……噂をすれば……だな」

　双そう眼がん鏡きようの中の視界に、一台の馬車が屋敷から出てくるのが見えた。
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　ハーン商会には幾いくつかの『隠かくし倉庫』が在る。

　表向きの──咎とがめられる事の無い『真っ当な』取とり扱あつかい商品とは異なる、違い法ほうな品物を取引の時まで保管しておく為の場所。

　そしてそれは殆ほとんどが異界絡がらみの商品だった。

　異界から密輸入した、最新の武器や機械、薬品類等。

　異界へと密輸出する、こちらの世界の稀少な生物。

　統一通貨が無い以上、どうしても取引は物ぶつ々ぶつ交こう換かんになる事に加え、ハーン商会が提供する商品は天然物である以上、個々の品質にばらつきがどうしても生じる。それ故ゆえにハーン商会は常に一定以上の……一度の取引で必要となる量よりも、多くの商品を維持管理ストツクしておく必要が出てくる。

　だからその『隠し倉庫』は実質的に檻おりだった。

　異界には存在しないとされる生物を、常時、一定数以上飼育しておく為の。

　だが種類を問わず生き物を大量に維持管理するとなると、その施し設せつの隠いん蔽ぺいは非常に難しいものとなる。とりあえず木箱に詰つめ込んで街中の倉庫に積み上げておく……という訳にはいかない。故に──

「いつ来ても殺風景な所ですね」

　馬車を降りたドリスは顔をしかめてそう感想を呟つぶやいた。

　確かにそこは……およそ潤うるおいという概がい念ねんとはかけ離はなれた土地である。

　草木の緑は殆ど見られない。見み渡わたす限かぎりに広がるのは灰色と黒の岩いわ肌はだばかりだ。

　代わりに──此こ処こには巨きよ大だいな『岩の樹き』が無数に生えている。

　一本一本がまるで山の様な規模の、岩で出来た樹木状の構造物。それらは無秩序に枝を広げ、絡からみ合い、倒たおれかけては支え合って、複雑怪かい奇きな景観を生み出していた。

　まるで神話の怪物が吐はくという息で、森そのものが石化したかの様にも見える。

「本当……鉱精ドワーフ達もよく掘ったものです」

　此処はかつて、巨大な岩山だったという。

　そしてその山頂部には、奇き跡せき的に稀き少しような鉱石が複数種、しかも豊富に存在した。

　故に──鉱精達を中心とした採さい掘くつ隊によって縦じゆう横おう無む尽じんに坑こう道どうが掘ほられ、際限なく鉱物資源が運び出された。千年にわたる容よう赦しや無い採掘によって、強固な岩山はまるで海綿の様に穴だらけにされてしまい……そこを更さらに千年に一度と言われる地じ震しんが襲おそった。

　地震そのものはすぐにおさまったが、崩ほう壊かいは連れん鎖さし、およそ三日三晩続いたという。

　結果……鉱精達の魔ま術じゆつによって徹てつ底てい的に補強されていた坑道だけが骨の様に残り、他ほかの部分は全て土石流となって麓ふもとに押し寄せた。鉱山それ自体は勿もち論ろん、麓の街や村にも大量の死傷者を出し、そうしてこの岩山自体が危険地帯として閉へい鎖さされたのだ。

　この『岩の樹』の森はつまり……崩くずれ残った坑道なのである。

　その全てを把は握あくしている者は居ない。迂う闊かつに足を踏ふみ入れれば二度と出られぬ天然の迷路と化している上、崩落で死んだ鉱精達の幽ゆう霊れいが彷徨さまよっているという噂もあって、通常は誰も此処には近づきたがらないのだ。

　そんな放ほう棄きされた採掘場を、ハーンはむしろ好都合と、格安で丸ごと買い取った。

「来るのも大変、来たら来たで寒い、おまけに──」

　ドリスは懐ふところから紙巻き煙草たばこを一本取り出すと、同じ手で燐寸マツチを取り出して近くの岩で擦こするが──二度三度やっても、火花が散るだけで中々火がつかない。結局、ドリスが煙草に火をつけるのに成功したのは五度目だった。

「煙草の火付きまで悪い……最悪です」

　この辺りは高い標高のせいで気温が低く、空気そのものが薄うすい。

　距きよ離りとしてはさほどでもないのだが、ハーン邸から半日も移動時間を費ついやすのは、移動の大半が坂道であるという事に加え、この環かん境きように馬も、そして御ぎよ者しやや乗客も慣れるのに少々時間が掛かるからである。

「──オングストレーム様、ようこそおいでくださいました」

　と──ドリスの前にやってきて一礼するのは『隠し倉庫』の管理者の一人だった。

　妖精の男だ。先にドリスが『退職』させた一人と違って、この『隠し倉庫』の管理者は殆どが二百歳未満の比ひ較かく的若い妖精達である。

「こちらへ」

　管理者が指し示すのは、近くに生えた岩の樹の根元──そこに穿うがたれた穴である。

　此処が『隠し倉庫』の入り口なのだ。

　ここから延びる坑道のあちこちに、改めて鉄てつ格ごう子し付きの小部屋が造られ、そこにハーン商会の商品が──即すなわち、異界には居ないとされる生物、それに各種族の奴ど隷れい達が閉じ込められている。そして前述の通り、複雑怪奇に入り組んだこの坑道は、それ自体が鉄格子とは別に商品の逃とう亡ぼうを阻はばむ仕し掛かけとして機能する。いや。機能していた──のだが。

「まずは逃にげた奴隷の居た部屋を──」

「そんなのはいいですから」

　とドリスは片手をひらりと振ふって言った。

「私は壊こわし潰しが専門なんです。施設の造りや管理体制に不備があったかどうかなんて、見せられても分からないです。それはまた今度、会長が来てすると思いますよ」

「…………は。然さ様ようで」

「それより。逃げた奴隷は全部捕つかまえたのですか？　確か十人も逃げたとか」

「……五人は、捕まえたのですが」

　管理者は眼めを伏ふせて呟く様に言った。

「五人？　たった五人？」

　ドリスは驚おどろいた、とでも言うかの様に両手を広げて言った。

「逃亡が発覚してもう丸一日経たつというのに？　貴方あなた達が総出で捜さがして？　素す晴ばらしい、お見事です。会長がお聞きになったら大喜びで貴方達を『解かい雇こ』してくれるかも」

「…………」

「で、残り五人は？」

「三人は、追い詰めたところで……『枝』から落ちてしまって」

「奴隷になる位なら死ぬと？　それとも単に足を滑すべらせたのですか？」

「足を滑らせたみたいです。落ちた三人は皆みな、死にました」

「で、残り二人は？」

「恐おそらく落ちた三人と同様に何ど処こかで──」

「恐らく？　あなた、今、恐らくって言いましたか？」

　切れ長の眼を瞬しばたたかせてドリスは問うた。

「死体は確認してないのでしょう？」

「…………はい」

「まあそう簡単に逃げられはしないんでしょうけれど？」

「はい。山道には全て見張りを置いていますので」

「分かりました。状じよう況きよう報告、お疲つかれ様です」

　頷うなずいてからドリスは──ごくごく自然な仕草で懐から一挺ちようの拳けん銃じゆうを抜ぬくと、安あん堵どの溜ため息いきをついている管理者の足を無造作に撃うった。

「──っ!?」

　轟ごう音おんと共に革かわ靴ぐつを貫かん通つうして足の甲こうに食い込む銃じゆう弾だん。撃たれた管理者が声にならない悲鳴を上げてその場に座り込むその様子を見ながら──

「痛そうですね。痛いでしょう？」

　と拳銃を掲かかげながらドリスは問うた。

　ベレッタＭ84自動拳銃──部品も弾薬もこちら側の世界で密造された粗そ悪あくなものではなく、異界謹きん製せいの代しろ物もので、異界との取引でハーン商会が密輸入した品の一つだ。一発の威い力りよくは控ひかえめだが、ドリスに言わせれば、むしろそこが良い。身に付けて携けい行こうするのに無理の無い大きさと重さながら、十三連発という火力を備えているところも、ドリスのお気に入りだった。

「会長が──逃げた奴隷を捜すついでに、お馬ば鹿かな子にお仕置きしておいてほしいと仰おつしやって。指を一本か二本切り落とすのも良いのですけれど、それでは仕事に差し障さわりますし」

　とむしろ優やさしげな笑え顔がおでそう告げるドリス。

「これを教訓にして仕事に励はげんでください、坊ぼうや。私達は逃げた兎うさぎを追いかけます」

　そう言ってドリスは馬車の後部に回り込むと、両開きの扉とびらを開く。

「さあさ、出番ですよ、皆さん？」

　そこには──八つの棺ひつぎが積み込まれていた。

　ドリスが車輪の脇わきに突つき出ていた操作桿レバーを蹴けると、貨物部の床ゆかの一部が、まるで割れて落ちるかの様な勢いで下がって傾けい斜しやを造る。雪崩なだれをうつ様にして滑り落ち、何な故ぜか最初からそう配置されていたかの様に、綺き麗れいな扇おうぎ状じように並ぶ棺かん桶おけ八つ。それを見てドリスは満足げに頷いた。

「兎うさぎ狩がりに出かけましょう」

　とまるで楽団の指揮者の如ごとくベレッタを手にした右手を高々と掲げてみせる。

　次の瞬しゆん間かん、地面に散らばった棺桶は一いつ斉せいに内側から開いた──否いな、弾はじける様に蓋ふたが跳はね飛んだ。高々と跳ね上がった後に、八枚の蓋が地面に落ちて音を立てる。

「…………」

　中から起き上がったのは──手足は勿論、顔に至るまで、全身に微み塵じんの隙すき間ま無く包帯を巻き付けられた人ひと形がただった。

　いわゆる木乃伊ミイラである。

　ただし全身を覆おおう包帯にはびっしりと魔術の紋もん様ようが描かき込まれており、その上から頑がん丈じような長靴や、化学繊せん維い製の弾倉入れマグポーチ付き胴どう衣いを着せられ、挙げ句、手にはＭ４突撃アサルト小銃ライフルを携たずさえていた。

　勿論──明らかに普ふ通つうの骸むくろではない。

　武装以前に屍しかばねは自分から動いたりしない。気味が悪い程ほどに揃そろった動きで、突撃アサルト小銃ライフルの装塡桿コツキングハンドルを操作して初弾を薬室チヤンバーに送り込んだりもしない。

「さあ、皆さん、お仕事ですよ──前進！ゴーアヘ　素敵な一日にいメイクたしましょう！マイデイ」

　ドリスはそう命じると、武装木乃伊ミイラの集団を従えて歩き出した。




　　　　●




　ユーゴは双そう眼がん鏡きようを下ろして眉まゆを顰ひそめた。

「あれは……」

　ハーン商会から出た馬車を目もく撃げきして半日。

　ユーゴ達は移動用に予あらかじめ調達していた小型の二頭立ての馬車で──『岩の樹』の森に入ってからは徒歩に切り替かえて、これを追いかけてきた。

　徒歩に切り替えたのは、さすがに『岩の樹』の森に入ると他の馬車や牛車の姿が途と絶だえてしまい、尾び行こうに気付かれる恐れがあったからだ。

　おおよそ向かう先には見当がついていたし、ハーン商会の馬車の速度も落とされていた為ため、徒歩で後をつける事はそう難しくなかった。ちなみにユーゴ達の馬車はこの『岩の樹』の森を出てしばらく行った辺りに隠かくしてある。

「どうしたのさ？」

　隣となりのアグネータがやはり欠伸あくびを嚙かみ殺しながら尋たずねてくる。

「……自分の眼で見た方がいいな」

　そう言って彼女に双眼鏡を渡わたすユーゴ。

　今──ユーゴ達は『岩の樹』の一つ、その一ひと際きわ太い枝の上にいる。

　そこから、問題の『隠し倉庫』の入り口らしき場所を──そこに停とめられた馬車を見下ろしている状態だ。距離は三百メートル余りだが、ユーゴ達の方が高い位置に居るので、相手に発見される可能性は低かった。

「あれ……珍めずらしいし」

　とアグネータは吞のん気きな口調でそう評した。

「死霊使いネクロマンサーだし」

「妖精って、精せい霊れい魔ま術じゆつ専門じゃないのか？」

　ユーゴはアグネータが風の精霊に語りかけて魔術を使うところを何度も見ている。

　先程も、風の精霊を召しよう喚かんして馬車の見張り番として置いてきた。不心得者が迂闊に馬車に触さわろうとすると、旋せん風ぷうに巻かれて『警告』を受けるし、それでもなお諦あきらめないなら、突とつ風ぷうになぎ倒たおされる事になるそうだ。

　アグネータに限らず、妖精族は風の精霊を召喚する場合が多いので、ユーゴはてっきりそれ専門なのだと思っていたのだが。

「そんな事ないし？　まあ誰だれしも個性っていうか、向き不向きってものはあるし。それに魔術を極きわめていくと案外、応用が利きくって話だから、複数の系統の魔術を習得している人もちらほら居るし。私は風の精霊召喚だけだけど」

「……木乃伊ミイラに突とつ撃げき銃じゆうを持たせてる。予備弾倉も。厄やつ介かいだな」

　あの妖精の女が木乃伊ミイラに突撃銃と予備弾倉を持たせている以上、それはつまり──銃を構えて、狙ねらいを付けて、引き金を引く、弾たまが尽つきたら弾倉を交こう換かんし、装塡器ボルトを解放して初弾を薬室チヤンバーに装そう塡てんするという一連の作業がこなせる程度には、あの木乃伊ミイラ達は器用に動けるという事だ。下手をすると飛んだり跳ねたり、格かく闘とうしたりも可能かもしれない。運動能力が生者と変わらないのなら、痛みに怯ひるんだり死に怯おびえたりしない分だけ、敵に回すと厄介だった。それが集団なら尚なお更さらだ。

「あくまで今日は偵てい察さつだから、アレとやり合う訳でもない……が」

　馬車にアウグスト・ハーンは乗っていなかった様だし、隠し倉庫の位置も特定出来た。後は狙そ撃げきに適した場所に幾いくつか見当をつければ、今日の『仕事』は終しゆう了りよう──なのだが。

「それで、どうだ？　よさげな場所は在るか？」

　とユーゴはアグネータに尋ねる。

「ん～微び妙みよう？」

　とアグネータは膝ひざの上に手帳を広げて大おお雑ざつ把ぱな地図を描き込んでいる。『奴隷倉庫』の入り口付近を狙撃対象地点と仮定した上で、何処からなら狙撃可能なのかを検討する為の覚え書きメモである。

「頭ぐっちゃぐちゃになりそうな位に、此こ処こって入り組んでて複雑だし」

「……まあ、そうだろうな」

　ユーゴはあちこちで『枝』を広げ、あるいは傾かたむいたり倒れたりしている『岩の樹き』を──それらが作る『森』の風景を見ながら言った。

「写すだけでも一苦労だし」

　とアグネータは鉛えん筆ぴつを指先で弄もてあそびながら言った。

　ちなみに彼女が書き込みをしている地図は、元々精霊魔術によって喚よび出した風の精霊に、空から見下ろした──俯ふ瞰かんした風景を描かせたものだ。勿もち論ろん、精霊が直接鉛筆を持って描いた訳ではなく、正確に言えば、アグネータが撒まいた炭粉を、精霊が風で動かして地面に描いた図を、アグネータが写し取ったのだ。

「あの城じよう塞さいみたいな屋や敷しきよりはマシだろう？」

「此処以外にも、三か所ほど、まあ見つかりはしたんだけども」

　俯瞰図を描いた後、風の精霊達は『岩の樹』の『枝』に遮さえぎられる事無く、狙撃対象地点までを見通せる場所を──つまりは狙撃に使えそうな場所についても報しらせてきた。勿論、精霊達は狙撃の事は特に理解しておらず、単に『目標地点に向けて風が真っ直すぐ吹ふき抜けられる』場所を示しているだけだが。

「第一候補と第三候補は向こうから丸見え。第二候補は逆光気味になってちょっと。時間を選べばって感じ。第四候補は有効射程の外っぽい。正確な距きよ離りは未まだ測れてないけど」

「一・七キロメートル以上って事か」

　アグネータの愛用する狙撃銃スナイパーライフル〈サイレント・アサシン〉──その使用する弾薬３３８ラプア・マグナムは、有効射程は一・七キロメートルとされている。

　単純な銃弾の到とう達たつ距離はもっと長いが、有効射程を超こえると銃弾は急速に威力を減げん衰すいさせると共に、弾道が落ち込んでいき、風や温度湿しつ度どの影えい響きようを如によ実じつに受けて、精度が狂くるい始める。一撃必殺を狙うのはほぼ不可能だ。

「……アウグスト・ハーンって過去に狙撃された経験があるんだよね？　だったら此処でも狙撃される事は警けい戒かいしているだろうから……最初にそういう場所を調べようとするっていうか、もうそういう地点は考慮チエツク済みなんだろうし？　もし狙撃に成功したとしても、逃にげられないっていうか──」

　刺さし違ちがえるのを覚かく悟ごの上なら狙撃は可能、しかしその後に撤てつ退たいする事を考慮するなら、難ありという事か。相手が個人ではない──武装した部下や配下を複数抱かかえている以上、標的を殺せば全すべて終わり、という訳にはいかない。

「改めて精密な地図か何かを用意して出直すか……？」

「ここ確か〈異界戦争〉の最さ中なかに崩ほう落らくした元鉱山だって話だし。鉱精が作った昔の地図とか坑こう道どう図は残ってるかもだけど……あんまりあてにならないし」

「それでも無いよりはマシだろう」

　この『岩の樹』は元々坑道だ。

　かつてこの山で各種稀き少しよう鉱物を採さい掘くつしていた鉱精達が、魔術でその内ない壁へきを強化した結果……千年に一度という大おお地じ震しんで山そのものが崩くずれたにもかかわらず、坑道だけが骨の様に残ってしまった結果である。

　鉱山は大たい抵てい、領主にとっては重要な課税対象である事から、鉱精達の掘ほった坑道図なりそれに類するものが、公的に──それも詳しよう細さい情報付きで保管されている可能性は高い。勿論、魔術による強化が足りずに地震の際に崩れた部分や、その後の経年劣れつ化かで崩れた部分もあるであろうから、確かに以前のままという訳でもないだろうが。

「というか……狙撃に使えそうな場所が数か所に限られてくる？　しかも相手がそういう場所を考慮済みの可能性が高い？　……あいつらが木乃伊ミイラの軍団引っ張り出して何をしてるのか知らないが、もし警備か何かなんだったら……」

　ユーゴ達が潜ひそんでいる辺りも、真っ先に調べられる可能性が高い。

「吞気に観察してる場合じゃない、今すぐ撤退するぞ」

　木製鞄かばんを開いて双眼鏡を収めながらユーゴは言った。

「へぇい」

　と相変わらず緊きん張ちよう感の無い声でそう応じると、アグネータは立ち上がり、歩き始めた。

　ちなみに今は、重く長く扱あつかいづらい〈サイレント・アサシン〉入りの杖つえは持ってきていない。代わりに彼女がついているのは、短めの──見た目通りの単なる杖だ。ユーゴが都合してきて持たせたものである。元々身体の運動能力が低い、もっと端たん的てきに言えば鈍どん臭くさいアグネータは、平地ですらよく躓つまずいて転ぶので、こうした山登りの際には杖の類たぐいが無いと、危なっかしくて見ていられないのだ。

「急いで撤退、急いで撤退、急い──にひゃっ？」

　と先に歩き始めたアグネータが、案の定というか何というか、転んだ様だった。さらにはざりざりと砂じや利りのこすれる様な音もする。

「何やってんだ!?」

　声を潜めて言うユーゴ。倒れた音はともかく、転んだ際の悲鳴が相手に──あの女妖精に聴きかれたらまずい。長い耳は伊達だてでは無い様で、妖精は総じて耳が良いからだ。

「というか、アグニ!?　どうした!?」

　アグネータの姿が見えない。

「なんか変な穴…………お？　お？」

「なんだ？」

　身を屈かがめてアグネータが転んだらしい辺りに駆かけ寄ったユーゴは、そこに意外なものを見る事になった。地面に──『枝』の表面に穴が開いている。彼女はどうやら坑道の天てん井じようを踏ふみ抜ぬいてしまったらしい。鉱精達の魔術による強化も、経年劣化には勝てない様だ。ぽっかりと開いた穴にアグネータは落ちて座り込んでいた。

　そして──

「これは……『商品』か？」

　アグネータの脇わきには、横たわる少女が一人。

　全ぜん裸らで──首には鉄製の輪。短い亜あ麻ま色の毛に覆おおわれた上向きの尖とがり耳、尻しりの後ろに生えた尾お……改めて確かめるまでもなく一見して獣祖族と分かる。

　女としては結構な長身だ。立って並べばアグネータよりも頭一つ分は高いだろう。

　よく見れば……足の裏には小さな傷が多数、身体にも打ち身らしい青あお痣あざが幾つも確かく認にん出来た。どうも裸足はだしで歩き回った挙げ句、何ど処こかから滑かつ落らくしたか、もしくは体力が尽きたかしたか──恐おそらく見つからないようにとこの坑道の中に潜んでいたのだ。

「……生きてはいるか」

　ユーゴはアグネータの脇に降りると、少女の首筋に指を触ふれて脈みやく拍はくを確かめる。

「あの女が此処に出で張ばってきたのは、こいつが逃げたからか……？」

　見れば坑道は何処かに繫つながっている様で──指先を舐なめて掲かかげてみると、奥の方から微かすかに風が吹いているのが感じられた。

「え？　なに？　ユーゴってこういう子が好み？」

「何の話だよ」

「いきなり触ってるし。味見まで」

「脈を確かめてんだよ！　でもって風の方向を確かめてるんだよ！　つつくな！」

　と──獣祖族の少女の大きめの乳ち房ぶさを、杖の先でつつくアグネータに、やはり声を潜めたまま言うユーゴ。二人の会話が耳に入ったのか──獣祖族の少女は、わずかに身じろぎをして、短く呻うめき声を漏もらした。

「…………!?」

　ぱちりと瞼まぶたが開かれ、琥こ珀はく色の瞳ひとみが驚きよう愕がくと困こん惑わくに揺ゆれる。

　悲鳴を上げようとしたのか、大きく開かれた少女の口を──しかし、ユーゴは咄とつ嗟さに掌てのひらで覆うと、やはり低く抑おさえた声でこう告げた。

「騒さわぐな。見つかる」

「…………」

　最低限の言葉だったが、少女はそれで理解してくれたらしい。

　震ふるえる様にして何度も掌の下で首しゆ肯こうするのが感じられた。

（……さて……どうする……？）

　この少女は此処に放置して逃げる方が安全といえば安全だ。それは間違いない。ただでさえ狙撃以外は色々鈍臭いアグネータがお荷物気味なのである。これ以上、抱え込むのは危険だ。まして見ず知らずの相手で、助けてやらねばならない義理も無い…………が。

（……ジェローム……エルサ……）

　一年前のあの日……救う事が出来なかった少年少女達の顔が、脳のう裏りを過よぎる。

　今いま更さらそれは意味の無い感傷に過ぎないと分かってはいたが──




　──ゅんッ！




　次の瞬しゆん間かん、ユーゴ達の頭上で火花が散った。

「──気付かれた！」

　穴の中に身を潜めたまま、木製鞄から引っ張り出した手鏡を掲げて様子を窺うかがう。

　鏡面には女の妖精と、そして彼女の左右に整然と隊列を組んだ木乃伊ミイラ達が銃じゆうを構えてこちらに向かって歩いてくる姿が映っていた。ユーゴ達が居る辺りによりかかる様にして倒たおれた『岩の樹』の一つを、坂道として使いながら、上ってくる。

　やはり先のアグネータの悲鳴か、もしくは坑道の天井が崩れる音を聞かれていたか。

　距離にすれば二百五十メートル余り、位置的にはこちらの方が高く、相手にとっては坂を上ってくる形になる。この場に連中がやってくるまでに多少の時間は在るだろうが、ユーゴ達は既すでに相手の武器の有効射程内だ。

「おい、動けるか？」

　改めて穴の中を見下ろしながらユーゴは問う。

「……は……はい」

　少し掠かすれた声で少女はそう応じてきた。

「この穴はずっと向こうで外に繫がってるみたいだ。こいつと一いつ緒しよに逃げろ。というか、こいつを連れて行ってやってくれ。少し離はなれた場所に馬車がある」

　そう言ってアグネータを示すユーゴ。

「ユーゴ？」

「俺は時間を稼かせぐ。行け」

　驚おどろいたかの様に眼めを瞬しばたたかせるアグネータにそう告げると、ユーゴは木製鞄を開いた。




　　　　●




　最初から妙みような感じはしていた。

　逃げた奴ど隷れいを発見したのかとも思ったが、どうやら違った様だ。

　何かの崩れる音と悲鳴が聞こえた辺りを目指して、ドリスと武装木乃伊ミイラ達は小走りに進んでいる。急きゆう勾こう配ばいの坂道なので、さすがにドリスは遅おくれ気味だが、随ずい伴はんする武装木乃伊ミイラ達はおよそ疲つかれるという事を知らないし、不平不満を言ってくるでもない。

「…………あら？」

　不意に、先頭を歩いていた陸ろく番の木乃伊ミイラが、つんのめる様にして倒れた。

　何かに躓いたのかとも思ったが……すぐに黙もく々もくと身を起こすべく手をついた木乃伊ミイラの左腕うで周辺でぱちんぱちんと散発的に地面が弾はじける。

　その直後、木乃伊ミイラの左腕の肘ひじが奇き妙みような方向に折れ曲がり、支えを失って再び倒れる姿を見て、ドリスは陸番の木乃伊ミイラが──いや自分達が、銃による攻こう撃げきを受けているのだという事を、察知した。

（恐らくは銃声抑制器サプレツサー付きの銃。被ひ弾だん状態からして小口径。弾丸が音を超こえる速度で飛ぶ際の異音が聞こえないから、低初速、恐らくは拳けん銃じゆうか、短機関銃──）

　そこまでドリスは瞬間的に判断を下していた。

　勿もち論ろん、そんな武装を逃とう亡ぼう奴ど隷れいが持っている筈はずが無い。『隠かくし倉庫』には確かに異界からもたらされた武器弾薬も保管されているが、盗ぬすまれた様子は無かった。

　だとするとハーン商会の商売敵がたきか、あるいは、更に別の勢力か。

「何にしても──なかなかの使い手ですね？」

　拳銃や短機関銃で、離れた場所に居る木乃伊ミイラの、それも関節部を狙ねらってくる。

　単に射撃の腕が良いというだけではない。自分の武器の精度と威い力りよくを知ち悉しつした上で、最善手を即そく座ざに採れる、そういう相手だ。拳銃や短機関銃は小銃ライフルに比べて射撃精度は劣おとるが、何発も撃うつ事で照準調整ゼロインをその場でしてみせたのである。

　この巨きよ大だいな『枝』から更に『枝』分かれした部分の岩いわ陰かげに潜んでいる様で、その姿は未まだはっきりと視認出来ないが──

「あ……やばい。やばいです……男か女か、何族か知りませんが。貴方あなたを這はいつくばらせて、切り刻む様を思い描えがくだけで、私、濡ぬれてしまいそうです」

　木乃伊ミイラの一体の背後に身を隠しつつドリスはそう呟つぶやくと、ベレッタを銃鞘ホルスターに一いつ旦たん戻もどし、呪じゆ文もん詠えい唱しよう、そして結印。

「我が名はドリス・オングストレーム、我が名と、摂せつ理りと、血の盟約を基もとに、風の精せい霊れいに請こい願う。その馨かぐわしき息い吹ぶき、見えざる腕にてかき集め、苦しさに喘あえぐ哀あわれなる我に、恵めぐみ給たまえ、恵み給え、恵み給え──疾とく恵み給え」

　ゆらりとドリスの周囲の風景に波は紋もんが走る。

　それは空気密度の偏へん差さによるものだ。ドリスの精霊魔ま術じゆつが、周囲の大気を巻き込む渦か動どうを生み出している。そう強力なものではないので、音はしないし、呪文詠唱も短めで済むが、目的としてはそれで充じゆう分ぶんであった。

「壱いち番弐に番は、右から。参番肆し番は左から。陸番はここで援えん護ご。残りは私と。進撃！」

　歩く死者達にそう命じると、ドリスは身を低くしつつ、真っ直すぐに──馬ば鹿か正直な程ほどに真っ直ぐ、相手が居ると思おぼしき場所に向かって駆けていく。最初こそ一いつ瞬しゆん彼女に遅れたが、同行を命じられた三体の木乃伊ミイラ達は、外見にそぐわぬ俊しゆん足そくで彼女の前に飛び出して、楯たてとなった。

　先頭を走る二体の木乃伊ミイラ達が──その姿が僅わずかに揺れる。

　立て続けに銃じゆう撃げきが加えられたのだろう……が。

「──無む駄だですよ」

　とドリスはその陰で走りながらほくそ笑えむ。

　屍しかばねとはいえ人体である。小口径の拳けん銃じゆう弾だんでは貫かん通つうは望めない。万が一に貫通しても狙い通りに弾たまは飛ばない。人体という抵てい抗こうを間に挟はさむ事で弾道が大きくねじ曲げられるからだ。だから木乃伊ミイラそのものに当てる事は可能でも、その屍し肉にくの楯に守られて近づいてくるドリスを、狙って撃ち殺す事は極きわめて難しい。

　同時に木乃伊ミイラ達が左右に展開しているのも、恐らくは見えているだろう。いかに巨大といっても所しよ詮せんは『枝』の上だ。大きめの橋の様なもので、展開するといっても、真ん中を通るか、端はしを通るか程度の違ちがいしかない──が。

「当然、後ろに下がるしかないですよね？」

　ドリスと木乃伊ミイラ達に優まさる火力があるというのなら、とっくにそれで殲せん滅めつに掛かかっている筈だ。そうしてこないという事は、相手は一人か二人、武器も拳銃か短機関銃のみ。

　真正面からぶつかれば、ドリス達が負ける可能性は先まず無い。

　その程度の判断は、相手にも出来るだろう。ならば大おお慌あわてで後ずさるしかない。

　だが──
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　まさか真っ正面からくるとはユーゴも想像の外ほかだった。

　だが考えてみれば、妖精の女以外、全員死者である。撃たれても痛がりはしないし、怯おびえもしない。淡たん々たんと命令のままに進む──いうなればそれは、自らの足で歩く楯だった。

（まずいな……相あい性しようが悪い）

　ユーゴは書類鞄かばんから取り出した武器を握にぎりしめながら考える。

　ＶＺ61〈スコーピオン〉。

　二十連弾倉と銃声抑制器サプレツサーを付けてもなお、書類鞄の中に収まってしまう程の小型戦せん闘とう兵器。形式としては短機関銃だが、大きさは拳銃に近い。

　ユーゴは大きめの書類鞄の中に、これを二挺ちよう、予備弾倉六本と共に携けい帯たいしていた。

　長ちよう距きよ離り戦は狙そ撃げきを得意技能とするアグネータの領域だ。だからこそ彼女の相棒、助手であるユーゴは、彼女が最も不得意とする領域を──近接戦闘、特に不意の遭そう遇ぐう戦せんに特化した武装を持ち歩く。

（相手はＭ４系の突撃アサルト小銃ライフル……さすがに威力も射程もこっちより上だ）

　ユーゴの〈スコーピオン〉が使うのは口径七・六五ミリ、32ＡＣＰ弾──元々は小型自動拳銃用の弾薬で、一撃必殺の威力は無い。

　弾頭重量は小さく、初速も音速以下。勿論、そのお陰で銃声抑制器サプレツサーを嚙かませれば無ぶ粋すいな轟ごう音おんを大きく抑える事が出来るし、急所に当てる事さえ出来れば大たい抵ていの生き物は殺せる……が、相手を一発で殴り倒すノツクダウンする力は無い。

　要するに護身か暗殺に適した弾丸で……単純な物理的破は壊かい力は低め、正面からの戦闘では若じやつ干かん、制圧力に欠ける。恐おそれも痛みも感じない歩く屍は、最も不得意な相手と言えた。

（相手の射撃精度が低いのが救いだが……というかどうやって狙ってるんだ、あれは？）

　顔も隙すき間ま無く包帯で覆おおわれている以上、普ふ通つうに眼で照準しているという訳でもないのだろう。あるいは死霊術師ネクロマンサーであるあの妖精の女が『眼』の役割を務めているのかもしれない。

　もっとも相手は十人──いや十体だ。少々射撃精度が低かろうが、さして問題にはなるまい。十の銃口が作り出す『面』でこちらを制圧してくるからだ。

（仕方ない、ここは攻撃しつつ後退するしかない）

　とりあえずアグネータ達が逃にげた穴から離れるべきだろう。相手の注意を出来るだけ長く自分に引きつけておけば、アグネータ達が逃げ延びる可能性は高くなる。

　左右に展開した木乃伊ミイラ達にも散発的に銃弾を送りつつ、ユーゴは岩陰から立ち上がり、目星をつけておいた次の岩陰へ──『枝』分かれの根本へと走る。幸い、この辺りはこの種の分ぶん岐きは数多く在り、身を隠す岩陰には事欠かない。木乃伊ミイラ達の放つ小銃弾が近くを通り過ぎるのを感じながら、ユーゴは頭から飛び込む様にしてその岩陰に入った。

　空になった弾倉を交こう換かん、ユーゴは〈スコーピオン〉から銃声抑制器サプレツサーを外し──

「…………っ!?」

　かろん、と音を立てて黒い円えん筒とうが足あし下あとに転がった。

　つい手を滑すべらせて落としてしまったのだが──そこで初めてユーゴは気付いた。

　息が苦しい。そんなに長々と走り回った訳でもないのに。

（……そうか……標高が……）

　この辺りは高山地帯だ。気温は低く気圧も低い。

　端たん的てきに言えば寒くて、しかも空気が薄うすいのだ。興奮し走れば体温を奪うばわれる上、酸素を多く消費する。当然、肉体は運動の為ためにも体温の維い持じの為にも更なる酸素を欲ほつする事になるが──普通に呼吸しているだけでは、すぐに足りなくなる。当然の理り屈くつだった。

（だがあの妖精の女は……？）

　死者である木乃伊ミイラ達はともかく、あの妖精の女も同じ様に──いやユーゴより先に呼吸困難に陥おちいらなければおかしい。

「…………はっ…………はっ…………はっ……」

　ユーゴは荒あらい息をつきながら、銃声抑制器サプレツサーを拾うと、これを外がい套とうの懐ふところにねじ込んで、〈スコーピオン〉を構え直す。その瞬しゆん間かん、木乃伊ミイラ達の放つ銃弾が、ユーゴが潜ひそむ岩がん塊かいに集中し、大量の火花を咲さかせた。

（……そうか、風の精霊魔術か……！）

　恐らくあの妖精の女は精霊魔術で自分の周りの気圧を高めているのだ。

　ユーゴが呼吸困難になるのも、予測の内──いや、真正面から突つっ込こんでユーゴを退ひかせたのも、そのように誘ゆう導どうする為か。徒歩で歩く程度ならさておき、跳とんだり走ったりと激しい動きになればなるだけ、早々に呼吸に困難をきたすのは簡単に予想できる。

（しくじった……相手を見くびっていたか）

　死霊魔術と精霊魔術。あの妖精の女は二つの魔術を同時に行使している事になる。

　つまりは魔術師として相当な力量を備えているという事だ。その上で銃器で武装した不死の配下を引き連れている──

（アグネータ達と一いつ緒しよに逃げるべきだったか……）

　だが武器の有効射程はあちらの方が上、足の遅おそいアグネータや、疲ひ弊へいしていただろう奴隷の少女を連れてとなると、追い付かれていた可能性が高い。

　此こ処こに来たのが初めてのユーゴ達と違い、あの妖精の女は此処で戦うという事がどういう事か、よく分かっているのだ。好都合、不都合は全すべて想定済み、あるいは木乃伊ミイラを連れてきたのも、普通の生物の生理と異なる動死体だからこそ、効率的に此処では活用できるという判断からか。

　まずい。この条件では勝ち目が見えない。逃げる事すらままならない。

（アグネータ達は……逃げる事が出来たか？）

　だとすれば、当初の目的は達成できた事になる訳だが。

　出来るだけ彼女等とは別の方向に逃げてあの妖精の女と木乃伊ミイラ達を誘導すべきだろう。

　ユーゴは〈スコーピオン〉の射撃選択器セレクターを全自動に合わせると、弾倉内の弾をまとめて、迫せまり来る敵に浴びせかけた。
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　ユーゴが武装木乃伊ミイラの部隊に追い詰つめられている、その時。

　疲弊している筈の獣祖族の少女は──しかし坑こう道どうの中を猛もう烈れつな勢いで疾しつ走そうしていた。

　しかもその背にアグネータをしがみつかせて。

「しっかり……つかまっててください……！」

　何度か坑道の中でアグネータが無様に転ぶのを見た獣祖族の少女は、妖精族の少女の腕をとって半ば強ごう引いんに背負い、自分が杖つえを手にして走り始めたのである。さすがのアグネータもこれには驚おどろいたが、元々運動能力も腕わん力りよくも並以下のアグネータに獣祖族の少女の手をふり解ほどく事は出来ず……とりあえず楽だという事もあって、荷物の様に背負われる立場に甘んじていた。

「ふうっ……うっ……うっ……！」

　まさしく獣けものそのものの息を吐はきながら少女は走る。

　獣祖族とは本来、獣を祖そ霊れいに持つ人間の意味だが……これは単に耳や尻尾しつぽが在るからという外見上の特とく徴ちようを指しての事だけではない。

　彼等の一部には、限定的ながら『先祖返り』をする事が出来る者が居る。

　文明に染まる事によって失った筈はずの、祖先の力を自分の内に流れる血の奥底から呼び戻もどす──〈祖霊返り〉。短い時間ながら彼等は普段に倍する力を発揮し、その間は傷の治りさえ早いという。ただしこれは生命力の前借りの様なもので、あまり多用すると寿じゆ命みようを縮めるとも言われる──多くの獣が人間よりも寿命が短いのと同じく。

　獣祖族の大半が失ってしまったといわれる『奥の手』だが、どうやら少女はこの能力を備えていたらしい。

「ふっ……ふっ……ふっ……！」

　少女は走る速度を緩ゆるめない。それどころか、そのまま走りに走って──少女は眼めの前に迫ってきた枝の根本を──『道』の終わりを見ても、速度を緩める事は無かった。

　この地の坑道跡がしばしば『樹き』に例えられるのは、かつて、鉱精達がまず真下に向けて大きな縦穴を掘ほり、そこを中心として幾いくつもの分岐を──文字通りに枝道を掘って行ったからである。つまり……『枝』である坑こう道どうの中を広い方へと辿たどっていくと、最終的には『幹』たる部分、垂直に伸のびる縦穴に行き着く。

　獣祖族の少女は、この中に飛び込んだのである。

「ひあっ……？」

　アグネータが悲鳴──と呼ぶには若干緊きん張ちよう感を欠いた声を上げる。

　一緒に縦穴を落下していく獣祖族の少女とアグネータ。

「──ッ！」

　両手両足を伸ばし、更さらには尻尾も伸ばして、姿勢制せい御ぎよ──空中で一回転した後、少女はアグネータを背負った際に取り上げた杖を、縦穴の壁へき面めんに突き立てていた。

　がりがりと無数の砂さ礫れきを岩の壁かべから剝はく離りさせながら、落下速度を殺す。少女は時折、壁面に顔を出していた凹おう凸とつを目め敏ざとく見つけると、これを蹴けり、あるいは手を引っかけて更に落下の勢いを削そいでいった。

「…………ッ！」

　たん！　と意外に軽い音を立てて両手両足が地面を嚙んだ。

　獣祖族故ゆえに〈祖霊返り〉した際の身体能力が高いのは驚く事でもないが、この少女の真に特筆すべきはその思い切りの良さだろう。たとえ自分の身体能力が高い事を理解していたとしても、底の見えない縦穴を飛び降りるのは普通、躊ちゆう躇ちよするものだ。

「ふっ……ふっ……」

　荒い息をつきつつも獣祖族の少女は動き続ける。

『岩の樹』の根本に空いていた穴から抜ぬけだし、更に次の『岩の樹』へと向かう。

　最初にアグネータが示した方向へ──馬車を隠かくした『岩の樹』の森の端はしへ、彼女は最短距離を躊躇無く選んで進んでいく。

　その後、更に一度、縦穴を飛び降りて。更に二度、強引に『枝』や『幹』をよじ登って。

　アグネータを背中にしがみつかせたまま、獣祖族の少女は馬車に辿り着いていた。

　既すでにこの辺りまで来ると『岩の樹』も疎まばらで……代わりに植物の緑や茶の色の面積が増えてくる。ユーゴ達の馬車は道の脇わき、灌かん木ぼくの茂しげみに隠して停とめられていた。

「……あれ……です……か？」

　と肩かた越ごしにアグネータを振ふり返り、荒い息の合間からそう問う少女。奴ど隷れいの証あかしとして嵌はめられたらしい鋼鉄の首輪とそこに一つだけ垂れ下がっている鎖くさりが、音を立てた。

「……そう」

　アグネータが答えている間にも少女は彼女を背負って走ると、小型馬車の脇に辿り着いて──そこで片かた膝ひざをついた。さすがに疲つかれたのだろう。〈祖霊返り〉の時間的限界が近いのだ。「う～……」

　だが何な故ぜか疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子で呻うめき声を上げるのは……アグネータの方で。

「ど……どうしました……？」

「酔よった……」

　と言って少女の背中からずり落ちるアグネータ。

　確かに自分の手足でではなく、他人にしがみついた状態であれだけ飛んだり跳はねたりすれば、乗り物酔よいに似た状態を起こしても不思議ではない──が。

「でも……助かったし。ええと……君の、名前……？」

　少女の鼻先に、人差し指をつきつけてアグネータは言った。

「あ……はい……ミリアム……です」

「そんじゃミリアム……もうちょっと手伝って？」

　立ち上がると、アグネータは短く警備の魔ま術じゆつ解除の呪じゆ文もんを唱え、精霊に労ねぎらいの言葉を掛かけて──それから、馬車の後部、荷台の所に括くくり付けられている大きな杖に手を掛けた。

「……手伝う……って……」

　ミリアムはその場に座り込みながらも、眼を瞬しばたたかせてアグネータを見つめる。

「何か……するんですか……？　逃げないんですか……？　あの男の人が言って……」

「──あの辺」

　とアグネータが指さすのは、少し離はなれた場所に在る『岩の樹』だった。

「第二候補……今の時間の太陽の位置なら多分、何とか見通しが利きくはずだし……」

「──え？」

「あそこにね、登りたいんだけど……これ重いし。縄なわ渡わたすからさ、先に登って、引っ張りあげてくんない？」

　首を傾かしげるミリアムに──アグネータは緩い笑えみを浮うかべながらそう言った。




　　　　●




　やはり思った通り、なかなかのやり手だ。

　ドリスは、恍こう惚こつとした笑みが口の端はしからこぼれ落ちるのを止められなかった。

「ふふ……ふ……ふ……」

　先行し左右から回り込もうとしていた木乃伊ミイラの内、ドリスから見て右側の二体が、転てん倒とうするのが見えた。

　斃たおされたというより、倒たおされた──要するに転ばされたのだ。

　小口径の弾たまで、動く死者たる木乃伊ミイラを完全な活動停止に追い込むのは難しい。

　生きた人間ならば、それでも痛みや出血で動きが鈍にぶる、怯ひるむ、あるいは倒れて動けなくなるかもしれない。だが木乃伊ミイラにはそんな事は関係が無い。

　ドリスの木乃伊ミイラは包帯の下に防ぼう刃じん用の鋼こう片へんを幾つも仕込んでいるので、尚なお更さらだ。銃じゆう弾だんを完全に止められる程ほどに分厚いものではないが、拳けん銃じゆう弾だんではたとえ貫かん通つうしても木乃伊ミイラの身体に食い込む程度で、その内部を徹てつ底てい的に破は壊かいするだけの威い力りよくは無くなっている。

　だからこそ──あの相手は足首の関節部を狙ねらって、集中的に銃弾を送り込んだのだ。

　元より、凹凸が多く斜しや面めんで足場の悪いこの辺りで、足首の関節を破壊されれば、さすがの木乃伊ミイラも歩き回るのは困難だ。勿もち論ろん、銃を捨てれば手を使い膝ひざを使って這はい回る事は出来るだろうが、攻こう撃げき力が半減──いや格かく闘とう以外の戦闘力が無くなってしまう。

（右側の集団を狙ったのは、そちらの方がより相手に近づいていたから……ですね）

　木乃伊ミイラ達は基本、その能力を出来るだけ均等に揃そろえてあるが──どうしても元になった者の身長・体重といった体型や、現場の地形等、諸もろ々もろの条件が異なってくる。結果として同時に進撃させても、相手に肉にく薄はくする距きよ離りに差が出てくる。その僅わずかな差を、あの相手は強ごう引いんにこじ開けて、右から伸びた枝の分ぶん岐きへと逃にげたのだ。

「正確な射撃、迅じん速そくな判断、この場でこれだけ動き回れる体力……」

　倒れた木乃伊ミイラ達を飛び越こえる様にして逃げていく相手を見て、ドリスは溜ため息いきをつく。

「素す敵てきです。貴方あなたは私が手ずから削けずってさしあげないと。少しずつ、泣き叫さけぶ声を聞いて──血と涙なみだと小水でぐしょぐしょになった姿を、堪たん能のうしながら」

　そしてドリスは木乃伊ミイラ達に一いつ旦たん、射撃を中断する様に命じた。

　心臓や頭部といった急所に当たってしまったら、楽しめなくなる。出来るだけ生け捕どりにしたい。それが駄だ目めでも即そく死しだけは避さけたかった。

「もしもし、そこの貴方？　さすがにこの距離なら聞こえていますよね？」

　岩いわ陰かげに身を潜ひそめながらドリスは声を張り上げたが──返事は無い。

「あの、ものは相談なのですが」

　だがドリスは諦あきらめずに続ける。

　歳とし経た妖精は大たい概がい、自分の欲よく望ぼうに忠実だ。愉たのしむ為ためなら多少の手間は厭いとわない。この相手なら、昨日の普人なんかとは比べものにならない位に、ドリスは趣しゆ味みを満まん喫きつできる筈だった。

「貴方に勝ち目は無いので、投降してください？　悪いようにはしないですよ？」

　ドリスにとっては──だが。

「貴方、領主や貴族の手勢ではないですよね？　警士シエリフとか騎き士しとか。その辺には大体うちの会長が『鼻薬ワイロ』を利かせておりますし。何ど処こか別の組織？　別の奴隷商人？　同業者ならむしろ手を組んだ方が何かと便利ですし、うちの会長はその手の相談には積──」

「──奴隷商人なんざ皆みな死ねばいい」

　それは──返事というよりも、憤ふん怒ぬを孕はらんだ呟つぶやきの様なものだった。だがドリスの耳はそれを漏もらさず捉とらえる事が出来た。声の質からして相手は若い男だ。

「他人をモノみたいに売り買いする、人間のクズ──」

「ふふ……なぁんだ。そう、そうですか？　あなた、そうなんですね？」

　ドリスは唇くちびるの両りよう端たんをつり上げて笑みを漏らす。
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「ああ、貴方……なんと言いましたか。ええと……そう、『正義』……そうそう、そうです、『正義の味方』！　貴方、『正義の味方』なんですね？」

「……なに？」

「ひょっとして、元奴隷だとか、異界人だとか？　ああ、それとも〈異界戦争〉の英えい傑けつ譚たんを聞いて育った挙げ句に、色々こじらせちゃったクチですか？」

　ドリスはベレッタを放ほうり出して右手が股こ間かんに延びそうになるのを、意思の力で押さえつけた。ここで安易な快楽に耽ふけっている場合ではない。久しぶりにこんな珍めずらしい『獲え物もの』とお近づきになれたのだ。じっくりと確実に、捕つかまえなくては。

「〈異界戦争〉の時の異界人に沢たく山さんいましたよ。貴方みたいなの」

「…………」

「『正義の味方』って気持ちいいですよね？　悪人を殺すのって気持ちいいですよね？　悪人だから何の引け目もないですし？　分かります、本当に、よぉく分かります」

　ドリスは興奮に上ずった声で続ける。

「でも待ってください？　気持ちいい部分って結局、殺すところでしょう？　相手を蹂じゆう躙りんして、滅め茶ちや苦く茶ちやに潰つぶして、自分の方が強いんだ、自分はこんなに凄すごいんだ、って優ゆう越えつ感に浸ひたるところですよね？　危険を背負わずに一方的なら、なおいい……でもよく考えてください？　引け目なんか感じるから、言い訳が必要になってくる。正義とか。愛とか。そんな曖あい昧まいな言葉で自分を誤魔化さなきゃならない」

　ドリスは覚えている。

〈異界戦争〉当初、救世主だの英えい雄ゆうだのを自じ称しようした異界人達も、一皮剝むけば、自分の欲望を満たしたいだけの存在だったと。正義とか愛とかは彼等が唱える題目だった。自分達の殺さつ戮りくや暴挙を正当化する為の──その為だけの。救世主と呼ばれた異界人の、数居る愛人の一人として囲われた経験のあるドリスは、そんな空くう疎そな言葉を何百回と聞いた。

「いいじゃないですか。建前なんて。そんなの無い方がもっと楽しめますよ」

「──黙だまれ、クズが」

「あら？　気を悪くしました？　ごめんなさい。でも貴方──『正義の味方』さん？」

　舌を出して唇を舐なめながらドリスは言った。

「随ずい分ぶんと薄うすっぺらいですよ、貴方の、その──『看板』？」

　そろそろ頃ころ合あいか。出来れば無傷で捕とらえてからじっくり削り取ってやりたかったが、相手が『正義の味方』やこれに類する価値観の持ち主ならば、説得は難しいだろう。

「さあ、皆さん攻撃ですよ！　丁てい寧ねいに！　丁寧にね！」

　既にゆっくりとだが、物陰を伝いながら左右に展開していた木乃伊ミイラ達が、相手を左右から挟きよう撃げき出来る位置に辿たどり着いていた。説得は時間稼かせぎでもあったのだ。

　ドリスもまた、木乃伊ミイラ達の陰に隠れながら前進を再開する。

「──！」

　相手も状じよう況きように気付いたのだろう。

　楯たてにしていた岩陰から飛び出して走り出すが──もう遅おそい。

　既に距離は充じゆう分ぶんに詰つまっている。正面と、左右、合計三方向から加えられる銃じゆう撃げきは、相手の逃とう走そう経路を著いちじるしく狭せばめ、選せん択たく肢しを奪うばい、追い詰めていく。どうしても木乃伊ミイラ達は射撃が大おお雑ざつ把ぱになってしまうのが難点だが──何しろ眼めも包帯の下だ──それでも遠からずＭ４突撃アサルト小銃ライフルの小口径高速弾だんが、相手の足を撃うち抜ぬくだろう。

（ほうら。もう──）

　被ひ弾だんして転んだ相手に、追い付いて、先まずその手の指を、銃弾で撃ち飛ばす様を想像してドリスは短く喘あえいだ──が。




　──ゅんッ！




　その瞬しゆん間かん、ドリスの斜ななめ前を進んでいた木乃伊ミイラが、大きく仰のけ反って──倒れる。

　まるで見えない鉄てつ槌ついに強打されたかの様に、ごきんとその首が折れる音が聞こえた。

「──!?」

　瞬間的に、近くに在った岩陰に身を伏ふせるドリス。

　次の瞬間、もう一体の木乃伊ミイラが、やはり仰け反って倒れるのが見えた。更に続けてもう一体。ドリスが楯として従えていた三体は、瞬またたく間まに倒されていた。

　一体──何に？

　見れば木乃伊ミイラの頭部が、いずれも歪いびつに、そして膨ふくらんでいる。

「これは……」

　膨らみの真ん中にある孔あなは──大口径の小銃ライフル弾による銃撃の跡あとか。

　拳けん銃じゆうとは桁けた違ちがいの威力をもったそれが、木乃伊ミイラ達の頭部に着弾したのだ。衝しよう撃げきで肉片や骨片や脳のう漿しようが弾はじけ飛ぶ筈はずだったが──幾いく重えにも巻かれた包帯や、その内に仕込まれた防刃用の鉄片によって押さえつけられたのだろう、孔からはどろりと肉片と骨片と体液が混じったものがこぼれ落ちているのが見えた。

　さすがに頭部を破壊されれば、魔術駆く動どうの屍しかばね人形も活動を停止せざるを得ない。

「…………」

　上着を脱ぬぐと、ドリスはこれを──掲かかげてみせる。

　次の瞬間、四発目の銃弾がこれに孔を開けて、彼女のすぐ脇わきの地面に着弾した。

「あらあらまあまあ」

　と岩陰に身を潜めたまま、ドリスは脇の下に吊つっていた『趣味』用の短たん剣けんを取り出すと、地面に深く深くうがたれているその孔を、横からほじくってやる。

　出てきたのは、潰れてはいるものの、明らかに小銃ライフル用の銃弾だった。

「素敵。なんて素敵なんでしょう。おかわりまで、あるなんて……」

　当初、相手は一人かと思っていたが……どうやら二人居たらしい。

　恐おそらく先に逃げた一人が、殿しんがりを務めた一人を守る為に、狙そ撃げき用の小銃ライフルで攻撃を仕し掛かけてきたのだ。勿論、拳銃しか持っていないドリスでは反撃の術すべは無いし、恐らく木乃伊ミイラ達の持っている突とつ撃げき銃じゆうでは射程も精度も足りないだろう。何より狙撃者が何処から狙っているのか、さすがにこの状況では判断がつかない。

「いいですよ。逃がしてあげます。でもまた会いに来てくれますよね──『正義の味方』さん？」

　岩に背中を預けて、未まだ火傷やけどしそうな程の熱を持った銃弾を平然と掌てのひらの上で転がしながら──ドリスは静かに笑い続けた。
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　妖精エルフは男女を問わず総じて美しい。

　普人ヒユーマンや獣祖ライカンスロープそれに鉱精ドワーフ……外見的特とく徴ちようが異なる他ほかの種族の眼から見てさえ、彼等は容姿に優すぐれた者が多い。容姿のみならず妖精達は身に纏まとう雰ふん囲い気きが蠱こ惑わく的な何かを備えていて、種族を問わず人の形をした者達を惹ひき付けて止やまないのだ。

　かつて存在していたという猪鬼オークや小鬼ゴブリンといった凶きよう暴ぼうな種族が妖精を執しつ拗ように狙ねらったのも、その姿に魅み入いられたからではないか……という者も居る。鬼達は妖精を捕まえ、犯おかし、そして最後には殺し喰くったと言われるが、それは鬼達が妖精という存在に恋こい焦こがれていたからではないかと──その思し慕ぼを満たす究極こそが殺し喰う事ではなかったかと。

　その性質から鬼、と区別されてはいるが、猪鬼、小鬼といった者達も基本は人の形をしている。彼等から見てさえ妖精達は魅力的だったのだろう──貪むさぼらずにはいられない程ほどに。

　そう。彼等の魅力は時に他者を惑まどわす。

　自分の命を懸かけてでも、妖精という甘かん露ろを口にしたいと考える者が出てくる程に。

「……君だけでも逃にげろ」

　暗い坑こう道どうの中でニルスはそう言った。

「馬ば鹿か言わないで、置いていける訳ないでしょ!?」

　反射的にそう言いながらも、ミリアムはニルスの提案の妥だ当とう性について理解していた。逃げる途と中ちゆうで彼が足を滑すべらせて滑かつ落らくし、尖とがった岩で背中を傷つけたからだ。相当な量の出血をしているし、背骨に──脊せき椎ついに傷がついているかもしれない。

　彼一人を背負って走り回る程度の体力がミリアムには残っていたが、彼女はニルスの負った怪け我がに対処する知識も技能も持ち合わせてはいなかった。この状態の彼を動かして良いのかどうかすら、判断がつかない。

「貴方あなたが私達を逃がしてくれたのに──」

「ついでだよ。自分が逃げるついで」

　とニルスはその秀しゆう麗れいな顔にひどく弱々しい笑えみを浮うかべて言った。

　妖精の少年ニルス。彼はミリアム達を──近くの檻おりに入れられていた九人の奴ど隷れい達を解放して逃とう亡ぼうするきっかけを作った。

　自分達は異界に売られる、異界に売られたら、良くて愛あい玩がん奴隷、最悪、生きたまま解かい剖ぼうされる。生き延びられる確率は低く、生き延びても地じ獄ごくの様な未来しか待ち受けていない。そして二度とこちらの世界には戻もどってくる事は無いだろう。

　だから逃げるしかない。命懸けで。そうニルスは同じ境きよう遇ぐうの奴隷達に説いた。

　そして自ら看守──いや管理人の一人を誑たらし込んだ。その管理人が男色趣しゆ味みを持っていて、自分に欲よく情じようしている事を彼はよく理解していたのだ。そしてそれを利用した。

　ニルスは管理人から檻の鍵かぎと、隠かくし倉庫とその周辺の坑道図を手に入れ、管理人達の交代の隙すきをついて脱だつ出しゆつに成功した。ミリアム達──九人と共に。

　だがすぐにミリアム達の逃亡は他の管理人達の知るところとなり、追っ手が差し向けられたのだ。途中、他の八人とは早々にはぐれてしまい、今はニルスとミリアムの二人だけがこの坑道に潜ひそんでいる──のだが。

「すぐにばれる事は分かっていたからね……ハーン商会の連中も馬鹿じゃない。君達も一いつ緒しよに逃がしたのは、逃げた奴隷が分散すれば、それだけ自分が生き延びられる可能性も高くなると踏ふんだからだよ」

「でも貴方は私と一緒に──」

「君が一番、体力がありそうだったし、まあ、その、女の子だからね」

　とニルスは苦く笑しようする。

「いざとなったら、誑し込めるかなって。自分が囮おとりになって僕を逃がしてくれる位に」

「……噓うそ、そんな事」

「なのに自分で足を滑らせて、この体ていたらくだよ。情けない」

　とニルスは肩かたを竦すくめようとして──傷が痛んだのか、短く呻うめいた。

「僕はもう助からない。その程度は分かるよ。正直、あんまり痛くないんだ、身体が殆ほとんど麻ま痺ひしててね。まあ、だからミリアム、君だけでも逃げてくれ。このまま二人とも捕つかまったり死んだりしたら、本当に──全く無意味で無む駄だだった事になる。それはさすがに耐たえられない」

「でも──」

「いいから。行きなよ。行けって。君は──お前は、お前等獣祖は、名前の通り獣けもの臭くさいんだよ。こんな匂においを嗅かぎながら死ぬなんて、冗じよう談だんじゃない」

　口調こそ淀よどみないが、取り繕つくろう侮ぶ蔑べつの言葉すら何ど処こか弱々しい。もう本当にニルスには時間が残っていないのだろう。

「ニルス──」

　ミリアムは立ち上がりながら、坑道の壁かべにもたれかかったまま身じろぎもしない妖精の少年を見て問うた。

「最後に何かして欲しい事は、無い？」

「無いよ。行けよ、早く」

「……分かった。ありがとう」

　そう言って、歩き出す。

　十歩。二十歩。そこで我が慢まん出来ずに立ち止まって振ふり返るが──妖精の少年は、既すでに虚うつろに眼を開いたまま、呼吸を止めていた。
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「ニルス──」

　自らの呟つぶやきを耳にしてミリアムは眼を覚ました。

　反射的に瞬まばたきを二度三度と繰くり返して──自分が今居る場所が坑道でも奴隷用の檻でもない事に気付いて、身を起こそうとするが。

「うっ……」

　全身に痛みが走る。

〈祖そ霊れい返り〉を使った結果だ。しかも間に休きゆう憩けいを挟はさんだとはいえ立て続けに二度。

　一度目は負傷したニルスを抱かかえて逃げる時に。

　二度目は妖精の少女を背負って逃げる時に。

　ほんの短い時間であるならばさして問題にならないが、二度目は──軽いとはいえ妖精を一人背負って縦穴から飛び降り、壁をよじ登り、延々と動き回った。その代だい償しようが痛みとして全身を這はい回っているのである。しばらくはまともに動けそうにない。寿じゆ命みようが三年かそこらは削けずられた様な気がした。

「私……」

　自分は寝しん台だいの上に寝ねかされているらしい。

　という事は──とりあえず逃げ切る事が出来たのか。あの妖精の少女が大きな銃を杖つえの中から取り出して撃うっていたところまでは覚えているのだが、どうやらその直後に気が緩ゆるんで意識を失ってしまったらしい。

「──起きたか」

　不意にそんな声がかかる。

「──!?　貴方……は……」

　反射的に身構えるミリアム。見れば壁かべ際ぎわに椅い子すを置いて一人の青年が座っていた。

　何度か瞬きをして見直すと、記き憶おくが今に繫つながる。あの『岩の森』から逃げ出す際に、手助けしてくれた普人だ。素す性じようは分からないが、敵ではない──多分。

「うちの相棒を助けてくれたそうだな。結果的に俺も助かった。ありがとう」

　普人の青年は静かな口調でそう言ってきた。

「あ……いえ。あの、ここは……」

「スカンランの街の宿屋だ。あまり上等な宿じゃないが、とりあえずは個室が押さえられただけでもよしとしてくれ」

「それは……はい、も、勿もち論ろん……」

　戸惑いながらもミリアムは頷うなずいて──それからようやくこの青年とあの妖精の少女が、気を失った自分を放置せずに此こ処こに運び込んでくれたのだと思い至った。

「あ、ありがとうございます……あの、お名前……聞いていいですか？」

「……ユーゴと呼んでくれ」

「ユーゴ……さん……？」

「姓せいはない。まあ色々あってな。その時々に適当な姓を名乗ってるが」

　曖あい昧まいに笑ってユーゴはそう言った。

　どうもこの青年も色々と事情があるらしい。警士シエリフという訳でもあるまいし──妖精の少女もこの青年も銃じゆうを持っている以上、堅かた気ぎでないのは間ま違ちがいない。

「あ、あの、私──」

　そういえば自分は今、服を着ている。着せられている。奴隷としてあの穴あな蔵ぐらに繫がれていた時は、服など着せて貰もらえなかったので──随ずい分ぶんと久しぶりだった。恐おそらく適当な間に合わせ、男物の服を被かぶせられているだけの様な状態だったが。

　この青年が着せてくれたのか。穴蔵に繫がれていた時にはもう、慣れていたというか、諦あきらめていたので、自分の裸はだかを見られる事については何も感じなくなっていたが……改めて服を着せられ、寝台に寝かされ、真っ当な扱あつかいを受けると、やはり羞しゆう恥ち心しんが蘇よみがえってくる。

「ふ……服も……着せてもらって……その……」

「ああ、服は俺の予備だが、着き替がえさせたのはアグニ……うちの相棒だ」

　言って青年は部屋の出入り口の方を見み遣やる。途と端たん──

「──呼んだし？」

　と扉とびらを開けてその妖精の少女が入って来た。

「呼んでない」

「にひひ。お楽しみ中だった？」

　妖精の少女はユーゴとミリアムを見比べながら首を傾かしげる。

「楽しんでもいない。お前はそれしか無いのか」

　と青年が立ち上がりながら妖精の少女の襟えり首くびを摑つかむと、部屋の外に連れ出そうとする。

「いいから外にいてくれ。話がややこしくなる」

　身体全体で妖精の少女を部屋の外に押し出すと──ユーゴは後ろ手に扉を閉める。

「あれは気にしないでくれ」

「はぁ…………」

　とりあえずミリアムとしては頷くしかなかった。




　　　　●




「……すみません」

　寝台に寝かされた獣祖族の少女──ミリアムは、ユーゴが差し出した匙さじの麦むぎ粥がゆを一口食べてからそう言った。

「助けていただいた上に……こんな……事まで……」

「先にも言ったが、助けて貰ったのはお互たがい様だな」

　とユーゴは碗わんから新たな一口をすくいながら言った。

「アグニ一人じゃ、逃にげられなかった可能性が高い。ましてや狙そ撃げきなんてして俺を支し援えんしている余よ裕ゆうも無かっただろうし。俺もアグニも助けて貰った様なものだ」

「…………ですか」

　新たに差し出される一口をまた口に入れて、はにかむ様に笑うミリアム。

　今、彼女は長い亜あ麻ま色の髪かみを後頭部で束ねているのだが──それだけで随分とこざっぱりした、闊かつ達たつな印象になる。

　彼女はとりあえず意識は回復したものの、裸であちこち飛び降りよじ登ったりで全身が擦すり傷切り傷だらけ、おまけにアグネータから聞いた限りでは、獣祖族特有の能力を──〈祖霊返り〉を、それもかなり継けい続ぞくして使ったらしく、全身が激しく疲ひ弊へいしていた。恐らくユーゴ達と出会う前、『奴隷倉庫』から逃げ出す際にも使ったのだろう。寝台の上で身を起こすのが精々で、自分の力で立ち上がる事すら出来ない在り様だった。

　そういう訳で宿で作って貰った食事を、今ユーゴが彼女に食べさせている訳だが。

「……というか」

　前後逆にした椅子に座り、背もたれに手と顎あごを載のせてユーゴとミリアムを眺ながめながら、ふと口を挟んできたのはアグネータだった。

「どうして連れてきちゃうし？」

「……今いま更さら、何を言ってる？」

　とユーゴは妖精の暗殺者を振り返って言った。

　ちなみに宿の厨ちゆう房ぼうからミリアムの食事を持ってきた際、一度は部屋の外に追いやったのだが……何度も扉を叩たたいたり引っ搔かいたりしてくるのでユーゴが根負けした形である。

「この子がいたから、俺もお前も逃げられたんだろうが？」

「それは分かってるし。けど、逃げた後はもう関係無いし？」

「お前な、恩義というか、情ってもんがだな……」

　恩があるから、お互い様だ、とは考えないのだろう──この妖精の殺し屋は。

「ああ。ユーゴ、やっぱりそういう子が好み？　情欲の滾たぎりをぶつける相手として連れてきたとかそんな？」

「えっ……？」

　とミリアムが驚おどろいた様に声を漏もらす。

「……ちょっと黙だまれ、お前は」

　そう言ってユーゴはミリアムの寝台横の卓たくに碗と匙を置くと、アグネータの襟首を摑んで部屋の外に連れ出した。扉を閉めてから、猫ねこの子の様にぶら下げていたアグネータを床ゆかに下ろして、自分は壁に背中を預ける。

「……ミリアムは使える」

　溜ため息いきを一つついてからユーゴはそう告げた。

「夜のお供に？」

「その発想から離はなれろ」

　顔をしかめてユーゴは言ってから──数秒、言葉を選んで続けた。

「ミリアムはアウグスト・ハーンの隠かくし倉庫から逃げ出した奴ど隷れいだ。言ってみれば生き証人だ。奴やつの……異世界相手の奴隷商売のな」

「それが？　標的が警士に捕まったら、余計に殺しにくくなるし。というか、よく考えたら私達の『仕事』見られてるし。あの子殺さないと──」

「いや、ちょっと待て!?」

　ひょいと軽い仕草で立ち上がるアグネータを、慌あわてて止めるユーゴ。そのまま部屋の中に入ってミリアムの首を刃は物ものか何かで搔き切りそうにも見えたのだ。

「だから、お前もあの子に助けられたんだぞ、分かってるのか？　お前、俺の時は殺さずにいたじゃないかよ──仲間になったって事で。だったら、あの子だって助け合ったんだから、仲間って考え方で良いだろ？」

「うーん……？」

　と首を捻ひねるアグネータ。

　悩なやむ様な事でもないとは思うが……この妖精の暗殺者が何を考えているのか、どういう思考の構造をしているのか、最後の一線でユーゴも分かっていない。それこそ『じゃあ公平を期するためにユーゴから殺すし』などと言い出しかねなかった。

「ユーゴ、妙みようにあの子を庇かばうし」

「庇うも何も……」

　と言いかけて、ユーゴは脳のう裏りに一年前の記憶が蘇るのを感じた。

（…………奴隷……か）

　かつて、奴隷商人とのごたごたで死んでしまった少年少女達。

　助けられなかった。あの子達は死んで──院長まで死んで、自分だけが生き残った。

　その事が意識の端はしにちらついて消えない。ミリアムを助けたところで、彼等が帰ってくる訳でも、孤こ児じ院いんでの事が全部無かった事になる訳でもない。それはよく分かっているのだが──

「……もしかして」

　アグネータは首を傾げてユーゴの顔を覗のぞき込んでくる。

「耳？　実は耳？　そっか、耳──」

「……何の話だ？」

「妖精相手じゃ勃ぼつ起きしないって言ってたし。獣けもの耳みみなら勃たつとか」

「誰だれもそんな事言ってない」

「おっぱいでもおしりでもなくて、耳かぁ──本当、ユーゴって変態だし」

「お前に変態と言われる筋合いはない」

　腕うでを組んで何度も頷くアグネータに、抑おさえた声でユーゴはそう言った。
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　逃とう亡ぼうした奴隷は全すべて発見し処分した──そうドリスは報告した。

「見つかっていなかった者も全員か？」

「全員です。二人とも滑かつ落らく死体で見つかりました。酷ひどい有様でしたので、そのまま処分を。これで件くだんの一件で逃亡した奴隷は全員、処分済みという事になります」

　微び笑しようを浮うかべてそう告げるドリスを──アウグストは暫しばらく無表情に見つめていたが。

「まさかとは思うが、君が楽しむ為ために殺したのではないだろうね？」

「まさか。仕事と趣しゆ味みの区別はつけています。長く趣味を楽しむ為に」

　そう言ってドリスは肩かたを竦すくめてみせる。

「分かった。御ご苦く労ろうだった。下がって良いよ」

「では……」

　と一礼してアウグストの執しつ務む室を出るドリス。

　後ろ手に扉を閉めた途端──整った美しい顔に淫いん蕩とうともいうべき笑みが浮かんだ。

「……うふふ」

　奴隷倉庫の現場に居た者には全員、木乃伊ミイラ達の発はつ砲ぽうはあくまで発見した奴隷への威い嚇かくだと説明してあった。その上で奴隷は驚いて足を滑すべらせ、高所から落下して肉にく片へんの様な状態になってしまったと。だから──実際にドリスと木乃伊ミイラ達があの場で、銃じゆうで武装した正体不明の相手と戦せん闘とうを行ったのだと知っている者は居ない。

『正義の味方』についてアウグストに報告する気は、ドリスには微み塵じんも無かった。

　そんな事をしてアウグストが警けい戒かいし、奴隷倉庫に行かなくなってしまっては、あの『正義の味方』とドリスが再び相見あいまみえる事も難しくなる。さすがに如い何かに金かね勘かん定じようだけが生きる原動力という妖精商人でも、自分の生命にはそれなりに注意を払はらうだろう。死んでしまえば金勘定が出来ないのだから。

「行方ゆくえ不明の奴隷一人と、彼等がもし合流していたら……」

　長く奴隷倉庫に繫つながれていた奴隷は、ハーン商会の奴隷取引について、その頻ひん度どを知っているだろう。概おおむね何日毎ごとに奴隷は売られていくのかを。そしてその際にはアウグスト・ハーンも立ち会うという事も。

　ならば『正義の味方』と再び相見えるのは次の取引の日である可能性が高い。

「…………」

　ドリスの脳裏を二百五十年ばかり前の思い出が過よぎる。

　異世界から来た『英えい雄ゆう』は──好色だった。

　既すでに一定の財力と権力を手に入れていた彼は、ドリスの様な妖精や、獣祖、鉱精、普人の区別無く十人以上もの娘むすめを手元に置いて、毎晩の様にその身体を貪むさぼっていた。普ふ通つうに抱だかれた事は数える程ほどしかない。抱き飽あきればそのまま棄すてられるので、誰もが必死に新しい趣しゆ向こうを凝こらして『英雄』の気を惹ひこうとした。

『英雄』の放ほう蕩とうぶりをたしなめようとした者は、種族、年ねん齢れい、性別、立場、その他一いつ切さい関係無く同じ様に処しよ刑けいされた。『英雄』が直じかに手を下したのではない。彼の持つ『力』を崇あがめ奉たてまつり、そのおこぼれにあずかりたい者達が、進んで彼の傍そばから余計な譫うわ言ごとを言う邪じや魔ま者ものを排はい除じよしていったのだ。

　褒ほめ称たたえられ続けた『英雄』はひたすら増長し、自分以外を等しく見下し、領主や国王に対しても正面から戦いくさを仕し掛かけるまでになった。目に付いた女は全て自分の城に引き込んで弄もてあそび、飽ほう食しよくに明け暮れ、退たい屈くつを覚えては『改革』の名目で戦争をした。

　領主達が暗殺用に送り込んだ娘に、寝ね首くびを搔かれるその日まで。

「私は上手うまくやるわね、御ご主しゆ人じん様」

　もう顔もよく想おもい出せない、かつての主あるじの事を考えながらドリスはひっそりと笑う。

　欲よく望ぼうは悪ではないとドリスは彼から学んだ。彼は全く悪びれていなかった。彼が殺されたのは単に手に入れた力の使い方が雑だっただけだ。欲望を御ぎよさずにそれに振ふり回されたからだ。欲望とは、身の程というものをわきまえた上で付き合えば良い。

　そうすれば長く、永ながく、愉たのしめる。ずっとずっと、恐おそらくは永遠に。

　なんといってもドリスは妖精なのだから──
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「──教えて欲しい事がある」

　改めてミリアムを寝かせていた部屋を訪おとずれて、ユーゴはそう切り出した。

　ちなみに、アグネータを同席させるとまたミリアムを殺すだの何だのと言い出しかねないので、とりあえず彼女は部屋の外で待たせてある。

「本当ならその前に俺達の素す性じようを語って聞かせるべきなんだろうが、その点については勘弁してくれ。想像はついてるだろうが、あまり世間に顔向けできる立場じゃないんだ」

「──はい」

　とミリアムは頷うなずく。

　一晩を経過して──多少なりとも回復した彼女は、自分が置かれている状じよう況きようを概ね理解した様だった。

「俺達はあのハーン商会の奴隷売買について調べてる。何か知っている事があれば教えてくれ。君達を閉じ込めていた『岩の樹きの森』の坑こう道どう跡あとや、あそこにどれだけの関係者がいるのか、種族は何か、取引は近々何時いつ行われるのか──何でもいい」

「…………」

　ミリアムはしばらく俯うつむいていたが。

「……あいつら……あの妖精共……みんな、みんな、死ねばいいのに……」

　食いしばった歯の間から押し出す様にしてそう言った。

　ユーゴの位置からは俯く彼女の表情まで読み取る事は出来なかったが──それまでは微塵も見せなかった憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬが、少女の声には滲にじんでいた。膝ひざの上に載のせられた両手も白くなる程に強く握にぎりしめられている…………が。

「あっ──えっと、あの、妖精が皆みな、憎にくいって訳じゃないです」

　ふと、何かに気付いたようで、ミリアムは顔を上げ、慌てて首を振った。

「え？　あ、ああ」

　とユーゴは曖あい昧まいに頷く。妖精のアグネータと組んでいる自分に対して、ミリアムが気を使ってくれたのだろう。

「奴隷として捕つかまっていた子には妖精もいたし……私達が逃にげるきっかけを作ってくれたのも、妖精の子でした……」

　彼女は──半年近く『在庫』として抱かかえられていた集団の一人であったらしい。

　奴ど隷れい狩がりが連れてくる子供の中には、田舎いなかの貧ひん村そんから口減らしとして売られてくる者も居るが、そうした者は大たい抵てい、瘦やせ細って身体が弱い為、あの奴隷倉庫で体力を回復させてから売るのだそうだ。買った途と端たんに死んだ、少し雑な扱あつかいをしただけで死んだ、金を返せ──そんな文句クレームが商売相手から来るのを防ぐ為であるらしい。少なくとも見るからに瘦せ衰おとろえたり病やんでいる奴隷は、買い手がつかないのだとか。

　喰くうに困った親に売られたミリアムも──そんな『古参』の一人だった。

　だから彼女は、『奴隷倉庫』で商品がどのように扱われるのかを知っている。

　基本的に、暴力を振るわれたりする事は無く、食事も満腹にはほど遠いとはいえ、一日二回、与あたえられていた。沐もく浴よくも監かん視しの下もとで短いながらも許されていたという。奴隷という商品の扱いとしては比ひ較かく的、丁てい寧ねいで真っ当なものだと言えるかもしれない。

　勿もち論ろんそれは、奴隷が大人しく従っていればの話だが。

　反はん抗こう的だったり、何らかの問題を抱えている子供は徹てつ底てい的に『躾しつけ』を施ほどこされたという。

　そして──しばらくあの奴隷倉庫で暮らしていれば、当然だが奴隷達の管理をする者達とは顔見知りになる。普人族が二人ばかりと妖精族が十人ばかり。そしてミリアム達の集団を管理しているのは──たまたま普人の一人だった。

「ニルスが……その普人の管理人をその……管理人と仲良くなって……」

　と眼めを伏ふせて何な故ぜか頰ほおを赤らめながらミリアムは言う。

「彼が……その……よくその普人の管理人の部屋に……連れられて……」

「ああ。なるほど」

　要するに妖精の少年が男色趣味を持った管理人と出来ていた、という事であるらしい。

　妖精は基本的に美男美女揃ぞろいだ。少年ともなればそっち方面の趣味が無い者でもよろめきかねない程に。元よりそうした趣味がある者なら、抗あらがい難かったかもしれない。

　商品である筈はずの奴隷に、恐らくは趣味を見み抜ぬかれ、誘ゆう惑わくされ──その管理人は妖精の少年に手を着けた挙げ句、絆ほだされてしまい、自分の管理する檻おりの鍵かぎを渡わたして逃亡の手助けをしてしまった様だった。

　一いつ緒しよに逃げる積もりだったのだろう。

「でも逃げようとする途中で、見つかって、次々と皆、捕まって……私達だけでも逃げろって……それから私達……坑こう道どうを使ったりして逃げたんですけど……」

　逃げればどんな『罰ばつ』が下されるか分からない。殺される方がマシだと思える様な『躾』をされた奴隷をミリアム達は過去に何度か見ていた。

　だからこそミリアム達は必死で逃げた。逃げ切れないと分かれば、崖がけから身を投げた。

　そして最後に一人だけ残ったミリアムは、〈祖そ霊れい返り〉を使って疲ひ労ろう困こん憊ぱいした挙げ句に、坑道に身を隠かくして気が緩ゆるんだところで、失神した。そこにたまたまユーゴ達がやってきた──という事らしい。

「あそこに居るのは、二百歳とか、三百歳とか……割と年とし嵩かさの妖精ばっかりで……見た目じゃわからないけど……ニルスがそう言ってて……年嵩の妖精は、皆人としての心を失ってしまうって……ニルスも、彼を奴隷商人に売ったのは実の親だったんだそうです……」

　俯いて嗚お咽えつを漏もらすミリアム。

「ニルスも……コルネリアも、ウルスラも、ボーナも、ラウロも……私……私……死にたくなかったから……捕まったら……酷い事をされるから……必死で……でも……」

　恐らくは他ほかの者は皆、死んで──自分だけが生き残った。

「分かる。分かるが今は考えるな」

　ユーゴは椅い子すから立ち上がると、寝しん台だいに腰こし掛かけている彼女の前に跪ひざまずいて腕うでを伸のばし、その柔やわらかな枯かれ葉は色の髪かみに覆おおわれた頭の上に、右手を置いた。

「……ユーゴ……さん？」

　驚おどろいた様に顔を上げ眼を瞬しばたたかせるミリアム。

　彼女の頭を軽く撫なでてやる。怖こわい夢を見たと愚ぐ図ずる小さな子供を、よく孤こ児じ院いんでこうやって慰なぐさめていたものだ。さすがにミリアムが相手だと、幼児の様にそのまま抱だき締しめてやる、という訳にはいかないが。

「俺も覚えがある。奴隷商人に捕まって、色々あって殺されそうになって」

「えっ……？」

「必死に抵てい抗こうしたんだが、結果として、俺以外の捕まった者は皆、死んでしまった。君位の歳としの、獣祖族の女の子もいたよ。今でもたまに夢に見る。何とか出来たんじゃないかって思ってしまう。いくら考えても仕方ないんだけどな」

　そうだ。後こう悔かいしようが苦く悩のうしようが何も変わらない。

　何度、追つい憶おくの悪夢を繰くり返しても過去は変わらない。ミリアムに『考えるな』などと言ってみたものの、それは一いち時じ凌しのぎの対処法であって解決策ではない。だから今もユーゴはあの日の事を引きずり続けている。

（わかってる。本当、偉えらそうに言えた立場じゃないんだ、俺は──）

　どうして自分だけが生き残った？　何のために自分だけが生きている？

　記き憶おくの断だん片ぺんでしかない筈の夢に意味を与えるのが、人間であるならば──忘れ難がたい過去と現在の繫がりに、何らかの意味付けができるのも人間だろう。

　過去の抱え方を変えるのだ。

　自分は生かされた。何かをする為ために。

　考えろ。これから何をするべきかを。




『ユーゴって奴隷商人、嫌きらいなんだなって。珍めずらしく積極的なのはそのせい？』




　ふと脳のう裏りにアグネータの言葉が過よぎる。

（俺は…………アウグスト・ハーンを殺したいのか？　積極的だって？）

　少なくともアグネータにはそう見えていた様だが。

（直接ジェローム達を殺した奴やつ等らも、院長も、もう死んでいるから……今いま更さら、仕返しできないから、復ふく讐しゆうできないから、溜りゆう飲いんを下げられないから、代わりに目の前の奴隷商人を？）

　それはただの八つ当たりだ。そんな事をしても死んだ者は帰ってこない。ならばそれは自分の為の気晴らしでしかない。相手が悪人であるかどうかは関係無い。

　ただ──

（これから死ぬ者を減らす事は…………できる）

　自分はその為に生かされたと考えろ。

　何もしなければ、これから生じるであろう、ジェローム達の様な犠ぎ牲せい者しやを、自分やミリアムの様な者を、一人でも──減らす、その為に。

　勿論、如い何かに大物とはいえ奴隷商人の元締めを一人殺したところで、この世から全すべての奴隷商人が消え失うせる訳でもなし、それは贖しよく罪ざいというにはあまりにも身勝手な、自己満足とも言うべきものに過ぎないのだろう。

（『正義の味方』──か）

　自じ嘲ちよう気味にユーゴはふと、あの木乃伊ミイラ部隊を率いていた女妖精の言葉を思い出す。

　誰だれの為でもなく自分の満足の為に戦う者を──あの女妖精はやはり『正義の味方』と呼ぶのだろうか。

「…………」

　ミリアムは──しばらく潤うるんだ眼を瞬かせてユーゴを見つめていたが。

「あの……ユーゴさん……私……これからどうなるんです……か？」

　それから彼女は少し戸と惑まどう様な口調でそう問うてきた。

「どう、とは？」

　ユーゴにしてみれば、情報が得られれば、それ以上の用はこの少女には無い。
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「逃げるの助けて貰もらって……御ご飯はんまで……でも、だから、その、私逃げたけど、帰る所も無くて、だから、その……」

　口減らしに売られた少女に帰る場所は無い。

　故郷は遠く、たとえ帰る事が出来たとしても、そこに彼女の居場所は無いのだ。あの奴隷倉庫から逃げたのは、単に来きたるべき『死』や、それに類する悲ひ惨さんな未来に背中を向けて走ったからで……何ど処こか目指すべき場所が在った訳ではない。

「わ……私……なんでもします……から……」

　自分の頭に置かれていたユーゴの腕に縋すがり付いて、ミリアムは言った。

「いや、それは……」

　ミリアムの潤んだ目で見つめられ、ユーゴは言葉に詰つまった。

　親に奴隷として売られたからこそ、ミリアムは無む償しようの愛を信じない。他人の善意を当てにしない。何かを得る為には何かを差し出さねばならない。ニルスが逃げる可能性を得る為に、身体を差し出した様に──

「──へぇい、そこまで」

　そんな言葉と共に、唐とう突とつに開かれる扉とびら。

「──!?」

　ユーゴに縋り付いていたミリアムが、びくりと身を震ふるわせて離はなれた。

　自分が何をしていたのかは充じゆう分ぶん理解しているのだろう、彼女は顔を真っ赤にして俯うつむいている。対してアグネータは平然とそのまま部屋の中に入ってきて、ユーゴの横に立つと、彼の頭をぺしぺしと気安く掌てのひらで叩たたきながら、言った。

「コレは私のだし」

「……え？　あの……」

　とミリアムは驚いた様子でアグネータとユーゴの顔を交こう互ごに見つめている。

　今までのやりとりから、ユーゴの方が立場が上だとでも思っていたのだろう。獣祖族の少女が驚いたのが面おも白しろかったのか、アグネータは益ます々ます調子に乗った様子でこう続けた。

「コレのアレも私のものだし、あげられないし」

「……黙だまれ不良品妖精ポンコツエルフ。俺のアレは俺のもんだ」

　内心、ミリアムの懇こん願がんについて有う耶や無む耶やに出来たことに安あん堵どしながら、ユーゴは顔をしかめてそう言った。




　　　　●




　銃じゆうというものは色々と誤解される事が多い。

　元々異界から持ち込まれた武器だという事に加えて、為い政せい者しやがこぞって庶しよ民みんの製造も所持も売買も禁じてしまった為だ。真っ当な生活をしている限り、多くの者は銃に触ふれる事も無ければそれが使われる現場を見る事も無い。

　持っているだけで投とう獄ごく不ふ可か避ひの禁制品。為政者達をしてそうさせるだけの威い力りよくが、それにはある──だからこそ、同じ飛び道具に分類されてはいても、攻こう撃げき魔ま術じゆつや弓矢の類たぐいとは全く違ちがう『何やら凄すさまじい』代しろ物ものだと多くの者は思いこむ。

　だが実際には、銃は、攻撃魔術や弓矢と同じ『道具』だ。

　万ばん能のうの神器の類ではなく、当然、出来る事と出来ない事がある。

　銃が攻撃魔術や弓矢に比べて明確に優すぐれる点の一つに、射程がある。

　銃の──それも小銃ライフルと呼ばれる大型の銃は、弓矢や攻撃魔術の何倍も──いや何十倍も遠くにまで届く。だが逆に言えば、それも無限の意味を持つものではない。単純な到とう達たつ距きよ離りは勿もち論ろんだが、狙ねらって当たる、その精度を維い持じできる距離には銃とてやはり限界がある。

「……厄やつ介かいだな」

　宿屋の部屋で、手に入れてきた詳しよう細さいな坑道図と鳥ちよう瞰かん図ずを床ゆかの上に広げて見ながらユーゴは眉まゆを顰ひそめた。既すでに一度は閉へい鎖さされた鉱山の資料である為に、坑道図の管理は杜ず撰さんで、役所の書庫管理人に小銭を摑つかませれば楽に持ち出せたのだ。

「３３８ラプア・マグナムの有効射程は一・七キロメートル──だったな、確か」

　異界から持ち込まれたものは、何も銃や薬だけではない。

　異界の便利な品々の効能を享きよう受じゆする上で、重さや長さ、距離や体積、時間の単位というものも、こちらの世界には持ち込まれた。

　こちらの世界には標準原器というものが無く、距離や重量の単位は甚はなはだ適当──不正確なものだった。一見、同じ単位を使っている様に見えても、国ごとどころか、領主の数だけ基準が在ったと言っても過言ではない。重量は各種、物納の租そ税ぜいの量を計測する為に、距離は所有地や領地の面積などを割り出す為に、各領主が自分の都合の良い様に単位を歪ゆがめていたのである。

　だからこそ精密で正確な単位とそれを定める『原器』の概がい念ねん、計測する為の器具は、周知されるや否いなや、一気に広まった。こちら側にやってきた初期の異界人達が、自分達に分かり易やすいから、という理由で強ごう引いんにこれを広めたという側面も在る。

「んー……やっぱり射程内で狙えそうなのは三か所どまりだし。内、二か所は昨日使っちゃったし。ただ視線が通るってだけなら、此こ処こもありだけど……」

　鉛えん筆ぴつの尻しりを口に咥くわえながら呟つぶやくアグネータ。

　相手に狙撃銃スナイパーライフルの知識がどれだけあるかは分からないが、多少なりとも銃の事が分かっていれば、狙そ撃げき者が銃を据すえ付けて標的を狙いやすい場所は割り出せるだろう。それこそ、アグネータがしたように、風の精せい霊れいを使って調べればよいだけだ。

　昨日も調べた通り、有効射程内で、目標地点を狙撃可能な場所は三か所。

　だがその内の二か所は昨日、ユーゴとアグネータが使ってしまった。当然だがハーン商会の者も警けい戒かいしている筈はずだ。迂う闊かつに近づけば、敵が手ぐすね引いて待っていた──という事にもなりかねない。残る一か所も待ち伏ぶせされる危険がある、という意味では大差あるまい。

　風の精霊が示してきた『候補地』はもう一か所存在するが、こちらは目標地点まで二キロメートル近い──つまり〈サイレント・アサシン〉の有効射程の外側にある。ここから狙っても標的に命中させられるかどうかはかなり怪あやしい。

「むしろ待ち伏せされている前提で考えるか？」

　眉をひそめて呟く様にユーゴは言った。

「例えば、俺が先に行って、待ち伏せが居るかどうかを確かめる？　待ち伏せされていた場合は、待ち伏せしている敵を俺が排はい除じよ……いや、駄だ目めか。銃声がしているのに吞のん気きに標的が突つっ立ってくれている筈が無い。あの死し霊りよう術師の女妖精がまた武装木乃伊ミイラを十も二十も連れてきたら、俺の方が排除されかねないしな」

「やっぱり諦あきらめる？」

　とアグネータはひどく今更な事を言い出した。

「そういう訳にはいかないだろ。一いつ旦たん引き受けた以上は完かん遂すいしろ。玄人プロだろうが」

「…………」

　アグネータは首を傾かしげてユーゴの顔を覗のぞき込んできた。

「本当、今回はやけに積極的だし、ユーゴ。いつもは渋しぶ々しぶって感じなのに」

「お前が仕事に熱意がなさ過ぎるだけだろう」

　などと言ってから──ふとユーゴはひどく今更な疑問が脳裏を過るのに気がついた。

　今までは、どうせ詳くわしく尋たずねても胸むな糞くそ悪い話が出てくるだけだと決めつけて、敢あえて踏ふみ込まなかったという事もあるのだが……

「……アグニ」

「なに？　真ま面じ目めな顔して。惚ほれ直した？」

「そもそもお前は、何の為にこんな事してる？」

　少女の小こ柄がらな身には不ふ釣つり合いな重く長い狙撃銃まで手にして、同じ妖精ばかりを狙ってその命を刈かり取る者──通つう称しよう〈妖精刈りエルフ・リーパー〉。

（俺は……『自分の為ため』って自覚をしたが……）

　改めて自分の『動機』を定めた事で……ユーゴはアグネータのそれが何なのかが、気になったのである。勿論、〈妖精刈りエルフ・リーパー〉が世間で言われる様な殺さつ人じん鬼きの類ではない事は──少なくともアグネータは殺しを愉たのしんでいる訳でないのは、もうユーゴにも分かっている。始まりがどうだったかは知らないが、アグネータは自分の為に殺し屋になった訳ではないのだ。

「依い頼らいされたからだし」

「そうじゃなくて、最初だよ」

「最初？　そうしろって言われたからだし」

「誰に？」

「誰って……だから『依頼主』だし」

　至し極ごく当然だし、今いま更さら、何な故ぜそんな事を訊きくし？　──とでも言わんばかりの口調で答えるアグネータを、束つかの間ユーゴは呆あつ気けにとられて見つめていた。

「やれって言われたし。これしか知らないし」

　ユーゴが眉を顰めて黙り込んだ事に、何か不安でも感じたのだろうか──アグネータは珍めずらしく言い訳するかの様にそう付け加えてきた。

「標的は指示してくれるし、情報もある程度用意してくれるし、お金ちゃんとくれるし、色々助かるし。武器手に入れる手配もしてくれるし」

　確かにその『雇やとい主』は何かと便べん宜ぎを図はかってくれてはいるようだ。

　アグネータの〈サイレント・アサシン〉の弾だん薬やく３３８ラプア・マグナムも、ユーゴが使っている武器とその弾薬も、その『雇い主』の手配だ。それらの武器を分解整備出来る鉱精の機械工も、その『依頼主』に紹しよう介かいされたらしい。

　相当に裏社会に顔が利きき、場合によっては禁じられている異界と繫つながりも在る。『標的』についても相当量の情報を予あらかじめ用意して渡わたしてくる。以前のファンヌ・リンドステッドの麻ま薬やく商売についての情報も、合成麻薬の構造式も、用意したのはその『依頼主』だ。

　一つ一つはともかく、それら全すべて──となると、断じてそこらの無法者に出来る事ではない。各地の領主かそれ以上の財力と権力を備えていなければ無理だろう。

「何者なんだよそいつは」

　そもそも何を思ってその『雇い主』はこんな事をアグネータにさせているのか。

（『雇い主』はまるで……アグネータを無む作さく為いの殺人鬼たる〈妖精刈りエルフ・リーパー〉にする為に育ててきたかの様にも……思える……その印象が正しいとしたら……それは何故だ？）

　何のためにそんな事をする？

「……そいつの名前は？」

「え？　誰だれ？」

「いつもお前を雇っている奴やつだよ。何ど処この誰なんだ？」

「前にも言ったし？　知らないし。会った事も無いし」

　確かに出会ってすぐの頃ころにユーゴが尋ねて、アグネータはそう答えている。

　あの時のユーゴは、アグネータが単にはぐらかしているだけなのかとも思っていた。ユーゴとしても『深み』にはまる積りは無かったので──自分はあくまで、〈妖精刈りエルフ・リーパー〉の『手伝い』でそれ以上でもそれ以下でもないと思っていたので、そのままになっていたのだが。

「お前…………」

　あまりにも無防備に過ぎる。二十歳はたち過ぎとアグネータは言っていたが、永遠に等しい妖精の血統にとって、それは未まだ幼い子供の様なものではないのか？

『雇い主』はつまり、何も知らぬ無む垢くな子供を、洗脳に近いやり方で殺し屋に仕立て上げてきたのではないのか？　だとすれば──それは奴ど隷れい商人達のやり口とどう違う？　他人を自分の都合のいい手て駒ごまに仕立て上げる為に、まるでモノの様に扱あつかい、その人生を勝手に弄って──

「アグニ……」

　一人の人間としての意思を無視され、他人の都合に振ふり回されながら生きて、何の望みも持つ事も出来ないで──それは間違いなく不幸な事だろう。

　だがアグネータはその事を自覚すらできていないのではないか？

　選せん択たくし判断する自由すら与あたえられてこなかった、魂たましいの奴隷──

「……ユーゴ？」

「この仕事が終わってからでいいから、一度、そいつに、『依頼主』に会う事は出来ないか？」

　ユーゴはアグネータの両りよう肩かたを摑んでそう問うた。

「なに？　ユーゴ、どうしたの？」

「色々、聞いてみたいんだよ。お前の──相棒としては」

「…………」

　驚おどろいた様に眼めを丸くして瞬まばたきを二度三度。

　それから──

「にひひひひひひひ。なんか照れるし？」

　何故かそんな事を言ってアグネータは両手で自分の頰ほおを挟はさんでみせた。
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〈異界戦争〉においてもたらされた新技術は数多い。

　精霊の影えい響きよう力の関係か、異界人が言うところの『電気回路』なるものはこちらの世界では上手うまく稼か働どうしない事が分かっているが──それに頼たよらない装置類は大なり小なりこちらの世界に持ち込まれ、あるいは大おお雑ざつ把ぱながらも複製されている。

　武器そのものである銃は完全な禁制品だが、時計や蒸気機関といった機械装置類は、輸入には色々と制限こそ受けるが、その利便性を鑑かんがみて、こちら側での製造については禁じられてはいない。

　多くの街や村──特に鉱精達が勤める工こう房ぼうでは、蒸気機関を利用した工作機械が多数造られ、この数十年で機械装置の精度は飛ひ躍やく的に向上した。

　蒸気機関そのものも改良され、据え付け型ではなく、車に搭とう載さいする小型のものが出現し──富ふ裕ゆう層を中心に蒸気自動車が売られる様になってきている。

　蒸気自動車は馬車や牛車に比べて桁けた違ちがいに力があるので、大量の荷物を載のせる事が出来たり、車体重量そのものを上げる事も出来る。また普ふ段だんから動力部を健康に『飼育』しておく必要が無いので、維い持じ費も意外に低いという利便性がある。

　アウグスト・ハーンが外出の際に使う車も、そうした蒸気自動車の一台だった。

「…………」

　移動するその蒸気自動車の車内で──アウグストは瓦が斯す灯とうの光の下、算そろ盤ばんを使いながら収支計算を行っていた。

　彼の蒸気自動車には窓が無い。正確に言えば御ぎよ者しや台だいには運転の為の窓が幾いくつか設けられているが、客室には一いつ切さい、外と直接的に繫がる窓が無い。通気口はあるものの、湾わん曲きよくした導管を経由している為、そこから外を覗く事が出来ない。

　アウグストの蒸気自動車は全面を『鎧よろい』で覆おおわれている。対銃じゆう撃げき・抗こう魔ま術じゆつの複合重装そう甲こうで覆われた大型車など、蒸気機関でなければ実現不可能であったろう。商売でアウグストと付き合いのある異界人達はこの蒸気自動車の事を『装甲車』と呼んでいた。

「──会長」

　欠伸あくびをしながら声を掛かけるのは、対面の席に座ったドリスである。

「なにかな」

　算盤から眼も上げずにアウグストが応じる。

　その間も彼の指は算盤の珠たまを弾はじき、ペンを使って収支表に何かを書き込んでいた。他ほかの事にはまるで興味を持たず、黙もく々もくと作業をこなしていくその様子は──まるで彼そのものが計算をする機械装置の様にも見える。

「久しぶりに同乗させていただきましたが。相変わらず息が詰つまりそうな車ですね」

「そうかね？　私は気にならないが」

　とやはり計算を続けながら言うアウグスト。

「敵対者からの各種攻こう撃げきを跳はね返す装甲。それを込みで車体を問題無く動かせる出力の蒸気機関。それらの維持費。私の安全維持に費ついやされる経費としては、非常に均きん衡こうがとれている。合理的だ。窓などそもそも防ぼう御ぎよ力の低下に繫がるだけだ」

「それは全くその通りですね」

「君の趣しゆ味みを否定する気は無いが、君は少々、叙じよ情じよう的に過ぎるきらいがある」

　とアウグストは言った。

「いつかその非合理さに足をすくわれるぞ」

「それもそうかもしれません」

　とドリスは笑った。

「叙情……喜き怒ど哀あい楽らくの感情とそれを足がかりにした他者の感情に対する共感能力……他者の気持ちを『察する』力、もしくは想像して『思い遣やる』力……そういったものは、確かに普人や鉱精、獣祖といった定じよう命みようの者達には必要かもしれないが。我々妖精には必要無い」

　そう言い切ってから……しかし何か思うところがあったのか、アウグストはふと手を止めてこう付け加えた。

「必要、無くなった」

「……それはいつからですか？」

「さてな。細かくは覚えていない」

「〈異界戦争〉が終わってから──とか？」

　それとも──〈異界戦争〉の初期に異界人達が率そつ先せんして鬼おに共を滅ほろぼしてからか。

「どうかな。確かに小鬼や猪鬼が生きていた頃は、もう少し私も感傷的だったかもしれないがね。日記をつける趣味はないので正確な歳月までは分からない」

　異界からやってきた者達は、『改革』の手始めに猪鬼や小鬼を殺した。蹂じゆう躙りんし、殺さつ戮りくし、殲せん滅めつした。それらが事実上の『天敵』であった妖精達は、当然これを歓かん迎げいした……が。

「我々を理り不ふ尽じんに脅おびやかす天敵が居なくなった。同時に異界から持ち込まれた医学──とりわけ薬理学が、我々にとって理不尽な死の象しよう徴ちようでもある病の大半を、駆く逐ちくした」

　他の種族に比して妖精は、そもそも病に罹かかりにくい。

　普人や獣祖族によく見られる不治の病──癌がんの類たぐいも妖精族は無む縁えんだ。

　この結果として、妖精達は死を遠ざける事に成功した。

　勿もち論ろん、事故や災害によって死ぬ可能性というものは未だ残ってはいるが、それすら金さえあれば限り無く遠ざける事は可能だ。そして手段さえ選ばなければ妖精達は大たい抵てい、金かね儲もうけが上手い。時間は無限にあるのだから、試行錯さく誤ごはやり放題だ。

　しかも歳とし経た妖精は中ちゆう途と半はん端ぱな人情に足を引っ張られる事がない。冷れい徹てつな計算装置と化して延々と金儲けをする事が出来る。古参の妖精達の多くは、他の種族との付き合いを円えん滑かつ化する為ために、適当な表情の仮面を被かぶるが……彼等の内面は一様に冷え切っている。

　まるで歩く死者アンデツドの様に。

「思うに、他者への共感というものは、社会という環かん境きようの中で弱者が自身を守るための能力として発達してきた。だが感情論的な人治主義を離はなれ、制度として確立したこの社会で、我々の様な古株の妖精は、既すでに弱者ではない」

　アウグストは手を止めてドリスの顔を見つめてくる。

　その蒼あおい瞳ひとみには何の感情の色も映ってはいなかった。

「『気持ち』などという数量的な計測も、保存も、適性基準での交こう換かんも利きかない曖あい昧まいなものよりも、法律的権利や金銭が、我々を守る。それを身に付ける事で、共感能力など無くとも、この社会で充じゆう分ぶんに生きていける。第三者的な公平性を充分に担保された、それは『力』だ」

「…………なるほど」

　曖昧に笑うドリス。

「『天敵』の消滅は、滅びの第一歩だ、などと唱える者も居る様だが。それとて定命たる他種族の価値観に過ぎない。我々は死なない。死なないから滅びない。我々はもう理不尽で突とつ発ぱつ的な死に怯おびえる必要が無い。それがどうして滅びであろうか」

　脆もろく弱く死に易やすい生物は、生存性を高める為に群れる。

　人間でいえば──『社会』とはそうした必要性から生まれた『群れ』の一種だ。そこでは効率の良い相そう互ご的な協力が必要で、だからこそ細かな意思疎そ通つうが求められ、言葉が生まれ、文字が生まれた。互たがいに思い遣る能力──感情移入の能力も元はそこから生まれたものなのだろう。

　だがもし協調性が必要なくなったら……？

　他者の感情や思おも惑わくなどに配はい慮りよする必要が無い様な環境に置かれたら？

　それでも人間は──『思い遣る』能力を持ち続けるのか？　何の必要も無いのに？

「必要の無い能力を失って、何を嘆なげく？　お前も幼よう稚ちな趣味にさっさと見切りをつけて、この境地に辿たどり着くといい。素す晴ばらしい解放感だよ」

　硝子ガラス玉の様な眼でドリスを眺ながめながら彼はそう言った。

「解放感──ですか」

　とドリスは鋼鉄の壁かべに覆われた車内を見回して言う。この閉へい塞そく感を覚える車内で、何かに追われる様に計算を続けるアウグストの姿に解放感を見て取る事は出来ないが──それとて『叙情的に過ぎる』という事なのだろう、彼に言わせれば。

「そう。解放だ」

　アウグストは再び算盤と計算表に視線を戻もどしながらそう断言した。
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　宿屋に支し払はらいを済ませると裏に停とめてあった馬車の所に戻る。

　見れば──〈サイレント・アサシン〉入りの杖つえを抱かかえたアグネータが、荷台の上で足をぶらぶらさせながら待っていた。

「準備は？」

「いつでもいいし。ユーゴはきちんと精算してきた？」

　とアグネータが笑う。

「してきたに決まってるだろう。ここで面めん倒どうとか起こしてどうする」

「そっかそっか。きちんと精算しておかないと後々尾おを引いちゃうしね」

　とアグネータは身を揺ゆすって笑う。

「……何の話をしてる？」

　馬の周りを一通り確かく認にんして御者台に乗りながらユーゴは問うた。

「だからユーゴの愛人関係の清算」

「人聞きの悪い事を言うな。清算ってそっちか」

「他に何を清算するのさ？」

「宿代に決まってるだろうが」

　二部屋とって、三日ばかり宿しゆく泊はくしていた訳だが──ミリアムのいる部屋については、二日分ばかり余計に支払ってきた。彼女は今眠ねむっているが、起きれば宿の人間からユーゴ達が既に発たった、という話を聞かされる事になるだろう。

　ミリアムから聞ける限りの話はもう聞いた。彼女とこれ以上一いつ緒しよに居る必要は無い。宿代は彼女から得られた情報の対価と考えれば充分に釣つり合いはとれる。

（というか、一緒に居ない方がお互いの為だ）

　帰る場所が無い、というミリアムの身辺事情には同情も共感もするが──だからといって自分達と一緒に行動するのは色々と危険すぎる。だからユーゴは彼女を此こ処こに残していく事に決めたのだし、その事についてはアグネータも異論を唱えてこなかった。

「ユーゴ、あの子に惚ほれられちゃったし」

　とユーゴの話を聞いているのかいないのか、アグネータは尚なおも楽しそうである。

「惚れる要素とか無いだろう。一昨日おととい出会ったばっかりで」

　ミリアムが身体を提供してでも庇ひ護ごを求めてきたのも、恋れん愛あい感情とはまた違うものなのであろう。ユーゴはそう考えていたが──

「一目惚れに時間は関係無いし？」

「お前はどれだけ一目惚れに夢を抱いだいてるんだよ」

「いいなぁ。羨うらやましいし」

「『羨ましい』……？」

　手た綱づなを打って馬車を出しながらユーゴは苦く笑しようする。

　てっきり、普段からユーゴに性交しようなどと気軽に誘さそってくるアグネータであるから、ミリアムに対しては嫉しつ妬との様な──ある種の独どく占せん欲よくから来る否定的な感情を抱くものかとも思っていたが。これはユーゴの自意識過か剰じようだったのだろうか。

「私も妖精だし」

　荷台にごろんと転がって、空を見上げながらアグネータはのんびりと言った。

「二百歳を超えた辺りで、妖精って恋愛とかそういう感情、無くなるって話だし。なら若い内に──恋愛は、出来るうちにしておきたいし」

　恐おそらく単純な快楽を求めて性的な交わりをする事は可能だろう──テレシアがそうであった様に。だがそれは、自身の即そく物ぶつ的な快楽に対する欲よつ求きゆうからの事で……いわば一種の『反射作用』に過ぎない。少なくともそれは恋こいだの愛だのと呼べるものではないだろう。

（やっぱりこいつ……）

　見た目通りの──いや見た目以上に子供なのだ。

　知識として異性に対する恋や愛を知ってはいても、それらを自らの衝しよう動どうや感情として覚えた事が無い。大人達や、物語が語るそれらを、『何かよく分からないけれど、きっと素敵なもの』として憧あこがれているだけで。

　まるで──『恋に恋している』かの様に。

（妖精ってやつは……）

　普人の、いや、他ほかの種族の眼めから見れば、ちぐはぐというか……その精神と肉体の成長がまるで嚙かみ合っていない様にも思える。それが他者や事故によって『殺される』事が無い限り永遠に生きられるが故ゆえの特とく徴ちようなのか、それともこれは育ちがひどく歪いびつなアグネータに限っての事なのかは分からないが。

「だからユーゴ。帰ったら性交しよう。にひ」

　ずるずると荷台の上を這はって御ぎよ者しや台だいににじり寄りながら言うアグネータ。

「順番が無茶苦茶だって言ってるんだよ」

「ユーゴと知り合ったのは私の方が先だし。ミリアムに先越こされると釈しやく然ぜんとしないし」

「その順番じゃねえよ！」

　やはりこの少女が単なる馬ば鹿かなだけか。

　思わず怒ど鳴なってから──ユーゴは溜ため息いきをついた。
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　異界の商人達はいずれも几き帳ちよう面めんだ。

　何事にも数字通りに事が運ぶ事を求めてくる。勿論それはアウグストも同じであるから概おおむね異界人相手の奴ど隷れい売買は問題無く回っていた。

「先方様がお見えです」

　そう御者席の者が告げてきた為、アウグストは出納すいとう帳の検算を止めた。

　ちなみにドリスはもう数時間前から車を降りて、先に運び込まれていた木乃伊ミイラの一団を率いて周辺の警備に向かっている。彼女が死し霊りよう魔ま術じゆつで制せい御ぎよ出来る木乃伊ミイラは十体が限度だが、その全すべてを連れて出て行った様だった。

（何か隠かくしている様だが、まあいい）

　ドリスがこっそりハーン商会の関係者や奴隷を趣しゆ味みでいたぶっている事については、アウグストも気がついていた。だがその事で生じる損失と、ドリスを雇やとっている事で得られる利り潤じゆんを秤はかりに掛かけて、後者が優まさっている限りアウグストはそれを咎とがめる積もりは無い。

　逆に言えば……前者が優ればアウグストはドリスを殺すなり、薬くすり漬づけにして奴隷にするなりにする積もりだった。十五年に及およぶ雇こ用よう者・被ひ雇こ用よう者としての付き合いも、歳とし経た妖精であるアウグストにしてみれば、損得計算可能な要素の一つに過ぎない。

「…………」

　後部の跳はね上げ式の鉄てつ扉ぴを開いて車の外に出る。

　車内の瓦が斯す灯とうとは桁けた違ちがいの光量が降り注ぎ、アウグストは眼を細めた。

　周囲は殆ほとんど草も生えない、『岩の樹き』の森である。

　地じ震しんの際に崩くずれ残り、まるで巨きよ大だいな樹木の様な姿をさらしている無数の坑こう道どう──その一部をアウグストは倉庫として利用している。奴隷の檻おりだけでなく、異界からもたらされる様々な商品──銃じゆうを始めとする武器や薬物、その他諸もろ々もろを隠して保管するには何かと都合が良いのである。

　ただ……その手の坑道はどれも広いとは言い難がたく、商売としての客を通すには何かと不都合が在った。単純に礼を失して相手の機き嫌げんを損そこなう──という以上に、坑道の中は取引の品を並べて展示するのに向かないのだ。瓦斯灯では光量が足りないし、魔術で光の精霊ウイルオウイスプを喚よび出しても、安定性に欠ける。客は大たい抵てい、明るい場所で商品の状態を子細に検分したがる。奴隷の取引の場合は特にそれが顕けん著ちよだった。

　他にも……異界人達が坑道の中に入るのを嫌いやがったという事もある。

　恐らく何かの裏切りを──罠わなでも仕し掛かけられているのではと警けい戒かいしているのだろう。

「──ふむ」

　見れば、山やま肌はだに開いた穴の傍そばに、異界の商人とその同行者が十人ばかり立っているのが見えた。年ねん齢れいも、肌や髪かみや眼の色もばらばらだが、全員が『スーツ』と呼ばれる衣い装しようを着ている事は同じである。いわばその格好が異界人である印の様なものだった。

「──どうも、皆みなさん」

　商売用の笑えみを浮うかべて彼等に近づいていくアウグスト。

　ちなみに相手の半数は取引相手ではなく、その護衛で──懐ふところに拳けん銃じゆうを隠しているのをアウグストは知っている。だからアウグストの護衛五名にも武装はさせてあった。護衛の数を合わせてあるのは、単純に商売上は対等であると相手に感じさせる為ためだ。

　アウグストは他人との共感能力には何も価値を見いだしていないが、だからといって普人や鉱精、獣祖といった種族の感情を無視して商売が出来ない事は理解している。

　限られた命の彼等は、多分に感情的だ。時に損得計算も出来なくなる程ほどに。

　だからこちらで相手の感情を刺し激げきしない様に、取りはからってやる必要があった。

「どうも、ハーン会長。今回も良い取引が出来ればと期待していますよ」

　異界人の一人が歩み出て、片手を差し出してくる。

　相手の流りゆう儀ぎに合わせてこれを握にぎってやりながら──『握手シエイクハンド』というらしい──アウグストは笑顔の仮面のまま、大きく頷うなずいてみせた。

「我が商会は常にお客様を失望させません。今回も獣祖族、鉱精族、それに妖精族も、男女、年齢を問わず各種取りそろえております。先に戴いただいたご要望書の一覧は確認済みです、後はその質を御ご自じ分ぶんの目でお確かめください」

　アウグストが頷くと、奴隷倉庫の管理人達が鎖くさりに繫つないだ奴隷達を連れて坑道から姿を現した。アウグストの言葉通り、種族、男女、年齢を問わず五十人以上。全員が一糸纏まとわぬ全ぜん裸らで、健康状態も簡単に調べられる様になっている。

　商品の質については、アウグストは客を騙だます積もりは微み塵じんも無い。誠実な商売姿勢こそが金かね儲もうけの近道、というのが持論だからだ。倫りん理り観や道徳観はさておき、純然たる公平性という意味において、アウグストは至し極ごく真っ当な商売人だった。

「どうぞ、ご存分に検品ください。ただし──」

　と人差し指を立てて示しながらアウグストは若じやつ干かん、口調を変える。

「男女年齢を問わず、実際の性せい行こう為いはご遠えん慮りよいただきたい。異界のお客様向けに扱あつかう奴隷は全て処女か童どう貞てい──それが我が商会の売りの一つであります故。性奴隷としての性能についてお確かめになりたい場合は、お買い上げの後で」

　今いま更さらの様な商売文句に、異界人達の間から笑い声が漏もれる。

『スーツ』姿の男達が、山肌を背に並べられた奴隷達に近づいていく姿を見ながら、アウグストは頭の中で今回の商談で得られるであろう利益額を、検算していた。




　　　　●




　光学照準器スコープの交叉線クロスライン。

　そこにアウグスト・ハーンの何ど処こか白々しい笑顔を捉とらえる。

　場所は巨大な『岩の樹』の、一ひと際きわ太い枝の一本──その中程。まるで先の途と切ぎれた巨大な橋の上に居るかの様である。巨大な『岩の樹』の森のせいで何かと視界が遮さえぎられがちなこの辺りでは、数少ない狙そ撃げきに適した場所だった。

　距きよ離りは約四百メートル。長距離だが優すぐれた狙撃手と狙撃銃ならば外す事は無い。

「やっぱり来ましたね、『正義の味方』さん？」

　ふと……後方から声が掛かる。

「狙撃するなら、間際まで光学照準器スコープの類は出さない事ですよ。何度も確かく認にんしたくなる気持ちは分かりますが、光の反射で狙撃手の存在が露ろ呈ていしてしまいますし」

「…………」

　咄とつ嗟さに振ふり向きそうになるのを意識して堪こらえ──手にした小さな鏡で背後を窺うかがうと、あの妖精の女と、そして木乃伊ミイラが十体ばかりそこにいた。巨大樹の幹を──縦穴をなんらかの方法で上った上で、回り込んできたのだろう。

　距離にすれば五十メートル程か。

「念の為にもう二か所、会長を狙ねらえそうな場所には人を送っておきましたが……こちらが正解だった訳ですね。嬉うれしいです。ええ。本当ですよ」

「…………」

「振り返ってお顔を見せてくださいな。大だい丈じよう夫ぶ、背中から撃うったりしません。それじゃ撃たれた瞬しゆん間かんの顔が見えないでしょう？　痛い、怖こわい、苦しい、そんな表情が見たいのです、私は」

　自分達の勝利は揺ゆるがないと考えているのだろう。女の妖精は得意げに喋しやべり続けている。

　相手の言葉を信じた訳ではないが、ゆっくりと立ち上がって振り返る。

　それに従って岩いわ肌はだの迷めい彩さいとして使っていた灰色の外がい套とうが、身体から滑すべり落ちた。

「…………!?」

　妖精の女が滑こつ稽けいな程に眼を丸くする。

　勝ち誇ほこっていたその表情に亀き裂れつが入るのを見るのは、少し愉ゆ快かいだった。

「それは……何の積もりです？」

「さてな？」

　ユーゴは手にした『狙撃銃』を──実際には木の杖に、予備の光学照準器スコープを付けただけの得え物ものを投げ捨てて、両手を掲かかげた。
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　狙撃は純然たる算術──物理計算である。

　可能不可能は数字によって明白に分けられる。多少の運不運は影えい響きようするが、根こん性じようや気き迫はくで有効射程が延びたりはしないし、奇き跡せきを当てにする様なものでもない。標的までの距離を計測し、風向きと風速を計測し、弾だん薬やくの特性から弾道を──どの様な曲線を描えがくのかを予測し、それらを全て考こう慮りよした上で最適解を導き出す。

　そして狙撃手は自分が導き出した最適解にどれだけ寄り添そえるかが『腕うで前まえ』になる。

「んん～？」

　算そろ盤ばんをはじいて検算をするアグネータ。

　既すでに先にある程度の試算は終えているが、実際に現場に出て計測した風向きや風速、気温、湿しつ度どといったものの影響を出来るだけ狙撃実行間際に調整する必要があるからだ。

　特に──超長距離狙撃では。

〈サイレント・アサシン〉に使用される弾薬──３３８ラプア・マグナムの有効射程は一・七キロメートル。これは厳密で動かしがたい数字である。単に届かせるだけならばもっと遠くまで到とう達たつは可能だが、実用的な精度は望めない。

「……にひ」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようして風の精霊に風速と風向きを確認。

　無風状態。気温摂せ氏し二〇度。湿度十六パーセント。標的までの距離二・一キロメートル。

　有効射程を超こえる事、四百メートル弱。当然ながら一・七キロメートルを超えた辺りから急速に弾道は乱れて落ち込んでいく為、『狙った所に命中させる』事はほぼ不可能だ。

　普ふ通つうの条件下──ならば。

「にひひひ──『汝なんじ、既に人間にあらず、妖精にあらず、死を忘れたる汝、既に鬼おになり』」

　アグネータはひっそりと笑うと算盤を置いて光学照準器スコープを覗のぞき込んだ。

　そして──

「にひ。悪い妖精は死体になるお時間でぇす」

　そう言って唇くちびるを舐なめると、アグネータは優やさしく、そっと引き金を絞しぼった。
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　一いつ瞬しゆん、その場にいた誰だれもが何が起こったか分からなかっただろう。




　──ゅんッ！




　大気が抉えぐり抜ぬかれる音が鼓こ膜まくに突つき刺ささる。

「──あ？」

　間の抜けた声をアウグストは漏らしていた。

　自分の腹にぽつんと穿うがたれた孔あな。それを見て──反射的にこれを押さえようと手を挙げるが、血がそこから噴ふき出す方が早かった。動脈を傷つけられたのだろう。

「あ……あ……ああ……？」

[image: ]

　痛みは感じなかった。ただ熱さだけが在った。

　だから慌あわてて右手で傷を押さえ、その場に膝ひざをつき、勿もつ体たいない、とばかりにこぼれ落ちた自分の血をすくい取ろうと左手で濡ぬれた地面に触さわる。既にその行動に論理性は無い。そんな彼の姿は──突とつ然ぜんの事態に混乱しきった妖精商人の姿は、ある種、滑稽ですらあった。

「ハーン会長!?」

　ハーン商会の者達や、取引相手の異界人達が驚おどろきの声を上げる。

　だがアウグストに彼等に応じている余よ裕ゆうなど無かった。

「あ……ああ……ああああああああ……」

　言葉にならない。言葉が出てこない。

　流血に伴ともない、急激に視界が暗く閉じていき、平へい衡こう感覚さえ失われていく。膝立ちの状態から力なく横よこ倒だおれになりながら、アウグストは陸に打ち上げられた魚の様に、ぱくぱくと口を開け閉めして──

「な……なんだ、なんだ、これ、は、これ……は……」

　社交用の仮面ではなく、心底からの感情によって彼の端たん正せいな顔が歪ゆがむ。

　理り屈くつではなく、己おのれの肉体の感覚が切実に訴うつたえてくる『死』の恐きよう怖ふ。自分が単なる物体に堕だしていき、自我が散さん逸いつしていく、その事に対する実感が、アウグストを狼ろう狽ばいさせていた。

　忘れていた『死』が──永遠に遠ざけておく事が出来た筈はずの『死』が、今、忘ぼう却きやくの彼方かなたに置き去りにしていた諸もろ々もろを引き連れて、彼の上に覆おおい被かぶさってきていた。

「……ばかな、わたし、は……どうし……て……」

　商会の者達や異界人達に血ち塗まみれの手を伸のばす。

　だが恐怖からなのか、あるいは冷れい酷こくであるからか──彼等は近寄ってこない。逆光気味で彼等の表情は見えず、彼等が何を考えているのかも分からない。どう訴えれば彼等が助けてくれるのかも分からない。

「……いやだ……助け……て……助け…………ああ……死に……な……」

　だから伸ばされたアウグストの手は虚むなしく空中を搔かいた。

「ああ……ああああ……あ……しに……あ……あ…………」

　数百年ぶりの──自分にそんな能力が在ることすら忘れていた涙なみだを滂ぼう沱だと流しながら、たっぷりと時間をかけて弱り、最後に塊かたまりの様な血を吐はいて、アウグストは死んだ。
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　己の頭上を通り過ぎる──異音。

「──!?」

　それが何の音なのかを理解した瞬間……ドリスには隙すきが生じていた。

　死し霊りよう術師の動どう揺ようは当然に武装木乃伊ミイラ達にも伝でん播ぱする。ドリスのベレッタＭ84自動拳けん銃じゆうと、そして木乃伊ミイラ達のＭ４突撃アサルト小銃ライフル──総計十一の銃口がぎくしゃくと揺れたその瞬間、相手の青年は両手を大きく振りながら身を沈しずめた。

「──撃って！」

　咄嗟に命じるドリスの声に、短機関銃の軽快な銃声が覆い被さった。

　全自動連射フルオートでばらまかれていく大量の銃じゆう弾だん。

　一瞬遅おくれて、木乃伊ミイラ達はドリスの命に従いＭ４突撃アサルト小銃ライフルを撃ったが──それらは青年を掠かすめる事さえ無く、大たい抵ていが虚こ空くうに放たれて消えた。射手たる木乃伊ミイラ達が、揃そろって膝を撃たれていたからだ。

「──罠わなっ!?」

　木乃伊ミイラ達の横手から銃弾を浴びせかける、小型短機関銃。

『岩の樹き』の枝の分ぶん岐き部分の陰かげに隠かくれる様にして──灰色の迷彩布を被せられ、箱の様な木製の鞄かばんに銃じゆう把は部分だけで固定されていたそれには、細い金属の糸が結びつけられていた。青年が手を振ったのは『引き金を引く』動作と『銃口を水平に振る』動作であり、身を沈めて地に伏ふせたのは、自らの仕し掛かけた罠の銃弾から身をかわす為ためだった。

「伏せ──」

　木乃伊ミイラ達も同様に伏せる様に命じようとしたドリスだが……背中に装着していたらしい銃鞘ホルスターからもう一挺ちようの短機関銃を引き抜いた青年が銃じゆう撃げきを始める方が早かった。

　短機関銃の連射とはいえ、小口径弾だんは反動もそう激しくはない。青年の手で横よこ薙なぎに払はらわれた短機関銃は、大きく跳はねる事も無く、銃弾の列を木乃伊ミイラ達の膝へと送り込んでいた。

（しつこく膝を……!?）

　先に関節部を狙われた経験から、ドリスは木乃伊ミイラ達の膝に、膝当てを着けさせていたが──所しよ詮せんは一枚の防弾板、二方向から来る銃弾全すべてを防ぐ事は出来なかった。

　後ろから膝しつ関かん節せつを──骨を破は壊かいされ、自身を支えきれず次々と倒たおれていく木乃伊ミイラ達。

　だが──

「──ッ！」

　次の瞬間、青年は顔をしかめながら横に走った。

　木乃伊ミイラ達を掃そう射しやした後、青年はドリスも撃つ積もりだったのだろう。

　だが木乃伊ミイラ達が身を屈かがめたドリスを庇かばう様な形で折り重なって倒れた為、青年の銃弾は彼女に届かない。しかも──倒れはしたものの、最も早はや、死ぬ事のない木乃伊ミイラ達は突撃アサルト小銃ライフルを構え直して青年に向けて発はつ砲ぽうを始めた。

　予あらかじめ見当をつけていたのだろう、青年は走って岩陰の一つに飛び込んだ。

「……驚きました」

　木乃伊ミイラ達の影かげに身を潜ひそめながらドリスは言った。

「一体どうやって？　３３８ラプア・マグナムは…………」

「……ああ。狙そ撃げきの事か？」

　無視されるかとも思ったが、岩陰の青年は淡たん々たんとした口調で応じてきた。

　ドリスは先に狙撃された際、手に入れた弾頭から、狙撃者が使っているのは３３８ラプア・マグナムという弾たまだと確信していた。そしてその３３８ラプア・マグナムの有効射程が一・七キロメートルである事も、調べて理解していた。

　半径一・七キロメートルの圏けん内ないに、アウグストを確実に狙撃出来る場所は三か所。その何ど処こかに狙撃者は来ると踏ふんでいたからこそ、二か所には人を送り、一か所にはドリス自ら木乃伊ミイラ達を率いて此こ処こに来た──のだが。

　狙撃者は二キロメートル以上離はなれた場所から狙撃していたらしい。

　だが有効射程外から、どうやって？　まさか偶ぐう然ぜん、命中する事を期待して？

「有効射程一・七キロメートル──あれは、海かい抜ばつ零ゼロメートルでの数字だ」

　青年の口調には勝ち誇ほこる昂たかぶりも、嘲あざける揺ゆらぎも無い。

　ごく当然の道理を語っているかの様に──静かだった。

「高山地帯のこの辺りでは空気が薄うすい。だから当然──弾丸に掛かかる空気抵てい抗こうは減る。結果として射程は伸びるんだよ。二キロ先からでも命中させる事が出来る程ほどに」

「なるほど……？　解説ありがとうございます」

　ドリスは素す早ばやく指先で印を切りながら言った。

「我が名はドリス・オングストレーム、死を越えて汝等に語り掛ける者なり。聞くが良い、従うが良い、我が言葉こそ死者に与あたえる甘かん露ろなれば、我が意思こそが虚うつろなる器うつわを満たす血潮なれば。我は汝等に与える、新たなる形、新たなる意を──」

　ぞわりと倒れ折り重なっていた木乃伊ミイラ達が一いつ斉せいに動く。




　──かああああああ……ッ




　次の瞬しゆん間かん、包帯を引き裂さきながら、木乃伊ミイラ達が顎あごを開いた。

　既すでに死者たる彼等にとって顎とは喰くう為の器官にあらず、喋しやべる為の器官にもあらず、それは単なる関節の一つに過ぎない。故ゆえに──

「──その身を以もつて顕あらわせ、骸むくろ蜘ぐ蛛も」

　木乃伊ミイラ達が互たがいに喰らいつく。顎と顎が嚙かみ合い、あるいは太ふと股ももと太股を絡からみ合わせ、折り重なる骸がドリスが脳内で設定した通りに形を構築していく。

　複雑に絡んで一体化した木乃伊ミイラ達が、ぞろりと身を起こした。

　人体十人分をふんだんに使った巨きよ大だいな蜘蛛の似姿──骸蜘蛛。総計二十本の腕うでのうち、八本が脚あしとなって地を摑つかみ、八本が銃を構え、四本が姿勢制せい御ぎよと弾だん倉そう交こう換かんを担当する。

　死霊術により屍しかばねを文字通りに嚙み合わせて作る多脚戦車──それが骸蜘蛛だった。

「私のとっておきなんですよ」

　ドリスは笑いながら言った。

「正直、これを操あやつるのはかなり疲つかれますし、大抵、手加減出来ずに相手を滅め茶ちや苦く茶ちやに潰つぶしてしまうから、あまり使いたくなかったのですけれど──ね。さあ、戦争のお時間、第二幕ですよ。頑がん張ばってくださいな、『正義の味方』さん？」
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　視界の狭せまい高倍率光学照準器スコープから眼めを離し、双そう眼がん鏡きようで現場を俯ふ瞰かんして確かく認にんする。

「……にひひ」

　慌てて現場から立ち去る異界人達、懐ふところから銃を抜ぬいて周囲を警けい戒かいするその護衛達、そして突然の事に立ち竦すくむハーン商会の者達──いずれの動きも、アウグスト・ハーンの死を示していた。奴ど隷れい達は岩がん壁ぺきを背にして並んだまま動いていない。彼等も予想外の事態に直面し、何も考えられなくなっているのだろう。

「お仕事、終しゆう了りよう──ではなくて」

　アグネータは双眼鏡の向きを少しずらした。

　敵が──あの女妖精率いる武装木乃伊ミイラの一団が、アグネータの所に押し寄せるのを避さける為、別の狙撃候補地でユーゴが予備の光学照準器スコープを片手に、敵の注意を引く手て筈はずになっていた。狙撃が終わった今、ユーゴも迅じん速そくに撤てつ収しゆうを始めている筈──だったが。

「おうちに帰るまでが狙撃だ……し………………………………ユーゴ？」

　眼を丸くするアグネータ。

　双眼鏡の視界の中には──蜘蛛じみた異形の巨大な怪かい物ぶつと、激しい銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広げるユーゴの姿が映っていた。
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　それは最早──怪物としか言い様の無い代しろ物ものだった。

　大まかにはあの妖精の女、ドリス・オングストレームの言葉通り、蜘蛛に似ている。

　八本の腕……いや、脚を動かして不安定な足場でも高速で這はい回る異形。だが最も恐おそるべきは全身から生えた八本の腕が銃を操り、四本の腕が弾倉交換を行う事だった。

　単に怪物というだけでなく、充じゆう実じつした火力を備えるそれは、いわば『多脚戦車』だ。

「……くそっ」

　猛もう烈れつな勢いで迫せまってくる怪物を眼にしてユーゴは後退せざるを得なかった。

　岩陰に隠れていても、あの怪物の八本脚の速度と走破性ならば、易やす々やすと側面に回り込まれてしまうだろう。撃うち合いも火力差を考えればおよそ現実的ではないし、何より全方位に銃を向けられる八本の腕が、死角というものを悉ことごとく潰している。

（あのドリスとかいう妖精を──死霊術師を叩たたくのが手っ取り早いんだろうが）

　しかしドリスは怪物の背後に居て前に出ようとはしない。怪物を迂う回かいしてドリスを攻こう撃げきできる位置に移動するのは、恐らく無理だ。ユーゴ達が今居るのは、いかに巨大とはいえ横よこ幅はばの限られた『枝』の上なのだから。

　岩陰から岩陰へ、窪くぼみから窪みへと後退しつつ、〈スコーピオン〉で銃撃を加えるも、一発撃てば十発が返ってくる様な状じよう況きようである。そして相手の関節を狙ねらおうにも、相手は十体ばらばらに動いている時よりも遥はるかに素早く、命中させるのは至難の業わざな上──八本も脚がある以上、一本や二本を潰したところで、動きは止め難がたい。〈スコーピオン〉の32ＡＣＰ弾では一発や二発当てたところで、大した損傷にもならないだろう。

　このままでは追い詰つめられるだけだ。

　次し第だいに枝は先細りしていくし──いつかは途と切ぎれる。

　今回は予めアグネータの風の精せい霊れい魔ま術じゆつである程度は気圧差に身体を慣らしてから来ているとはいえ、あくまでこれは付け焼き刃ば──根本的に空気が薄い事そのものは誤魔化しようが無い。何ヶ月もこの高山地帯で暮らして体が慣れていればいざ知らず、あまり動き回れば呼吸困難を起こすのは間ま違ちがいなかった。

「さあ、どうします？　どうしますか──『正義の味方』さん？」

　ドリスは岩陰に半分身を隠しながら愉しげに問うてくる。

「そろそろ息苦しくなってきているのではありませんか？　さて、いつまで逃にげられるでしょう？　それとも弾が尽つきる方が早いでしょうか？」

（……加虐趣味サデイスト者め）

　そう胸の奥で毒づいてから──ふとユーゴは気付いた。

　ユーゴが苦しみ悶もだえるのを間近に見たがっている様だが、それにしてはドリスは前に出てくる様子が無い。むしろ岩陰に半分隠れた状態で、殆ほとんど動いていない。

（ひょっとして怪物の操作に神経使ってるのか……？）

　元々人間だった存在を、人間の形状で、人間の動作で、運用するならいざ知らず……こんな無茶苦茶な形状にした上で、一個体として操るとなると、術師の側で様々な介かい入にゆうをしなければ歩き回る事すら難しいだろう。

　恐らくドリスは今、怪物を動かす事に集中しているのだ。下手をすればドリス自身は殆ど身動きがとれない可能性もある。そして普ふ段だんは個々でばらばらに動いて彼女を護衛している木乃伊ミイラ達は今、一体になっている。何とか怪物の攻撃をかわして彼女に接近できれば、充分に勝機はあるのかもしれないが──

「操ってる私を殺せれば、勝てると思っていますか？　いますよね？」

　見み透すかしたかの様にドリスがそう問うてくる。

「おめでとうございます、正解です。でも無理ですね」

　腹立たしいがその通りである。火力も耐たい久きゆう性も機動力も違いすぎる。ユーゴがあの異形の怪物を突とつ破ぱしてドリスに肉にく薄はくするのは無理だろう。

（アグネータの支し援えんは──無理か）

　単純な距きよ離りでいえば、標的であるアウグスト・ハーンよりも遥かにユーゴ達の方が近くに居るし、角度としても彼女の位置から、ユーゴ達の姿が見えては居るだろう。

　だが問題はあの怪物──骸蜘蛛がその巨きよ体たいに比して高速で、しかもかなり変則的な動きを示す事だ。移動目標は静止目標に比べて難易度が桁けた違ちがいに上がる。単純な、等速で直線移動の物体ですら長距離狙そ撃げきで命中させるのは至難の業だが、前後左右に、不等速で複雑に動き回る相手となると、どんな優ゆう秀しゆうな射手でも当てるのはまず不可能だ。

（あの様子だと投降しても、嬲なぶり殺されるだけだろうな。かといって自殺は趣しゆ味みじゃなし。となれば──最後の最後まで足あ搔がくのが正解か）

〈スコーピオン〉の二十連弾だん倉そうを交こう換かんしながらユーゴは顔をしかめた。
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「…………ッ」

　自分が舌打ちした事に気付いてアグネータは──眼を丸くした。

　ユーゴが千五百メートルばかり離れた『岩の樹き』の枝の上で、異形の怪物と戦っている。

　相手はどうやら木乃伊ミイラの集合体で、物もの陰かげに隠かくれている女の妖精が──死し霊りよう術師がこれを操っているらしい。十体の木乃伊ミイラが寄り集まって出来たその巨体は、何本もの腕を脚として使い、何挺ちようもの銃を手に、銃弾の雨をユーゴに浴びせかけている。

　ユーゴも応戦はしているものの、相手は一発や二発被ひ弾だんしたところで気にもとめない動く死者、しかも巨体に似合わぬ素早い、しかも予想もつかない動きで枝の上を走り回るので、決定打を送り込めないでいる様だった。

　あの状況では逃げるのも極きわめて困難だ。

「ユーゴ……！」

　双眼鏡を下ろして『助手』の名を呟つぶやくアグネータ。

　勿もち論ろん、最初に支援狙撃をする事も考えたが──およそ実効性に乏とぼしい。

　ユーゴや怪物と、アグネータの距離はおよそ千五百メートル、アウグスト・ハーンよりも随ずい分ぶんと近い。だが依い然ぜんとしてそれは、音ですらも飛ぶのに四秒以上かかる長距離であり……弾道は空気抵てい抗こうと重力の干かん渉しようによって下向きに曲がっていく為ため、標的に命中させるのには敢あえて大きく上に照準をずらさねばならない。

　まして……狙撃銃に搭とう載さいされた高倍率の光学照準器スコープは、恐ろしく視野が狭い。

　標的が一歩か二歩、何気なく動いただけでも視界から外れてしまう。そして慌あわてて標的を追おうとしても、銃を数ミリ横に振ふるだけで、照準器に映る千五百メートル先の視界は数メートルも横に移動してしまう。複雑な動きを示す標的ともなれば、とてもではないが追い切れる筈はずが無い。

　こうした弱点を狙撃手は抱かかえている為……普段は広い視野を確保出来る双眼鏡や望遠鏡で周囲の状況を確認し、非常時には接近戦を担当して狙撃手を守る、観測手スポツターが同行する事が多い。いつもならユーゴが務めている役割だった。

「…………」

　いっそ〈サイレント・アサシン〉を持って確実に狙える距離にまで移動する？

　いや。これも無理だ。

　平地の直線移動ならば子供でも数分で踏とう破は出来る距離だが、此こ処こは高山地帯で、しかも『岩の樹』の森だ。ユーゴの居る場所は巨大な岩の枝の上、アグネータの今居るのも同じく岩の枝の上、近づいて狙撃する為には、一度下まで降りて、凹おう凸とつの激しい荒あれ地を移動して、再び何ど処こかの枝の上まで登らねばならない。重い狙撃銃を持ってそんな事をしていたら絶対に間に合わない。

「どうしよう…………？」

　とアグネータは呟くも、今それに応こたえる者は居ない。

　このまま放置していれば恐らくユーゴは殺される。

　見えているのに──手が出せない。

「……ユーゴ……？」

　殺し屋とその助手。もしくは殺さつ人じん鬼きとその相棒。

　偶ぐう然ぜん出会って、成り行きで共に逃げて、何となく一いつ緒しよに動く事になって……確たるものの何も無い、曖あい昧まいで不安定な繫つながり。

　自分と彼のこの関係が永遠に続く──などとは勿論、アグネータも思っていない。

　他者か、もしくは事故で『殺される』事が無い限り、死ぬ事の無い妖精の自分と……如い何かに平へい穏おん無事な生き方をしても、およそ百年が限界の普人たる彼と。ずっといつまでも一緒に居られる訳がない。心中でもしない限り、いつか必ず死別する時は来る。

　だからこの関係は仮かり初そめだ。それは承知の上だ。

　だがそれでも早い。まだ別べつ離りには早すぎる──

「──アグニさん！」

「にひゃいっ!?」

　いきなり背後から掛かけられた声に素すっ頓とん狂きような声を上げるアグネータ。

　慌てて振り返るとそこには……息を切らした獣祖族の少女が立っていた。

「ミリアム!?　え？　──なんで此処に？」

「え？　あ、それはアグニさんの匂においを辿たどったからですけど」

「匂い？　あ──……」

　そういえば……ユーゴが獣祖族には、嗅きゆう覚かくが鋭えい敏びんで猟りよう犬けん並みに対象の体たい臭しゆうを手て掛がかりに延々と追つい跡せきする事が出来る者が居ると言っていた。だから狙撃手は頻ひん繁ぱんに身体を洗って、できる限り体臭を抑おさえねばならない、と。

　まさかミリアムにもそんな芸当が出来るとは。

　確かにこの三日ばかり──アウグスト・ハーンを狙う為にスカンランの町に宿をとってからは、調べものや計算で忙いそがしかった事もあり、沐もく浴よくをしていないのだが。

「そんなに匂う？」

「少し。それよりどうしてアグニさんはこんな所に？　ユーゴさんは何処です？　あの、私、やっぱりお二人の──」

「っていうか好都合だし！　ちょっと頼たのみがあるし！」

　とミリアムのセリフに被かぶせて叫さけぶと、アグネータは〈サイレント・アサシン〉を引き寄せる。

「この前みたいに、私を運んで欲しい──ユーゴが、危ないし」

「…………！」

　さすがに二度目となると瞬しゆん時じに理解出来たのだろう。

　ミリアムは頷うなずくと──手を伸のばしてアグネータの襟えり首くびを摑つかんできた。
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　骸むくろ蜘ぐ蛛もの巨体が震ふるえた。

「──!?」

　がくんとその姿勢が崩くずれる。次の瞬間──巨体を支えていた十本の『脚あし』の内の二本が、分ぶん離りした。五分の一とはいえ、唐とう突とつに『脚』とその基部から分解した怪かい物ぶつは、体勢を立て直す事も出来ずに痙けい攣れんしている。

　木乃伊ミイラが一体、骸蜘蛛から分離したのである。

　地面に転がるその木乃伊ミイラは、頭部がひどく膨ふくれた上、歪いびつにへしゃげていた。

「──なに!?」

　ドリスが悲鳴じみた声を上げた瞬間、第二撃が来た。




　──ゅんッ！




　先の一いち撃げきはユーゴと骸蜘蛛のやり合う銃声に紛まぎれて聞こえなかったのだろう。だが銃声の鳴り止やんだその一瞬に、今度は聞き逃のがし様もなく、その音は響ひびいた。

　途と端たん、更さらに一体の木乃伊ミイラが頭部を撃うち抜ぬかれて骸蜘蛛から分離していた。

　骸蜘蛛は顎あごで互たがいを嚙かみ合う様にして結合している。だからこそ頭部を大口径の弾たまで顎がく関かん節せつごと破は壊かいされれば、如何に死霊術師が命じても骸蜘蛛はその身体を維い持じ出来ない。

（──アグニ!?）

　ユーゴの脳のう裏りに何処か得意げに笑う妖精少女の貌かおが過よぎる。

　この威い力りよくは大口径狙撃銃の──３３８ラプア・マグナムのものだ。間ま違ちがいない。どうやってかは分からないが、アグネータがユーゴを支援する為に狙撃しているのだ。




　──ゅんッ！　ゅんッ！　ゅんッ！




　効果有りと見たのだろう。既すでに動き回れなくなった骸蜘蛛に、今度は立て続けに三度、どこからか銃弾が撃ち込まれ、怪物は完全にその『脚』を奪うばわれた。残り五体の木乃伊ミイラそのものは未まだ健在だが、元々ユーゴに膝ひざ関かん節せつを撃たれている為、その場からはろくに動けない。

「──！」

　好機とみてユーゴは岩陰から飛び出していた。

〈スコーピオン〉を連射しながら骸蜘蛛に肉薄し、こちらに突撃アサルト小銃ライフルを向けようとする腕うでを蹴けり飛ばす。操あやつるドリスの動どう揺ようが如によ実じつに影えい響きようしているのだろう、木乃伊ミイラ達の動きはぎくしゃくしていて、鈍にぶかった。

「くっ──」

　骸蜘蛛の制せい御ぎよを放ほう棄きしたのだろう、岩陰から飛び出して右手のベレッタＭ84自動拳けん銃じゆうで銃撃を加えてくるドリス。対してユーゴは弾の尽つきた〈スコーピオン〉には拘こう泥でいせずこれを投げ捨てると、外がい套とうの下──左脇わきに吊つった銃鞘ホルスターから護身用のシグ・サワーＰ２３０自動拳銃を引き抜いた。

「──っ！」

　銃弾が頰ほおを掠かすめる感かん触しよくを覚えつつも、ドリスに向かって走る。

　拳銃は元々小銃ライフルに比べるとひどく命中しにくい。数メートルの距離で向き合って撃っても互いに無傷などという事も珍めずらしくない。走りながらとなると尚なお更さらだ。

「おおおおおおおおおおッ！」

「ああああああああああッ！」

　互いに吼ほえながら引き金を引く。

　一発。二発。三発。四発。ほぼ同時に放たれる双そう方ほうの銃弾。

　五発目がユーゴの左腕を掠め、ドリスの胸に食い込んだ。

「──っ！」

　体勢を崩しそのまま倒たおれるドリス。

　だが彼女は転がりながらもベレッタの銃口を向けてきて──

「…………」

　ユーゴは更に駆かけ寄りながら──二連射ダブルタツプ。

　一発は先と同じく彼女の胸に、そしてもう一発は首の付け根、鎖さ骨こつの辺りに着ちやく弾だんした。

「がっ……」

　倒れ、血の泡あわを吐はきながらのたうち回るドリス。

　念の為にとユーゴは振り返ったが──ドリスが撃たれて完全に術が崩ほう壊かいしたからか、木乃伊ミイラ達は骸蜘蛛の形態も既にとれず、地面に倒れて動いていない。あちらを気にする必要はもう無いだろう。

「が……あ……」

　銃創から血を流し、口の端はしからも血の泡をこぼし、痙攣する女妖精。

　シグ・サワーＰ２３０に装そう塡てんされている銃弾は〈スコーピオン〉と同じ32ＡＣＰ──小口径弾だが、弾頭は制圧力を上げる為、鑢やすりで弾頭を平たくユーゴが削けずった特製弾である。多少精度は落ちるが、体内に入った途端に自ら潰つぶれて周囲の肉や骨や血管に衝しよう撃げきを余さず叩たたき付ける凶きよう悪あくな代しろ物ものだ。

「……助け……て……」

　全身を這はい回る激痛にのたうち回りながら、ドリスは涙なみだを流し、身をよじってそう訴うつたえてきた。更に呻うめき声の間から『死にたくない』『許して』という言葉もぽろぽろとこぼれてくる。ユーゴは勿もち論ろん知らなかったが、それは奇くしくも雇やとい主であるアウグストと、ひどくよく似た反応だった。

　他人の生死には無関心でも、自分のそれは違ちがう。歳とし経た妖精でも──いや妖精だからこそ死を今更の様に目の前に突つきつけると、困こん惑わくし、狼ろう狽ばいし、錯さく乱らんする。

　ドリスは何度もユーゴを見上げて懇こん願がんを続けていたが──

「駄だ目めだ。死ね」

　ユーゴは荒あれていた呼吸を整えながらそう言った。

「『汝なんじ、既に人間にあらず、妖精にあらず、死を忘れたる汝、既に鬼おになり』──」

「嫌いや……助け……」

「それがお前に与あたえられた死の意味だ」

　溜ため息いきをつくかの様にそう言うと……ユーゴは引き金を引いた。
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　奴ど隷れい達は一人残らず解放される事となった。

「随ずい分ぶんと手広くやってたみたいだな」

　通報を受けて高山地帯にあるハーン商会の隠かくし倉庫──というより奴隷倉庫に急行した警士達は、そこでアウグスト・ハーンと、その身辺警護役とも愛人とも言われていた妖精のドリス・オングストレームの射殺死体、更には十人分の死し霊りよう術に使われたと思おぼしき死体を発見する事となった。

「奴隷だけじゃなくて、武器弾薬も──か」

　とバルドは運ばれてきたドリスの死体と木乃伊ミイラを見ながら言った。

　ドリスは拳銃で、木乃伊ミイラは自動小銃ライフルで武装しており、造りから見てこちらで密造されたものではなく、異界で造られたものであろう、との事だった。

「これだけ武器があれば、抵てい抗こうも出来たでしょうに」

　とメレディスは並んで連行されるハーン商会の職員達を見み遣やる。

　彼等は──その多くが妖精だったが、一様に項うな垂だれていて、何やら意気消しよう沈ちんしている様に見えた。アウグスト・ハーンは齢よわい数百年の妖精である訳だが、そんなにも部下達から慕したわれていたのか、人心掌しよう握あくに長たけていたのか──ともメレディスは思ったのだが。

「全員、あっさり投降しちゃってますけど」

「アウグスト・ハーンの死に様を見たんだとさ」

　とバルドは肩かたを竦すくめて言った。

「死にたくない、死にたくない、って泣きながら死んだそうだ」

「…………」

　数百年を生きた妖精ですら、やはり死ぬのは怖こわいのか。

　それとも──

「なんというか……」

　バルドは頭を搔かきながら何ど処こか困惑する様な口調で言った。

「自分達には縁えん遠どおいと思ってた『死』ってものを、改めて突きつけられて、色々と思い出した──そうだが」

「思い出した？」

「良心とか道徳心とか、そういうの……つか改めて思い出さにゃならんもんか？」

「…………」

　メレディスは眉まゆを顰ひそめて考える。

〈異界戦争〉以後……妖精達の死亡率というものは猛もう烈れつな勢いで低下したと聞く。

　天敵の滅めつ亡ぼう、医い療りようの充じゆう実じつ、福ふく祉しの充実、そういったものが、寿じゆ命みようというものを持たない彼等に、事実上、永遠の時間を与える事となった。

　陳ちん腐ぷな言い方かもしれないが、その結果、彼等は『命の有り難がたさ』というものを忘れたのではないか。それが、どれだけ自らの努力と周囲との協調によって、維持されているのかを。

　だから、他者に共感出来ない。他者に感情移入出来ない。

　自分は自分だけの力で生きているのだと驕おごり、自分以外の他者を思いやる必要性を、忘れた。他者と手を取り合う事を忘れて、社会の中で生きながら、ただ、他者を自分の生命と刹せつ那な的な享きよう楽らくの為ために利用するだけの存在になった。

　だが、改めて自分達がどれだけ脆もろい存在なのかという事を、彼等は眼めの前のアウグスト・ハーンの死によって思い知らされた。誰だれにでも唐とう突とつに、理り不ふ尽じんに与えられる死──かつては天敵たる存在が担になっていたその恐おそろしさを、思い出した。同じ妖精の、惨みじめな臨終を突きつけられて、思い出さざるを得なかった。

「……案外、〈妖精刈りエルフ・リーパー〉って……」

「うん？」

「あ、いえ、なんでも」

　とメレディスは相棒に首を振ふってみせると、他の警士達の現場検証を手伝うべく、坑こう道どうへと足を踏ふみ入れた。




　　　　●




　四つある鍵かぎを開いて部屋に入る。

　戸口の上にある石入りの桶おけをいつもと同様に一いち瞥べつしてから、ユーゴは奥へと歩いた。

　先日、多少片付けた筈はずなのだが、まるでそんな事は無かった、とでもいうかの様に部屋の中は散らかり放題だった。

　肌はだ着ぎ上着の区別無くあちこちに散乱する衣類。さすがにユーゴが口うるさく言ったせいか、使い終わった食器だけは台所の大桶の中に全すべて突っ込こんであったが。小こ蠅ばえの類たぐいが発生しないだけでも充分に有り難い──などと考えてしまうのは、自分がむしろ感化されている証しよう拠こか。

「アグネータ、アグニ、アグネータ・アクセルソン！」

　ユーゴは部屋の奥の、これまたいつも通りに衣類やら塵ちりやらの向こうの寝しん台だいでひっくり返って眠ねむっている妖精の少女に声を掛かける。

　またもや服を着ているのか着ていないのか、判断に困る格好である。とりあえず身体に布は纏まとわり付いているが、そもそも大きさも適当なら着方も適当で、あちこち露ろ出しゆつして衣服の用をなしていない。これで何な故ぜか風か邪ぜは引く様子がまったくないのが、不思議と言えば不思議だが。

「…………」

　ユーゴは、束つかの間、唇くちびるの端はしから涎よだれを垂らして眠りこけるアグネータを眺ながめていたが。




　──ごっ。




　彼は二挺ちようの〈スコーピオン〉を内蔵した木製鞄かばんを、アグネータの胸の上に持ってきて、手を離はなした。それなりに重い上に木製のその書類鞄は、鈍にぶい音と共に妖精少女を打った。

「ぼげっ!?」

　妙みような悲鳴と共に起き上がるアグネータ。

　彼女は眼を瞬しばたたかせながら、左右を見回して──ユーゴのところで、視線を止めた。

「おはよう──ユーゴ」

「おはよう。既すでに昼だがな」

「え。じゃあ私朝ご飯食べてないって事？」

「そうなるな」

「ひどい、許されないし」

　と──ぼすぼすと枕まくらを拳こぶしで叩いていたが。

「しょうがないから、ヤろっか、ユーゴ」

　緩ゆるんだ笑え顔がおでそんな事を言ってくる。

「お断りだ。妖精とヤる趣しゆ味みは無い」

「初めて会った夜はおっきくしてたくせに」

「忘れろ。あれが心の傷トラウマになってるから、余計に嫌なんだよ」

「やっぱりユーゴは獣祖派？　ケモノの耳とかが萌もえる？　それとも尻尾しつぽ？」

　と首を傾かしげてアグネータは言ってくる。

「何の話だよ？」

「ミリアムの話だし。というか連れてこなくて良かったの？」

「連れてきたら危ないだろ」

「ユーゴが襲おそうから？」

「お前が『目撃者だし』とか言って殺しにかかりそうだからだよ！　……まああの娘この運動能力からすればお前の方が返り討うちにあいそうだが」

　そんな会話をしつつ──

「…………」

　ユーゴとアグネータは揃そろって玄げん関かんの方を振り返る。

　扉とびらを叩く音がした。遠えん慮りよがちな感じで──何度か。

「……お前はそこに居ろ」

「分かった、二に度ど寝ねするし」

「するな」

　そう言ってからユーゴは玄関の方に歩いて行く。

　アグネータの部屋に自分以外の者が訪ねてくる事は無い。少なくともユーゴの記き憶おくには無かった。アグネータに友人と言える様な相手はおらず、暗殺者としての仕事でも直接、『依い頼らい主』と顔を合わせる事は無いらしいし──そもそも『雇やとい主』がこんな所まで訪ねてくるとも思えない。

　少女の一人暮らしを当て込んでの、押し込み強ごう盗とうか。

　あるいは──何らかの理由でアグネータの『仕事』を知って捕とらえに来た警士か。

「…………」

　ユーゴは左脇わき下に吊つったシグ・サワーＰ２３０自動拳けん銃じゆうを意識しつつ、扉についている小さなのぞき窓を開いた。

「──!?」

　動どう揺ようと躊ちゆう躇ちよは一いつ瞬しゆん。ユーゴは扉を開いて──内側から開く分には罠わなは作動しない──戸口に立っていたその少女の手を摑つかみ、引っ張り込んだ。

「──どうして君が此こ処こにいる？」

「どうしてって……つけたから、ですけど」

　と上うわ目め遣づかいに言ってくるのは──ミリアムだった。

　何処で調達したのか──彼女は裾の短い半袖の襯衣シヤツとこれも裾の短い腰巻衣パレオを身に付けている。へそも太股の大半も見えている──肌の露出の大きい衣装なのだが、この獣祖族の少女に限って言えば、扇情的というより健康的な印象の方が強かった。

　ユーゴ達と彼女は一度、いや二度、はスカンランの街で別れている。一度目はアウグスト・ハーンを狙そ撃げきした際。二度目はミリアムにちょっとした用事を言いつけて、彼女がそれにかまけている間に、逃にげて来たのだ。

　スカンランの街からこのナルニエ通りまで、馬車でも丸二日はかかる距きよ離りである。まさかここまで彼女が追ってくるとは思ってもみなかったが──

「アグニさんにも言いましたけど。私、獣祖ですから。鼻が利きくんですよ」

　と自分の鼻の頭を指先でこすってみせながらミリアムは言った。

「ユーゴさんの匂におい、覚えましたから……」

「……香こう水すいでもつけとくべきだったな」

　もしくは途と中ちゆうで川だの湖だのをわたって、匂いの跡あとを途切れさせるべきだったか。ユーゴがそんな事を考えて溜ため息いきをつくと──

「へえええええ？」

　と部屋の奥からアグネータが面おも白しろそうに声を投げてくる。

「ユーゴ、匂いで追つい跡せきされたんだ？　へええええええ？　ひょっとして定期的に御お風ふ呂ろ入ってないのかなああああああ？」

　前に窓の外の飼い葉桶に投げ込んだのを、未まだ根に持っているらしい。

「あの、ユーゴさん。お願いです、私行く所が」

　ユーゴの服の裾すそを摑んでミリアムがそう訴うつたえてくる。

　円つぶらな彼女の瞳ひとみは必死の色を湛たたえてユーゴの顔を映していた。

「それは聞いたけどな、俺達と一いつ緒しよに居るのは──まずいし危険だ」

「殺し屋だからですか？」

　ミリアムは躊躇なく単語を口にしてきた。

　賢かしこい子だとは思っていたが──迂う闊かつに口にするとまずい言葉も分からないのか。それとも分かった上でこれは、彼女なりの『脅おどし』なのか。

「…………やめろ」

　ユーゴはミリアムに、ではなく散らかった服の下から短たん剣けんを引っ張り出したアグネータにそう言って──片手を挙げてその動きを制する。

「必要の無い殺しをするのは三流のやる事だぞ」

「別に一流とか二流とか三流とかこだわってないし？」

「いいから二度寝してこい！　昼飯出来たら起こしてやる」

「へぇい」

　短剣を放ほうり出して奥に引っ込み、ごそごそと寝ね床どこに潜もぐり込むアグネータ。

　その様子を確かく認にんしてから、ユーゴは改めてミリアムと向き合った。

「ああいう奴やつなんだ。前は君が協力してくれたから、とりあえず『助手』って事にして殺すの思いとどまらせたが。基本的に、自分達の仕事を見られたり知られたりしたら、殺さないといけないってあいつは考えてるし、身の安全を図はかるって意味じゃ俺もそれを否定出来ない」

「……わかります」

　とミリアムはこっくりと頷うなずいた。

「だから引き続き助手にして貰もらえればって。私役に立ちます、きっと」

「………いや、あのな、役に立つとか立たないとかじゃなく……」

「あ、そうだ。それからハーン商会の事はちゃんと、通報しておきましたです」

　と何ど処こか得意げな表情でミリアムは言う。

　スカンランの街に彼女を置き去りにする際、頼たのんだ用事というのが、ハーン商会の奴ど隷れい商売を警士達に通報する事だった。そうする事でミリアムも警士達に保護して貰えるのではないかと考えた訳だが──どうやら、通報だけして、保護を求めなかったらしい。

「ちゃんと言いつけを守れましたよ」

「いや、あれは言いつけというか……」

「私、ユーゴさんの役に立ちますから。ユーゴさんの所がいいです。なんでもしますから」

　そう言ってミリアムはユーゴに詰つめ寄ってくる。

「私、ユーゴさんに御お礼れいがしたいんです。ニルス達の仇かたきを討ってくれた御礼──」

「いや。あれはそんな立派なものじゃなくて……」

　表情こそ明るめだが、この獣祖の少女が相当に思い詰めているのは──必死なのはユーゴにも分かった。確かに保護すべき者が居なければこの少女はまたハーン商会とは別の奴隷商人に捕つかまるかもしれないし、無防備にナルニエ通りをうろうろしていたら、陵りよう辱じよくされるか殺されるか、分かったものではない。

（断られれば、それこそ、俺達を通報しかねない──が）

　アグネータの部屋を知られてしまった以上、通報されれば大急ぎで撤てつ収しゆう作業を行わねばならないし、狙撃以外はてんで鈍どん臭くさいアグネータが、役立つとも思えない。

「…………」

「ユーゴさん？」

　眼めを瞬かせて首を傾げるミリアム。

「──分かったよ」

　長く溜息をついて、ユーゴは降参とばかりに両手を掲かかげた。

「俺はあいつの助手で──君は俺の助手だ。それでいいんだな？」

「はい！」

　と笑顔で言い、尻尾を振ふるミリアム。

　存外したたかな獣祖族の少女を、しばらくユーゴは眺ながめていたが──

「アグニ。聞いてたな？」

「へぇい」

「この子は俺の助手で、だからお前の助手の助手だ。仲間だ。仲間だから仕事を見られてもいちいち殺さなくていい。分かったか？」

「…………分かった」

　ごそごそと寝しん台だいの方で寝返りを打つ気配と共にそんな声が漂ただよってくる。

「本当、ユーゴって獣けもの耳みみと尻尾、好きだし……」

「そうなんですか？」

　何な故ぜか嬉うれしそうに尻尾を振って尋たずねてくるミリアム。

「分かってないだろ!?　お前のその長い耳は飾かざりか!?　何を聞いてた？」

「ユーゴがミリアムに誑たらし込まれるところー」

「…………」

　ユーゴは半眼で寝台の上の盛り上がりを睨にらんでいたが。

「にひひ。愛人二人も抱かかえるとか……ユーゴって本当に女好きだし」

「お前の辞書には助手って引いたら愛人って書いてあんのか。というかそれお前も数に入ってるのか？」

「照れなくてもいいし」

「つくづく話が嚙かみ合わないというか、謎なぞの感性してるなお前は」

　この妖精エルフ娘むすめなら三百年後だろうが五百年後だろうが、変わらずこんな頭の悪い言動を続けている様な気がする。共感能力も何も──枯かれる枯れない以前に、最初から持ち合わせていそうにない。

「しょうがないから、お昼ごはん終わったら三人でしよっかー」

「三人で何をするつもりだお前は」

「あ。ミリアム？　アレの順番は私が先だし。そこは譲ゆずれないし」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです。私は愛人その二でも──」

「ミリアムもあの阿あ呆ほうの言うことをいちいちまともに取り合うな！」

「何も心配はいらないし。なんだかんだ言っても裸はだかになれば、ユーゴはハアハア言いながら襲ってくるし。多分」

「飯食う前にお前は、服を、着ろッ！」

　足あし下もとに落ちていたアグネータの下着を拾い上げて雑に丸めると、寝台に向かって投げつけて──それから、ユーゴは長い長い溜息をついた。
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　どうも、小説屋の[image: さかき]さかきです。

『妖よう精せい狙そ撃げき　～エルフ・ウィズ・サイレントアサシン～』一巻をお届けいたします。

　本作はコメディ成分少なめ、どす黒い背景ありの、黒[image: さかき]仕様となっておりまする。はい。




　本企き画かくの話が出たのは去年の私の誕生日（勤労感謝の日）でした。とある案件でファンタジア編集部に日帰りで呼び出されていた私に、担当氏が突とつ然ぜん、こんな事を。




「エルフの女の子がでかい狙そ撃げき銃じゆう使うのっていいですよね。[image: さかき]さん銃お好きでしょ？」

「……Ｋさん女の子にでかい●●持たせるの好きですよね。剣けんとか」

「絵になるじゃないですか！　しかもエルフって弓と矢のイメージが在あるというか、鋼鉄の銃を持ってると、その違い和わ感かんから来る強い印象が実にいいというか」

「それは分かりますが──エルフに持たせるって事は、いわゆる剣と魔ま法ほうファンタジー世界ではなくて、舞ぶ台たいは現代に即そくした感じだったりする訳ですか？」

「いや、そこは古式ゆかしい剣と魔法の世界でがいいんですよ！」

「いや、だから、銃の場合そういう訳にも……弾だん薬やくの供給体制とかどうなってんですか」

「さあ？　そこはなんか[image: さかき]さんが考えてください」

「分かりました。なんか考えます。ええ」

　……まあ真面目な話、この種の担当さんからの無理難題は後々、対応しようと作者が頭を悩なやませた部分が作品の個性として滲にじみ出てたりするので、むしろ良い方に作用する事も多いのです。結果として何やら『異世界転生もののその後』みたいな話になってますが。




　本作は割とヒロインに殺される側がむしろ『オーソドックスなイメージのエルフ』だって事で、ヒロインのアグネータは色々な部分で捻ひねってあります。

　野の良ら猫ねこ風というか。案外、私が今まで書いてこなかったタイプのヒロインの様な気も。

　挿さし絵えの森もり沢さわ氏の画風が正道で上品なので、エルフと銃と同様の、組み合わせの妙みようというか、いつもの健けな気げ系サブヒロインのミリアム共々、何かこう、化学反応を起こしてくれると良いのですが。さて──読者の方々の反応や如い何かに。




「[image: さかき]さん。妖精狙撃の二巻ですが。次はバイクに乗って狙撃しましょう！」

「ちょっ……おま……あ、いえ、私が何か考えるんですね、分かりました」

　という訳で二巻も何か考えて頑がん張ばる予定なのでよろしくです！
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